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第一章　死なない男と空の旅




「お帰りくださいませ、ご主人様……」
　カウベルの音と共にオレを出で迎むかえたのは、引きつった笑え顔がおでそう述べるメイド姿の桐きり崎さきだった。
「よぉ」
　短く声をかけると奴やつは口くち端はしをヒクヒクとさせたまま、ぱくぱくと死に掛かけた金魚みたいに唇くちびるの動きだけで、『何をしに来たこの馬ば鹿か』といった類たぐいのメッセージを伝える。
「別にオレだって来たくてきたわけじゃねえよ……」
　出来るなら二度と扉とびらを潜くぐりたくはなかったと、オレは桐崎の働くメイド喫きつ茶さ、『萌もえ萌えぷりにゃん』の様子を見み渡わたした。
　そう広くない店内には整然とテーブルが並び、既すでにほぼ満席状態だ。メニュー片手に注文をする客へ、フリルのついたメイド服に身を包つつんだ店員が、馬ば鹿か丁てい寧ねいな口調で応対している。相変わらず妙みような空間だ。
「さっさと帰れ。今すぐ帰れ。回り右して左から踏ふみ出だして帰れ」
　入り口で佇たたずんでいるオレに、桐崎は近寄ってきてそう囁ささやく。ひでぇメイドだ。
「別に嫌いやがらせで来たわけじゃねえから安心しろよ。──ハルから連れん絡らく行ってないか？」
「……ハルから？」
　頭についたカチューシャみたいなもの（ヘッドドレスって言うんだったか？）を揺ゆらして首を傾かしげた桐崎は、「……聞いていないが」と怪け訝げんな風に呟つぶやいた。
「あの女、またオレにしか伝えてねえのかよ……」
　桐崎を追おい詰つめて楽しんでるだろ。絶対に。
　昨日のこと。十月の初め、秋晴れが広がる爽さわやかな朝、無ぶ遠えん慮りよに鳴なり響ひびいた携けい帯たい電話に出ると、そんな日には絶対に会いたくない相手が出た。
『花か王おう曽そ根ね宮みや春はる香かです』
　そいつは、相変わらずの棒読み口調でそう言って、次にこう告げる。
『今週の日曜日、桐崎恭きよ子うこの働く店でお会いしましょう』
　そして、時間指定をすると、こちらが何も言わない内から一方的に切ってしまったのである。……毎度思うが、勝手な話だと思う。
「まぁ、いいや。今日の二時頃ごろに、ここへ来るらしいからよ。お茶くらい出してくれよ」
「いや、しかしだな。ちょっと不ま味ずいんだ」
「なにがだよ」
「その、なんていうか……」
　困ったように目を逸そらした桐崎だったが、不意に聞こえてきた声へ、びくりと体を竦すくませる。
「あぁー！　あなた、乃の出でさんでしょう！」
　突とつ然ぜん近寄ってきた見知らぬメイド姿の女は、にこにことした笑顔で言った。
「……そうだけど」
「じゃあ、あなたがキョウちゃんの彼かれ氏しなんだ！」
　は？
「え？　じゃあ、この人が前にキョウちゃんが言ってた？」
　その声につられてか、周りにいた数人も、仕事中にも拘かかわらずオレの周りに集まってくる。
「そうそう。ぶっきらぼうだけど優やさしくて、いつもキョウちゃんのために親身になってくれるって！」
「キョウちゃんね、お店であなたの話ばっかりしてるんですよ！」
「でもちょっと顔恐こわくない？」
「馬鹿ねー、男は中身よ。角度を変えれば結構イケメンじゃない」
「目つきが悪いなー。もっと目が垂れてればモテそうなのに」
「違ちがうのよ。世界中の人にモテなくてもキョウちゃんだけが好きでいてくれればそれでいいって、そういうことなのよ！」
「「「「きゃーっ！」」」」
　物もの凄すごく勝手に盛り上がり、かつ、その中で物凄く失礼なことを連発された気もするが、そこはひとまず置いておこう。
「……キョウちゃんって誰だれだ？」
「え？　ああ、桐崎さんのことですよ」
　またまた、知ってる癖くせにー、という風に片かた肘ひじでつついてくる真ま似ねをしているメイド姿の女に、オレは、目をしばたたかせながら言った。
「……桐崎がオレを？」
　頭の中に疑ぎ問もん符ふを大量に湧わかせながら視線を傾かたむける。
　桐崎は、輪から外れて一人、俯うつむきながら、スカートの裾すそを渾こん身しんの力で握にぎっていた。髪かみに隠かくれてよくは見えないが、耳まで真っ赤に染まっている。
「ちょっと！　仕事中になにしてんの！」
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　騒さわぎを聞きつけたのか、他ほかの店員から叱しつ責せきの声が飛んだ。口調からすると、恐おそらく店長クラスの人間なのだろう。寄り集まっていたメイドたちは、機き嫌げんのいい返事と共に蜘く蛛もの子を散らすよう去っていく。
「……えーと」
　残されたのはオレと桐崎、そして、非常に気まずい空気であった。さて、どうしたもんか。
「と、とりあえず、ありがとうと言っておけばいいのか？」
　混乱してわけのわからないことを言うと、桐崎はいよいよもって耐たえ切れなくなったのか、ばっと顔を上げると、そのままつかつか近付いてオレの手を握った。
「ちょっとこい！」
　そのまま、店を横切り、連れて行かれたのは従業員専用室だった。
「…………」
　後ろ手に扉を閉める桐崎。沸ふつ騰とうしかけのヤカンみたいになっている。
「ち、違うからな！」
「なにが？」
「あ、あれは！　ぐ、偶ぐう然ぜん、彼氏の話になって！　み、み、皆みんな、自分の恋こい人びと自じ慢まんをし始めたから！　わ、わた、私もしなきゃいけないみたいな空気になってそれで！」
「でもさっきオレの話ばっかりしてるって……」
「わ、忘れろ！」
　そう叫さけぶと、桐崎は、スカートの裾をまくって手を差し入れた。ちらりと垣かい間ま見みえるホルスターから肉厚の刃はをもつナイフを抜ぬくと、オレへ向かって突つきつける。
「忘れないと、さ、刺さすぞ！」
「……お前それ、なんの脅おどしにもなってないからね」
　寧むしろ最近、日にち常じよ茶うさ飯はん事じになってるからね。例えたら、『忘れないと、歯は磨みがきするぞ！』って言ってるようなもんだからね。
「う、ううー」
　慌あわて過ぎて何をすればいいのか分からなくなってるらしく、桐崎は涙なみ目だめで、じりじりとオレへ近付いてくる。
「……おい、なにするつもりだ」
「わ、忘れさせてやる」
「は？」
「さっきのことより激しい記き憶おくを植えつけて、修復してやるーっ！」
　言うや否いなや、桐崎はオレへ向かって飛とび掛かかると、床ゆかへ押おし倒たおした。
「おまっ、ばか、やめろ！　忘れる！　忘れるから！」
「ウフ、ウフフフフー」
　やべぇ、正気を逸いつしてる。まあ、いつものことだけど。いや、そんな冷静な判断をしている場合じゃない。
「血の海へ帰りましょう、ご主人様……！」
　目を爛らん々らんと光らせながら、修しゆ羅らのごとく成り果てたメイドは、そう言ってナイフを振ふり上あげたのだった──
「……相変わらず、仲の宜よろしいことですね」
　だが、その瞬しゆ間んかん、冷れい徹てつな声が割って入る。オレは出会って初めて、そいつの存在に感謝した。
「ハル……」
　どこから入り込んだのだろうか。あるいは、最初からそこに居たのか。
　短い髪にダブダブのスーツという相変わらずの格好で、ハルが気配もなく立っていた。
「桐崎恭子、及および乃出狗くぎ斗と」
　短い言葉で、そいつは言う。
「──【組織】からの任務を伝えに参りました」


「おい……ここでいいのか？」
　桐崎の働くメイド喫茶から程ほど近ちかく、こちらはごく普ふ通つうのオープンカフェに、オレたちは居た。さすがにあの店で密談めいたことをするわけにもいかず、桐崎は三十分ほど休きゆ憩うけいを貰もらって仕事場を抜けてきたのだが……、
「なにか問題でも？」
　席へついたハルからの質問に、オレは頭を掻かいて言った。
「いや、別にいいんだけどよ」
　確かにこの辺りは人気がないためか、客数は少ない。なおかつオレたちは端の方に座すわっているため、よほど注意しなければこちらの話など聞こえはしないだろう。だがそれでも、やはり人目があることは確かだ。よりにもよってこんなところで、仮にも政府やらが関係しているような話をしても大だい丈じよ夫うぶなのだろうか。
　だが、そんなオレの不安などとっくに見み抜ぬいているというように、ハルは口を開いた。
「ご心配には及びません。どうぞ席におつき下さい」
　そこまで言われちゃ仕方ない。オレは小首を傾げながらも腰こしを下ろした。
「いらっしゃいませ」
　それを見計らったかのようにウェイターがやってきて、メニューをテーブルへと滑すべらせる。
　そして次に、冷えた水の入ったグラスを、オレと桐崎の前に【二つ】置いた。
「ご注文をどうぞ」
　てっきりオレは、客の数を聞きき違えてしまったのだろう、と思っていた。だが、ウェイターは、オレがアイスコーヒー、桐崎がアップルティーを頼たのむと、頷うなずいてそのままメニューを畳たたんでその場を立ち去ろうとした。
「……えーと、あの」
「はい？」
　仕方なくオレは、呼び止めて、ハルの方を指差す。
「三人、なんだけど」
「……は？」
　きょとんとしたまま、その方向を見やったウェイターは、そこで驚おどろいたように声を上げた。
「こ、これは失礼致いたしました！　すぐに水をお持ちします」
「結構です。私はアイスレモンティーを」
「か、かしこまりました。それではごゆっくり」
　慌てたように頭を下げると、ウェイターは店へと戻もどりながら、何度もこちらの方を振り返かえっては首を傾げていた。まるでそれは、オレに指し摘てきされて初めてハルの存在に気がつき、その現象に自分でいまいち納なつ得とくがいっていないというような、そんな反応だった。
「……どういうことだ？」
　数分後、各自が注文した品が届くと、オレはハルに尋たずねた。
「お前は姿でも消せんのか？」
「私は透とう明めい人間ではありませんから。随ずい分ぶんと幼よう稚ちな発想をお持ちのようですね」
「だったらどういうことなんだよ」
　ひと言多いハルに、苛いら立だちの声を上げる。そんなオレへ、桐崎が言った。
「別に姿を隠すのに自分の体を見えないようにする必要はない。気付かれなければいい話だ」
「……そういうことです」
　ハルは軽く頷いて、アイスレモンティーを飲んだ。いや、そういうことって言われても、オレにはさっぱり分からんわけだが。
「クギト、【影かげが薄うすい】という慣用句を聞いたことがないか？」
「あ？　ああ、いや、そりゃあるけどよ」
「まあ、本来は落ちぶれかけた人間に当てはめる言葉だが、一いつ般ぱんでは単純に目立たない人間を表すのに使われる」
「それがどうした」
「つまり、人間にも、道に転がっている石ころのように【あるのに気にされない】奴がいるということだ。丁度、貴様が興味の無い人間を空気のように扱あつかうようにな」
「……なるほど」まあ、当たってるだけに反論できん。
「この女はそれを意図的に行うことが出来るのだろう。単純に言えば、極限まで気配を消す、ということだ」
　そんなこと出来るのかよ。映画の殺し屋みたいだな。
「勿もち論ろん、普通の人間には不可能だがな」
「訓練を積めば、誰でもある程度は可能になりますよ。実際、背後から接近する時も、足音をさせないだけで随分と気付かれにくくなるものです」
　ハルは、そう事なげもなく言った。その余よ裕ゆうぶった態度が気に入らないものの、先ほどの疑問は氷解した。つまりハルは、人通りの多い場所でも自分の存在を全く他人に察知されない、そんな芸当ができる。だからこそ、こんな場所を選んでも大丈夫だと踏んだのだろう。出来るだけ人通りが少ないところを選んだのは、オレや桐崎がいるからか。いまいち信じられないが、こいつが【組織】の人間であると考えれば、もうなんでもありのような気がする。
「さて……、落ち着いたところで本題といきましょう」
　ハルはグラスを置くと、若じや干つかんの沈ちん黙もくの後で、口を開いた。
「──オルリアという国をご存知ですか？」
　オレと桐崎は一いつし瞬ゆん顔を見合わせた後、向き直る。
「聞いたこともねぇ」
「名前くらいは覚えがある。が、そう詳くわしいことは私も知らないな」
　ハルはアイスレモンティーを一口飲むと、「でしょうね」と言った。
「非常に小さな国です。取り立てて観光となる場所があるわけでもなく、何らかの技術に秀ひいでているわけでもない。自国生産出来る物も限られていますし、ほとんどの食品等を輸入に頼たよっています。言ってしまえば取るに足らない弱小国家と言えるでしょう」
「随分な言い方だが、その国がどうかしたのか？」
「話は最後まで聞くように。その脳みそがあるならば、の話ですが」
　ぴしゃりと言い返したハルに、桐崎がむっとした顔をする。この長ったらしい名前の女は何か、余計なひと言を述べなければ気が済まないらしい。
「ただ、オルリアは現在、多数の大国と友好的な関係を結んでいます」
「……なんで？」
「それだけの価値が、オルリアにあるからです」
　オレは、片かた眉まゆを上げた。話が見えてこない。
「……貿易価値のある何かをもっているということか？」
　桐崎の言葉に、ハルは頷く。
「なんだよ、その【何か】って」
「希少金属です」
「キショウキンゾク？」
　意味の分からない顔をしているオレに、桐崎が説明してくれる。
「様々な理由から産業界での流通量、使用量が少ない金属のことだ。レアメタルとも言うな。リチウムやニッケル、クロム、パラジウムなどが挙げられる」
「そうです。オルリアは、そのレアメタルの中でも特に貴重な物が大量に発はつ掘くつできる場所を国内に保有しています。そのため、アメリカを始めとした経済大国から様々な援えん助じよを受けることを条件に、それらを輸出しているというわけです」
「なるほど。まあ、大体分かった。で、そのオルリアがどうかしたのか？」
「当然、日本もオルリアと貿易関係を結んでいるのですが。何分、大量と言ってもレアメタルも一年における産出量は限りがあります。そのため、どうしても条件の良い国から優先的に輸出せざるを得ない」
　当然の心理だろう。慈じ善ぜん活動じゃないんだ。誰にも平等に、というわけにはいかない。
「日本も出来うる限り、輸出入条件に対してあちらの国が有利になるようにしているわけですが、それでもやはり他の大国以上に、というわけにはいきません」
　オレたちは頷く。そろそろ本題へ入るようだ。ハルはアイスレモンティーを飲むと、グラスをテーブルに置きながら言った。
「そこで日本政府はオルリアに対し、最後の手段として【組織】の存在を提示しました」
「……バラしちまった、ってわけか」
「その通りです。政府は【組織】に属する者たちを、オルリア国内で起こる様々な揉もめ事ごとに対し派は遣けんする代わり、レアメタルの輸出に際し我わが国くにを優先的に行うよう求めました」
「しかし、そんなもの、然さ程ほどの意味があるとは思えんが」
　桐崎が、解げせない、といった感じで唇くちびるを曲げる。
「ええ。国家レベルならともかく、個人で解決出来るような自国内の不和に対して、そう簡単に他を頼るような真似をする、というのは通常、考えられません。大たい抵ていの場合、身内は身内で片付けるはずです。ですが、【組織】という存在は日本にとって他国にない、いわば切り札とも呼べる存在でもあります。上う手まくいけば、日本がオルリアに対して貸しを作ることが出来るだろう、と【上】は考えているようです」
　からん、と。溶とけかけた氷が、音を立てた。
　……オレは、周囲を見み渡わたした。離はなれた場所では同じ歳としくらいの連中が、楽しそうに喋しやべっている姿がある。思わず、ため息をついた。もし人生が他の奴やつらと変わらぬ平へい凡ぼんに満ちていたなら、笑えはしなくても、オレや、そして桐崎も、ああしてごく普通に学生生活を送っていたはずなのだ。だが──
【組織】。……何度、ハルから聞いた全すべてを思い出しても、未いまだに実感が涌わかない。
　尋じん常じようならざる力をもつ犯罪者を使い、同じ力をもつ犯罪者を裁く。そんな【組織】が、本当にこの日本には存在しているのだ。
　オレはそれを、今、隣となりに居る桐崎恭子──かつて【午ご前ぜん零れい時じの殺さつ人じん鬼き】と呼ばれた女と関わることによって知った。
　桐崎は性欲発散が殺傷行こう為いによって成立するという、忌いまわしい呪のろいをその身に刻まれて、今まで生きてきた。【死なない男】であるオレと出会うことによってそれはどうにか解決の兆きざしを見せたが、それでも、今までの罪が許されるわけではない。
　それを償つぐなうためにこいつは今、【組織】に従い、その任務をこなしているのである。
　だが、この平和な世界を見ていると、とてもじゃないがそんな事実が裏に存在しているなどとは思えない。
　それでもこれは現実なのだと、オレは、遣やる瀬せ無ないような想おもいを噛かみ締しめた。
「ですがほんの数日前、オルリア国から日本に向けて、力を借りることは出来ないかと打だ診しんがありました」
「……なに？」
　桐崎のいぶかしげな声に、ハルは答える。
「一年ほど前から、オルリア国の首都で不ふ穏おんな事件が続いているそうです」
「不穏な事件？」
「──連続殺人事件です」
　穏おだやかな日曜の午後が、一気に凍こおりついた気がした。桐崎が口を開く。
「……連続殺人事件？　しかし、そんなもの、警察に任せておけばいい話だと思うが」
「普通の事件であればそうでしょう。しかし、私がこうして貴方あなたがたへわざわざ話をしにきているように、【普通】ではない、ということです」
「どう普通じゃないんだよ」
「相手が問題です」
　オレは、急に喉のどの渇かわきを覚え、手元にあったアイスコーヒーを飲んだ。
「連続殺人犯のターゲットは、元・犯罪者や何らかの理由により無罪となった犯罪者、それに暴力的犯罪集団──俗ぞくに言うギャングと呼ばれる者たちから、様々な黒い噂うわさの付きまとう政府高官まで幅はば広ひろく、端たん的てきに言ってしまえば一いつ般ぱん的てきに言う【悪人】に絞しぼられているようです」
「ほう。正義の味方、というわけか」
「正確に言えば、正義の味方を気取る猟りよ奇うき的てきな犯罪者、ということになります」
　……まぁ、確かにそうか。やってることがどうであれ、殺人は殺人だ。
「オルリア政府は犯人を捕とらえようと首都全域に警察配備を敷しき、その確保に務めた他、狙ねらわれるであろう政治家たちの護衛として特とく殊しゆ部隊を派遣したようです」
「狙われるであろう？　なんでそんなことが分かるんだ？」
「犯人は必ず、殺害する相手へその日時を指定した予告状を送りつけているからです」
　……なんとまあ。完全に遊んでやがる。
「しかしそれらも、全くの無む駄だに終わりました。警察は異例の数を投入して事件を捜そう査さしたものの、成果はなし。未だ足取りさえも掴つかめてはいない状態です。おまけに、」
「おまけに？」
　ハルは一呼吸おいた後、こう言った。
「ＳＡＳやデルタフォースのように、厳しい訓練を潜くぐり抜けた優ゆう秀しゆうな隊員たちで構成される、オルリアの特殊部隊。……彼かれらに警備されながらも、犯人は予告状通り、さる重要な地位にいる政府高官の殺害に、成功したそうです」
「……特殊部隊はどうなったんだ？」
　大体の想像は出来るが、一応、訊きいておく。が、
「全ぜん滅めつです。現場は血の海だったそうです」
「……やはりか」
　唸うなるように、桐崎が言う。
「オルリア政府は騒そう然ぜんとなったようです。たった一人の犯罪者に、自国の誇ほこる兵士たちが完敗したのですから、当然と言えるかもしれませんが」
「それで、【組織】を頼ってきたって？」
「その通りです。後日、また殺人の予告状が届いたようで、オルリア政府から事態のあらましを示したものと、事件に対する協力を正式に依い頼らいする、公式的な文書が届きました」
　形なり振ふり構かまってられねえって感じだな。溺れる者は藁わらにもすがる状態ってことか。
「まあ、あちらからすれば、派遣された人間が役に立たなければそれを理由に輸出条件を断ることも出来ますし、万が一でも成功すれば安いものだと思ったのでしょう。日本政府としてもこのチャンスを逃のがす手はありません。幸い、犠ぎ牲せいが出たとしてもこちらに痛手はないわけですから」
　その言い方に、オレは、わずかな苛立ちを覚えた。
「……ようするに、死んだって犯罪者だからどうでもいいってわけか」
「その通りです」
「別にお前の言葉が間ま違ちがってるとは言わねえけどよ。どうにも気に入らねえな」
「貴方の個人的な意見は聞いていません」
　ぴしゃりとオレの台詞せりふを撥はね除のけて、ハルは言った。
「【組織】としてはこの受け入れを呑のむつもりです」
「呑むつもり、ではなくて、呑まざるを得ないということだろう。【上】から命令があったか？」
　桐崎が問いかけると、顔色一つ変えずに。
「ええ、そうです」
　と答えるハル。そして、
「ボスとしては【組織】を本来の目的以外のことで使用されることは不本意であるようでしたが。以前も言ったように、【組織】は複数の意思が絡からんでいますので」
　ふん。あのおっさんも、全てを思い通りに出来るわけじゃない、ってことか。それはそれでざまぁない話だが。
「……って、ちょっと待てよ」
「はい」
「その説明を前提として、オレと桐崎を呼んだってことは……？」
「ええ」
　嫌いやな予感が全身を駆かけ巡めぐる。桐崎も同じようで、眉み間けんに皺しわを寄せている。
　願わくば、杞き憂ゆうであって欲ほしいと思うオレのちっぽけな想いをよそに、
「桐崎恭子、及び、乃出狗斗」
　ハルは、こうはっきりと言った。
「──貴方がたには来週から、オルリア国の首都、フィットバーグへと向かって頂きます」


　桐崎恭子という人間と出会ってからというもの、オレの人生はそれまでの生なま温ぬるさとは比べ物にならないくらい、波乱に満ちたものとなった。
　神を気取った殺人鬼と対決したり、暗殺者から政治家の娘むすめを守ったり、孤こ島とうに行って凄すご腕うでの剣けん士しと戦い合ったり、ネジの外れた女と対決する羽目になったり。
　まあ、桐崎自体が尋常ならざる経歴の持ち主であるから、それも当然の話ではあると思うし、実際、既すでにどこか、そういった非日常的な部分に慣れっことなっていたところもあるだろう。人間には状じよう況きよう適応能力というものが生まれつき備わっているわけだ。
　しかし、
「まさか、海を渡わたるとは思ってなかったな……」
　オレの呟つぶやきは、エンジン音にかき消されていく。故郷を発たって既に一時間余り、機内には密室特有の澱よどんだ空気が漂ただよっている気がした。
　整然と並んだ席の前方にはスクリーンが垂れ下がっており、日本から飛び立った飛行機が、目的地であるオルリアへ向けて進んでいる様子をイラストで描かいたものが映し出だされていた。
　オレの足元にあるのはもう、十八年間生まれ育ってきた土地ではなく、一万メートル上空なのである。……と思ってはみたものの、実感となるとまるでない。
　なにせ海外旅行など初めての経験だから、どうにも違い和わを感じるというか、本当にここが現実かどうかまで分からなくなってくる。そもそも飛行機ってなんなんだ。なんで鉄の塊かたまりが浮ういてるんだ。皆みんな、誰だれかに騙だまされてるんじゃねえのか？
　そんな考えがふつふつと浮かんでくるのに、オレはほんの少し、苦くし笑ようを漏もらした。
　……緊きん張ちようしてるのか？
　まあ、そうだろう。なにせ事態が事態だ。……いや、でも、それだけじゃないはずだ。
　オレが不安になっているのは、なにも原理の分からない乗り物に身を任せているからだけではない。
　寧むしろ、それよりもっと大きな懸けん案あん事じ項こうは、
「わぁ、クギちゃんこれ見て。すごいおっきいステーキ！」
　隣で、そんなのん気極きわまりない声を上げている女の存在だったりする。
「……そうだな」
　機内食についてきた肉の塊に関して喜々とした感想を述べるそいつ──りんに、オレは、生暖かい言葉と視線で応こたえた。
「おいしいねー！」
　切り分けたステーキを口に運び、この世に不幸なことなど何一つありません、といった顔でにこにこと笑うりんを見て、曖あい昧まいに口くち端はしを上げる。
　久く遠おんりん。オレの通う市いち立りつ明めい答とう学がく園えんの、クラスメイトだ。生来として顔が悪い・柄がらが悪い・態度が悪いという【ザ・スリー・デビル】の名を欲しいままにし、校内でも嫌きらわれることと不穏な噂が付きまとうことに関しては右にも左にも前にも後ろにも出る者はいない、そんなオレという人間に、何な故ぜか懐なついてくる稀きし少ような人物だ。当初はなにか裏でもあるのかと疑っていたオレではあるが、今ではもう、りんには全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いている。多分こいつ、なにも考えてないんだろう。まあ、それはともかく。
　りんはオレや桐崎と違ちがい、何か特殊な能力があったり、やり切れないような過去をもっているわけではない、実に羨うらやましい一般市民ポジションだ。そんな奴がどうして、今、オレと、そして、
「な、なんだこれは……今まで食べたことのない味だ。ここは桃とう源げん郷きようか？」
　普ふ段だんどんなもん食ってるのか事細かに聞きたいレベルの感想を漏らしている、右みぎ隣どなりの桐崎との旅に同行しているのか。
　オレは何回目かも分からないため息を吐つくと、オレたちとは別ルートでオルリアへと向かっているはずの、ハルを思おもい浮かべた。
　……あの女、一体、なに考えてんだ？


「……正気なのか？」
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　昼下がりのオープンカフェ。しばらくの沈黙を経へてそう切り出した桐崎へ向かって、ハルは能面みたいにのっぺりとした顔をしたまま、高くもなく低くもない声で答えた。
「はい」
　実にシンプルである。であるが故に性た質ちが悪い。
「オレたちに、外国へ行けってか？」
「そうです」
「なんでだよ」
「それが【組織】の任務だからです」
　あくまでも淡たん々たんと。まるで世間話でもするかのような調子だ。
「……マジかよ」
　オレは思わずテーブルに肘ひじをつくと、その手に額を預けた。……オーケー。一個ずつ整理していこう。恐おそらく問題は沢たく山さんある。
「なあ、ハル」
「はい」
「それは、桐崎じゃないとダメな任務なのか？」
　ハルは片眉を上げて、若干、口を閉ざしていた。だが、
「恐らくは」
「なんで」
「実際に対たい峙じしたわけではないので確かなことは言えませんが、大体の事情から察するに相手の実力は相当なものと言えるでしょう。ですが日本と違って、すぐに組織員の交こう替たいが出来るとは思いません。よって、初めから確かだと言える人材を派遣することが、一番相応ふさわしいと判断しました。桐崎恭子は現在、【組織】の中でもトップに近い実力を有していますので」
　そ、そうなのか。それは初めて聞いた。桐崎がねぇ……。
「……しかし海外へ向かうのはいいが、私はパスポートなど作れんぞ」
「そうなのか？」
「未成年の場合は保護者の同どう伴はんか、あるいは事情があるとしても、申しん請せい書しよの【法定代理人署しよ名めい欄らん】というものに署名が必要なはずだ」
「親に頼たのむわけにはいかないのか」
「出来ないことはないが、そこは避さけたいところだな。父親は私が普段、貧びん乏ぼう暮らしをしていることを知っている。急にパスポートが必要だと言えば怪あやしまれる可能性がある。まあ、それ以前に、私はあまり父親と会いたくはない」
　珍めずらしく、はっきりとした拒きよ絶ぜつの意思をそこに感じて、オレはなんと返していいのか分からなくなる。そういえば、桐崎の父親に関しては、以前に一度だけ聞いたきりだった。その時にも思ったがやはり、あまり親子関係は良好とは言えないらしい。まあ、オレも人のことは言えないが。
「その問題に関しては、実に簡単な解決が出来ます」
「ほう？」
「偽ぎ造ぞうしましょう」
「おい！」
　思わずつっこみたくもなる。なにを平然と『犯罪行為をしましょう』とのたまってくれてるのか、この女は。
「精神的観念に於おける身体能力向上と、肉体的負担による地力の底上げを行えば可能だと思いますが」
「なに言ってんだお前」
「簡単に言えば、『気合いと根こん性じよう』です」
「…………」
「…………」
「まあ、冗じよ談うだんですが」
　こいつだけは一いつし生よう涯がい理解できることが出来ない。今、この瞬しゆ間んかん、オレは確信に近くそう思った。
「パスポートに関しては私の方で用意しておきます。乃出狗斗の分と合わせて二つ」
「そりゃありがたいが……それよりもっと重要なことがあるんだが」
「なんでしょう」
「学校はどうすんだ」
　オレと桐崎はまだ高校生。別に授業をサボれば勉強が遅おくれる、なんて優等生ぶったことを言うわけじゃないが、オレはなるべく、学校を休みたくはないのだ。今行っている高校の学費は、明めい答とう署で警察官をやっている姉さんが稼かせいだ金から出ている。決して安くはない金額のはずだ。何かと苦労を掛かけっぱなしなので、たとえ数日とは言えど無駄にはしたくない。それに、
「さすがに無断で一週間も休んだら、何かとまずいんじゃねえのか」
　桐崎も同意見のようで、軽く頷うなずいた。ハルは、その質問は初めから分かっていた、と言うように顎あごを引く。
「そこに関してはこちらも対処しています」
「……どんな風に？」
「それは──」
　と、説明するために薄うすく口を開いた瞬間だった。
「あれ？　クギちゃんと桐崎さん？」
　思わず固まる。まさか、おいおい、嘘うそだろ……。縁えんだかなんだか知らないが、このタイミングを作った天上の野や郎ろう、まじで鼻に指入れて突つき破やぶるぞ。
　だがそんなオレの脅おどしも無意味に過ぎず、傾かたむけた視線の先、そいつは立っていた。
「……よぉ、久遠」
　どこかへ出かけた帰りだったのか、大きな紙かみ袋ぶくろをもったりんが、オレへ向かって手を振ふる。
「こんにちは、久遠さん。お買い物ですか？」
　オレ以外の人間用の気持ちの悪い丁てい寧ねい口調で、桐崎が尋たずねる。
「うん。近所の公園で清せい掃そうのボランティアがあったから参加して、その次に駅前のゴミ拾いして、後はそのまま募ぼ金きん活動」
「……相変わらずだな」
　正に善人・オブ・善人。ここまでいけば嫌いや味みも言えなくなる。
「二人はなにしてるの？……もしかして、デート中？」
　オレと桐崎は表上、恋こい人びと同士ということになっている。故にそういった質問を投げかけるりんだったが、ふと視線を逸そらすと、目をしばたたかせた。
「……あれ。クギちゃんのお知り合い？」
「へ？」
　りんは、はっきりと、ハルの方を見て話していた。いや、確かにそこへ当の本人がいるのだから当たり前なのだが、相手が相手だけに、オレは愕がく然ぜんとなる。
「……久遠さん、その……この方が見えるんですか？」
「え？　うん、だって、そこに座すわってるもん。わたし、目はいい方なんだよ？」
　いや、そういうことじゃなくて。
　ハルを見ると、珍しく──というかここまではっきり分かったのは初めてかもしれない──わずかに表情を変えていた。信じ難がたいものを見たといった感じだ。頭を下げるりんへ、ようやく、会えし釈やくを返す。……馬ば鹿かみたいに純じゆ粋んすいなだけに、小手先の技わざには騙されないっつーわけか？　それにしても、時々こいつ、わけのわからん能力を発揮するよな。いや、そんなことを言ってる場合じゃない。
「いや、これは、なんつうか……」
　どう説明したもんか。面めん倒どうくさいことになっちまったなあ、おい。
「初めまして」
　その時、体勢を整え、いつもの調子を取とり戻もどしたハルが立ち上がり、りんに向かって深々と頭を下げた。
「花王曽根宮春香と申します」
「あ……こちらこそ、はじめましてっ」
　慌あわてて、同じように挨あい拶さつするりん。
「久遠りんって言います」
「久遠……貴方が」
「え？　わたしのこと知ってるんですか？」
「いえ。今しがたお二人の話に出てきたもので」
　そう誤ご魔ま化かして、ハルはしばらくりんを眺ながめていた。まるでなにかを算段するように。
「あ……もしかしてわたし、お邪じや魔まかな。ごめんね」
　りんはその視線を、恐らくは遠えん慮りよして欲しいという意思の表れだと思ったのだろう。もう一度ぺこりと頭を垂れると、その場を立ち去ろうとした。ちょっとやばかったが、まあ、どうにもならなかったらしい。ほっとして、オレは息をつく。りんには明日にでも適当にでっち上げた話をすればいいだろう。
　が、ここで予想外のことが起こった。
「久遠りんさん……少し宜よろしいですか？」
「え？　わたしですか？」
　驚おどろいたように立ち止まって振り返かえるりんだが、びっくりしたのはこっちの方だ。なんだ、なんの用だ？
「今、お時間ありますか？」
「はい。ありますけど……」
　小首を傾かしげるりんへ、ハルは自分の隣にある椅い子すを引いた。
「お話があるんです。宜しければこちらへお座り下さい」
「はあ……」
　詳しよ細うさいを問うようこちらを見るりんだが、そんなもの、こっちが訊きたいところだ。一体、なにを考えている？　ちらりと桐崎を見やる。奴やつもハルの行動が読めないのか、怪け訝げんに眉まゆを潜ひそめていた。
　隣となりへ腰こしを下ろしたりんへ、ハルは開口一番こう言った。
「久遠りんさん。私は、こういう者です」
　懐ふところに手を差し入れると、小さな紙製のカードみたいなものを取り出す。渡されたりんはそれを見て、小さく読み上げた。
「……めいとうしやくしょ、かんこうしんこうか？」
　あ？──明答市役所、観光振しん興こう課か……か？　どうやら、名めい刺しだったらしい。そんなものを、どうしてこいつがもってんだ？
「明答市の、特に観光等に関しての企き画かく立てを行う部署です」
「あ、なるほど。分かりやすいですね」
　にこにこと、無む警けい戒かいに答えるりん。ハルは次に、思ってもみないことを口にした。
「久遠さんは、オルリアという国をご存知ですか？」
「なっ、ばっ、お前！」
　思わず声を上げる。が、きょとんとした顔のりんを見て、オレは思わず口に手を当てた。
「どうしたのクギちゃん？」
「……いや、なんでもない」
　なんでもないが、これからの展開が全く分からない。どういうつもりなんだ。
「そう？……あ、えっと、すみません。ちょっと、分からないです」
「そうですか。北ほく欧おう辺りにある非常に小さな国です。酪らく農のうが盛んな平和でのどかなところですよ」
「へー、いいですね」
「実はそのオルリアの首都と、この明答市がこの度たび、姉妹都市となることが決定致いたしまして」
「しまいとし？」
「文化交流や親善を目的とする都市同士の結びつきのことです」
「あ、そうなんだ。ありがとう、桐崎さん」
　何も分かっていない風に、礼を述べるりん。まあ、本当に何も分かっていないのだから仕方ないんだが。
「それを記念して、互たがいの街に住む十代の若者をランダムに選別し、彼らがそれぞれの国で来週から一週間を過ごした後、都市の文化や発展の様子をレポートする、という企画を立てたんです」
「なるほど。なんだか凄すごそうですね」
「その企画に選ばれたのが、こちらに居る乃出狗斗さんと桐崎恭子さんです」
　りんが、目を丸くして、「本当ですか！」と大声を上げた。オレたちの方を向いて、「良かったねー！　二人とも。羨ましい！」と素す直なおな賛辞を送る。だがオレと桐崎と言えば、どう答えていいのか分からず、「ああ」とか「まあ」とか非常に曖昧な返答を投げた。
「そっか、その説明をしてたんですね」
「その通りです」
　そうハルが頷くのを見て、オレは、安あん堵どに胸を撫なで下おろしていた。そうか。この説明をするためにりんを呼び止めたわけか。さっき言ってた『対処』とはこのことに違いない。恐らく、学校側にもそうやって説明しているんだろう。市の企画なら、文句も出まい。いや、こいつらのことだから、学校側も知っててありもしない計画を呑んだという可能性もある。
　まあ、どちらにしろ、問題はなさそうだ。他ほかに問題はあるわけだが。それにしても、当面のことは解決しそうだ。
　……などと平和に考えていたのも束つかの間まだった。
「実は久遠さん、そこで貴方あなたにお願いがあります」
「はい？　なんでしょう」
「この企画に選ばれたのは三人の学生さんなのですが、内、一人が都合により参加することが難しいということを伝えに来られまして」
「……そうなんですか。大変ですね」
「現在、一人分空きがあるのですが、」
　オレは水っぽくなったアイスコーヒーを口に含ふくみ、
「──宜しければ久遠さん、ご参加しませんか？」
　盛大に吹ふいた。
「うわっ！　きたなっ！　どうしたのクギちゃん!?」
　思いっきりハルにかかってしまったわけだが、そんなもん、気にしている場合じゃない。
「お、おま……、お前！」
　オレは動どう揺ようした声を上げるが、桐崎は目をすっと細め、微かすかに鼻を鳴らした。何かに感づいたようだが、オレには全く分からない。【組織】の任務にりんを同行させる？　頭がどうかしたんじゃないのか!?

「久遠さんさえ宜しければ、すぐにでも準備にかかりますが。どうしますか？」
　濡ぬれた服をハンカチで拭ふきながら、あくまでも冷静に尋ねるハル。りんはオレのことを気にしながらも、
「えっと……急に参加しても大だい丈じよ夫うぶなんですか？」
「問題ありませんよ。久遠さんは乃出さんと桐崎さんのご友人のようですし、元々、もう一人参加するはずでしたので」
　止めなければいけない。そうは思うが、今ここで、こいつに掴つかみかかっても仕方ない。というより、そんなことをすればりんに不ふ審しんがられる。桐崎もそう思っているからか、静かに動向を見守っていた。オレは心の中で、断れ、今すぐ断れ、絶対に断れ、と念を送る。
「うーん……」
　が、その努力（努力って言うのかこの場合）も虚むなしく、ちらちらオレと桐崎を見ていたりんは、しかし、
「……じゃあ、あの、行ってもいいですか？」
　と言って下さった。お、お前……ちょっとはおかしいと思えよ……。まあ、無理かもしれないが……。
「ええ、こちらこそ有あり難がとう御ご座ざいます。これで当初の予定通り、こちらの企画を進めることが出来ます。久遠さんの保護者の方には後ほど説明に伺うかがいますので」
「はい、分かりました。えっと」
　りんは立ち上がると、見事なまでに真まっ直すぐな礼をした。
「よろしくお願いします！」
「こちらこそ」
　それに対し、ハルもまた、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな仕草で頭を下げる。ぺ、ぺらぺらと、流れる川みたいな嘘をつきやがってこの女──
「えと、じゃあね、クギちゃん。なんだかすごいことになっちゃったけど、あの、宜しくね」
　そう言って立ち上がると、りんはオレへ向かって微笑ほほえんだ。
「…………お、おう」
　どうにか、それだけ答える。
「桐崎さんも、また、今度色々、相談しようね！」
「……ええ」
　そう答えたものの、桐崎はテーブルの下で、きつく拳こぶしを握にぎり締しめていた。
　その後、「じゃあね！　また明日！」と手を振って、りんは去っていった。
「…………おい」
　りんの姿が見えなくなった後、オレは、ハルへ向かってきつく問とい質ただす。
「どういうつもりだよ、お前」
　りんへ向けていた、無表情ではあるものの、どこか和やわらげな様子さえあった顔を、元の調子に戻し、ハルは言った。
「なにか問題でも？」
「問題がありすぎてどこから突っ込んだらいいのかわかんねえよ」
「今の」
「社会みたいだな！」
　前の温泉の時と同じやりとりをしてたまるか！
「……大体読めたが、聞かせてもらおうか。返答次し第だいではこちらも考えがあるぞ」
「どのような考えがあるのか、興味深いものですが、追及は止やめておきましょう」
　桐崎の脅しともとれる発言にも顔色一つ変えず、ハルはアイスレモンティーを飲み干した。
「彼かの女じよには気付かれないようにしていたつもりですが、さすがに少々、驚きました。ですが、話をする機会を得た以上、以前から考えていたことを実行に移すべきかと考えまして」
「……考えていたこと？」
「率そつ直ちよくに言います。
　──【組織】は少しばかり、久遠りんへ興味をもっています」
　沈ちん黙もくが降りる。オレは、話の続きを促うながすように、ハルを睨にらみつけながら、顎を上げた。
「久遠りんは当初、乃出狗斗にとって単なる学友としての位置付けであると思っていました。ですが桐崎恭子と共に貴方を監かん視ししていると、奇きみ妙ようなことに気付きました」
「……奇妙なこと？」
「こと久遠りんに関して、乃出狗斗、貴方は異常なまでの執しゆう着ちやくを見せる。普段は他人の生死など歯し牙がにもかけない貴方が、ボスの『久遠りんを殺せ』という問いに対して非常に焦しよう燥そうめいた態度を示しました」
「それだけじゃ──」
「他にも。蒼せい蘭らん島とうで久遠りんが観光客によって暴力を加えられた際、貴方は今までからは考えられない程ほどに感情の発はつ露ろを見せました。あれは、桐崎恭子にさえ向けたことのない、近しい者が危険にさらされた際に於いて通常、人間が発する『怒いかり』と呼ばれるものです」
　オレは、言葉に詰つまる。……確かに間ま違ちがったことは言っていない。あの時、確かにオレはキレた。自分でも驚く程にはっきりと。
「以上のことから考えて、乃出狗斗という人間にとって、久遠りんは、特別な存在ではないのか？　ボスはそう考えています」
「……別に、そこまで派手なもんでもねえよ」
「自覚している、していないはともかくとして、客観的に分ぶん析せきすればそうなるということです。勿もち論ろん、考え過ぎという可能性もあるでしょう。しかし、少しでも【そうであるかもしれない】という部分がある以上、見過ごすわけにはいきません」
「久遠りんを、どうするつもりなんだ？」
「今のところはどうするつもりもありません。と言うよりも、どうかする程に彼女の情報を得ているわけではありませんので」
「つか、あいつがオレにとって特別だったとして、お前らになんの関係があるんだよ。あいつは桐崎のことも、まして、オレが【死なない】ことだって知らないんだぞ」
「カードを多くもつことに越こしたことはない、ということですよ」
　オレは、その台詞せりふに、ぞくりとした感覚を味わった。……ハルの言葉が意味するところを、察したからだ。
「……貴様、久遠りんを、切り札にでもするつもりか？」
「そこまで考えているわけではありませんが。──何かあった時に、何も手札がない、では話になりませんから」
「てめえ……！」
　椅子を蹴け立たてて立ち上がると、オレはハルの襟えり首くびを掴んだ。
「久遠に妙みようなことすれば、どうなるか分かってんだろうな……ッ！」
「……ほら、そうやって、久遠りんが関かかわると、貴方はいつもの貴方ではなくなる」
　オレは、目を見開く。思わず自分の手を見下ろすと、力を抜ぬいた。
「貴方がたがこちらに対して何らかのアクションを起こす、などと思っているわけではありませんのでご安心を。ただ、出来るなら弱点となる存在は把は握あくしておきたい。はっきり言えば、そういうことです」
　乱れた服を直すハルへ、桐崎が言った。
「……久遠りんに関する情報をもっと得るため、今回の任務に同行させると言うのか？」
「最初からそのつもりはありませんでしたが、偶ぐう然ぜんにもお会いしましたので。独断としてやらせて頂きました」
「遊びじゃねえんだぞ。あぶねえなんてもんじゃねえだろうが。久遠になんかあったらどうする」
「勿論、久遠りんに対しては、【組織】が全力を上げて身辺警護することをお約束します。彼女だけは、任務とは関係なく、ただの観光客として楽しんで頂ければ結構です。貴方がた、特に乃出狗斗とどういった関係であるのか、詳細なデータを入手出来ればそれで構いませんので」
「……、あいつは連れていかねえ」
　オレは、断言した。
「お前らの思い通りに行かせてたまるか」
「……よほど大切なようですね」
　どこか含みのあるような言い方で、ハルは続けた。
「ですがこれは、既すでに決定事じ項こうです。たとえ貴方がたが久遠りんにどう説明し、今回の旅を諦あきらめさせようとも、こちらの手が回ることを忠告しておきます」
「……っ！」
　音を立てて、テーブルを叩たたく。何事かと、客が振り返った。オレは奥おく歯ばを噛かみ締めて、ハルを睨みつける。
「……やっぱり、お前らは、気に食わねぇな」
「別に貴方に好かれるために、【組織】があるわけではありませんよ」
　あくまでも淡たん々たんと。色もなく。機械的に。
「では、後ほど」
　そう短く言って、ハルは、立ち上がった。


　既に機内は静まりに満ちていた。腕うで時ど計けいを見ると、時刻は午前十二時過ぎ。いつもならとっくにベッドで寝ねこけているはずだ。
　だがオレは、闇やみの中で目を開き、じっと無機質な天てん井じようを見つめ続けていた。
　席はビジネスクラスでゆったりと座れているし、今のところ不便はない。だから眠ねむれぬわけは、慣れぬ空の旅だけにあるわけではない気がする。
【組織】の手て際ぎわは見事なもので、ハルと出会ってからわずか数日、学校から【親善都市フィットバーグに於ける滞たい在ざいレポート企画に関する準備事項】と銘めい打うった書類が送られてきた。色々と難しいことが書いてあったが、ようするに向こうへ行って観光して感想を纏まとめろ、ということだ。これが実在する計画であるならば、さぞや楽しいイベントとなっただろう。だが実際には、全すべてが【組織】のでっち上げで、りんはともかく、オレと桐崎がオルリアでやらなければならないことは、凶きよ悪うあくな猟りよ奇うき殺人鬼との対決だ。げんなりとしてくる。
　書類を片手に姉さんへ事の次第を説明すると、二つ返事で『行ってきなさい』と了りよう承しようしてくれた。事情を知らないのだから当たり前な話だが。
　しかし、初めての海外旅行がまさか、【組織】からの依い頼らいとはな……。
　オレは、ちらりと隣へ視線を向けた。
　先ほどまで窓の外を見て、「空だー！　すごいねクギちゃん、雲ひとつない快晴だよ！」「そりゃ雲の上に飛び出てるからな」と間の抜けた会話を交かわしていた相手のりんは、すやすやと寝ね息いきを立てている。別にいいんだが、年とし頃ごろの女が、こうも無警戒に男の横で眠っていていいものか。こいつ、オレに性欲がないと思ってるんじゃねえだろうな。乳揉もむぞ。
全く見当たらないけど。
　やれやれと複雑な気持ちで、ずれかけていた毛布を直してやり、オレはまた正面に向き直った。……結局、こいつも連れてきちまったか。【組織】は全力をもって警護に当たる、と言ったが、信用できるものではない。オレも出来るだけ危険がないように見てやって、任務には絶対に関わらせない、いや、その一片も知られないようにしなければならないだろう。
　ただでさえ多い不安要素が、一つ増えた気がして、オレはそっと嘆たん息そくした。
　しかし──、と、オレは思し索さくに耽ふける。
　今回の任務の相手。小さいとは言えど、一国の政府が手を焼く猟奇殺人鬼。十中八九、まともな人間ではないに違ちがいない。……だが、少し引っかかることがある。それは……、
「クギト」
　不意に名を呼ばれ、オレは、考えを中断し、小さい声で答える。
「どうした」
「……やはり起きていたか」
　右を見ると、毛布を被かぶった桐崎が、じっと前を見つめていた。
「ああ。なんか、眠れなくてな」
「私もだ。なにせ、飛行機に乗るなど初めてだからな」
「この調子で、後どれくらいだ？」
「そうだな。出発したのが夕ゆう方がた頃ごろだから、恐おそらくは後数時間ほどだろう」
　まだそんなにあるのか……。今までで一番の遠出は夏に行った蒼蘭島だったが、その記録を書かき換かえなければなるまい。海外旅行っていうのは、準備も大変だが、移動も面倒くさいものだ。多分、今後、自分の意思で足を向けることはないだろう、と思う。
「なにを考えていた？」
　桐崎に問われ、オレは、「別に」と答えた。
「とりとめもないことだ。姉さんはちゃんと晩飯食ってんのかとか、洗せん濯たくは出来てんのかとか」
「随ずい分ぶんと姉想おもいだな」
　そう言って笑った桐崎へ、オレは言う。
「後は──今回の任務のこと、だな」
「…………ああ」
「お前、どう思う」
　しばしの沈黙。やがて、
「……今回の相手は、恐らく、並の相手ではないだろう」
「強そうってことか？」
「それもある。しかし、それだけではない」
　桐崎は言った。
「少しばかり引っかかることがある」
「引っかかること？」
「ああ。国を震しん撼かんさせるほどの殺人鬼。推測でしかないが、その手口は恐らく残ざん忍にんなものに違いない。目的のために何の躊躇ためらいもなく人を殺あやめる。確かに猟りよ奇うき的てきなものを感じる。が……それだけに、奇妙だ」
「……ターゲットを決めてるって点か？」
「やはり、貴様も同じ考えに至っていたか」
　オレは、わずかに頷うなずく。
　そう──凶悪かつ、冷れい酷こく無比な犯罪者。その手口は一見すれば、異常者とも取れるだろう。だが、犯人は何な故ぜか、殺すべき相手を選んでいる。犯罪を重ねる者。犯罪を重ねていた者。裏がある者。物事の解決に暴力を用いることを、是ぜとする者たち。社会的にも、心情的にも【悪】とされる奴らだけを狙ねらって、その命を奪うばう。
　軍の特とく殊しゆ部隊さえ手玉にとるような実力ならば、無差別な犯行に及およんでもおかしくはない。それでも犯人はあえて、わざわざ行動範はん囲いを狭せばめ、己おのれを特定しやすくするような方法をとっている。
　そこには一つの答えが存在している気がしてならない。
「理性のある、殺人鬼──」
「……そう。【私】と、同じ人種だ」
　己の抱いだいている欲求を客観的に分析し、どうすれば自分なりに決着をつけられるかを見み極きわめている。いかなる理由があるのかは分からないが、恐らく犯人にとって、【悪人しか殺さない】というのは、そうした衝しよ動うどうを抑おさえきれない自分へのルールのようなものなのかもしれない。戒いましめ、ともとれるだろう。
「でも……考えてみれば、道理なのかもな」
「どういうことだ？」
「どっちにしろ、殺したいっていう欲望を我が慢まん出来ないのなら、そうした方法をとるのもありなのかもしれない、ってことだ。勿論、相手側に立っての話だけどな」
　桐崎は、黙だまり込んだ。無言のまま、しばらく虚こ空くうを見み据すえていたが、やがて口を開く。
「確かにそうなのかもしれない」
　そして、続けた。
「【組織】のやっていることも、ある意味では正義なのかもしれない。方法は間違っていたとしてもだ。悪人は殺す。そうされても仕方のないことをやっているから」
　どうせ、殺すしかないのならってことなんだろう。
「桐崎は……考えたことがないのか？」
「……なにをだ？」
「誰だれでもいいんじゃなくて、誰かを特定してやるってことをだ。例えば──悪人だけを、とかな」
「…………」
　桐崎は、一いつ旦たんは動かしかけた唇くちびるを、しかし、また、引き結んだ。
「……あるさ」
「そうなのか」
「ああ。何度か、な」
　だが、桐崎はそれを実行に移してはいない。オレは、言葉の続きを期待したが、語られることはなかった。会話が、途と切ぎれる。
　なにか、不ま味ずいことにでも触ふれてしまったのだろうか。オレは頭を掻かいて、話題を変えることにした。
「それにしてもよ、こう、密閉された空間にいると、どうにも調子が悪くなるな」
「確かにな。空気も澱よどんでいる気がする」
「そうなんだよな。いい加減、体を伸のばしたいもんだ」
「実はなクギト」
「おう？」
「私は、少々寝ね不ぶ足そくなんだ」
「そうなのか」
「ああ。今日は早く起きなければと思っていつもより早く寝付いたものの、普ふ段だんなら夜中までインターネットをしているから、意識がはっきりとしていてな。結局、眠れたのは普段と同じ時間だ」
「不健康な生活をしているツケだろ。これを機に早寝早起きを心がけろよ」
「しかしだな、最近、いいナイフショップを見つけてだな。これがまた、在庫が豊富で、買えないとしても、見ているだけで楽しくて……」
「……普ふ通つうそういうのって、装そう飾しよ品くひんだとか、服だとかってのになるんじゃないのか？」
　まあ、オレもよく分からんけど。
「まあ、そこは気にするな。で、数時間ほどしか眠れていなくてな」
「ああ」
「長時間椅い子すに座すわりっぱなしということもあって、どうにも体を動かしたくなってきてな」
「おう」
「ここは激しい運動をするべきではないのかと思って」
「うん」
「ちなみに、人間、何故か疲つかれている時に限って性欲が増すという現象があってな」
「…………」
　警告！　警告！　今までの経験からしてろくな展開にならないであろうことは実証済みです！　逃にげろ！　逃げるんだオレ！　どこへ!?　どこへ逃げれば助かるんだ!?　ここは空だぞ!?　やはりあの空の彼方かなたには天空の城が存在するのか!?（混乱）
「早い話が──」
　四十秒で支し度たくしろぉぉぉぉ──っ！
「非常に、ムラムラしている」
　遅おそかった。破は壊かいの呪じゆ文もんを唱えられてしまった。
「というわけで」
　逃げる隙すきなどあるはずもなかった。素す早ばやく毛布を撥はね除のけると席を降り、オレの手を掴むと、桐崎はずるずると引きずりながら歩き出だした。
「おま、ちょっと待て……！　やめろ……！」
　小声でどうにか説得するも、聞く耳もたずとはこのことだろう。桐崎の顔は既に興奮で熱に浮うかされたようになっており、その口からは小刻みに息が漏もれている。その目を見ると、完全にトランス状態になっていた。おまけにあまり騒さわぐとりんが起きるかもしれないと、必要以上に暴れることが出来ない。万ばん事じき休ゆうす。嗚あ呼あ、平和な時間はわずかに過ぎなかった。
　桐崎はトイレの扉とびらを開けると、オレを押おし込み、自分も入って後ろ手に鍵かぎを締めた。ただでさえ狭せまい室内で、ほとんどオレたちは密着するようになっている。
「お、落ち着け桐崎。ここはいつもの学校やオレの家じゃない。血ち塗まみれなんかになったら大おお騒さわぎになるぞ！」
「いいかクギト、これから向かうのは外国だ。それこそ、銃じゆ撃うげ戦きせんなどそう珍めずらしいものでもないだろう。だから血を見ても、『ＨＡＨＡＨＡ、スティーブ、しばらくケチャップには困りそうにないぜ！』とかなんとか言って手を叩きながら喜んでくれるはずだ」
「アメリカンジョークにどんだけ全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いてんだお前は！」
　大体、この飛行機にはほとんど日本人しか乗ってねえんだよ！
「じゃあ、あれだ。本当にケチャップと混ぜてしまってどうにかこう、旨うまい具合に……」
「ああ、そりゃいいアイディアだ──ってなんでそっち方向の改善策を考えてんだよ！」
　と、そこまで言ってから、オレはある事実に気がついた。
「……そうだ。桐崎。残念だったな」
「なにがだ？」
　妖よう艶えんな仕草で唇を舐なめながら、桐崎。オレは言ってやった。
「──お前、今、ナイフもってねえだろ」
　昔からそうだが、昨今、色々と物ぶつ騒そうな世の中になっているので、機内には刃は物ものの類は絶対に持ち込めないようになっている（らしい。りんに聞いた）。
　ハサミでさえ取り上げられるのだから、桐崎のもっている分厚いナイフなんて、それこそ論外だろう。
　出国前、「向こうにナイフを用意してありますが」と言ったハルへ、桐崎はきっぱりと「このナイフでなければ私は戦えない」と宣言したため、別ルートで輸送しているはずなのである。
　つまりここに、いつものような、桐崎の相棒は存在しない。
　ということは、もう、言わずもがなだ。
「しくじったな、桐崎。少なくともこの飛行機内は、オレの安全地帯だ」
　言いい換えればここ以外ではいつ刺さされてもおかしくはないというデンジャー宣言なわけだが、事実なのだから仕方ない。改めてみるととんでもねえ環かん境きようだな、おい。
「……ふむ」
　だが、オレは、頭の中で赤ランプが点てん滅めつするのを想像した。桐崎が、虚きよを衝つかれた、という顔をしていないのである。それどころか、余よ裕ゆうじみたように、その顔には微笑みさえ浮かべている。
「安心しろ、クギト。緊きんき急ゆう事態であるからして、止やむを得えまい」
　そう言うが早く、桐崎は、そっとスカートの裾すそに手を入れた。……おい。なんだ。なにを出す気だ。
「ナイフよりかは若じや干つかん、感かん触しよくが浅いが……どうにか当座の凌しのぎにはなるだろう」
　そう口にして、桐崎がオレへ向けたのは──、
「今回は、こいつで刺すことにしよう」
　機内食についてきた、フォークだった。
「…………」
　絶句。
　次の瞬しゆ間んかん、腹部に、深々と、凶きよ器うきが突つき刺さった。
「うぐっ！」
　ねじるようにそれを動かすと、桐崎は熱い息を吐はいて、呟つぶやくように言った。
「──上空一万メートルで味わうこの感触も、オツなものだな」
「……はっはっは、桐崎」
「うん？」
　嬉うれしそうに小首を傾かしげる桐崎へ、オレは、弱々しい声で呟いた。
「しばらく、ケチャップには困りそうにないぜ──」
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第二章　死なない男と離れて遠く地の果てで




　まず初めに感じたのは、嗅きゆ覚うかくだった。
　匂においが、違う。
　どこが、どう──というわけではないが、いつも当たり前のように嗅かいでいたそれとは明らかに違う空気。
　それだけでもう、ここは異国なのだと、自覚せざるを得ない。
　空港内には多くの人間がいたが、その中に日本人はもう、ほぼいないと言ってもいいだろう。肌はだの白、黒はもちろん、背の高さ、顔の造形からして、もうオレたちとはまるで違っている。たまに自分たちと同じ国の人間かと思ってみれば、中国語らしき言葉を喋しやべっていたりと、多種多様に過ぎる。
「ここがオルリアなんだねー、クギちゃん」
「……ああ」
「あれ、あの看板、なんて読むか分かる？　何語だろう？」
「……わかんね」
　さっきから矢や継つぎ早ばやに質問を繰くり返かえすりんへ、やる気のない返答しか出来ていないのは、初めて踏ふむ異国の地に圧あつ倒とうされているわけではない。
「……なんだか元気ないね。大だい丈じよ夫うぶ？　クギちゃん」
「まあ、なんとかな……」
　オレはそう言って、深々とため息をついた。
　そりゃ、初めての海外旅行で緊きん張ちようしている中、いきなり飛行機内、それも普段なら美お味いしく肉を突き刺しているはずのフォークで、逆に滅めつ多た刺ざしされれば、元気もなくなろうと言うものだ。
　おまけに、
「日本とあまり気候は変わらないんですね。でも、ここは確かに外国なんだって分かります。なんだか、不思議ですね」
　当の刺した本人は、必要以上にスッキリとしたのか、やたらに元気がいい。こいつは本当に……オレはお前のその根こん性じようの方が不思議で仕方ねえよ。
「そういえばクギちゃん、どうして着き替がえてるの？」
「気分転てん換かん」
　テンションフルバーストの桐きり崎さきによって水っぽいケチャップだらけにされたとは言えない。
「そう。なんだ、クギちゃんもなんだかんだで、楽しんでるんだね。よかった！」
「はは。そうだな。とても楽しい旅行になりそうだ」
　楽しくなさそうな要素が沢たく山さんある、という点を除けばの話だが。
「私も今まで結構、色んなところに行ったけど、北ほく欧おうは初めてなんだ。だから楽しみ」
「……なんだお前、海外旅行、そんなにしてんのか？」
「うん。アジアが多かったけどね。去年はハワイに行ったよー」
　なん……だと……!?

「ハワイってあれか。マカデミアのあれか！」
「う、うん」
「ハメハメハのあれですね……」
　桐崎が会話に参加してくる。
「雨が降ったら休みなわけだ……」
「学校も試験もなんにもありませんね……」
　ん？　なんか違うの混ざらなかった？
「そ、そんなに凄すごいところじゃないよ。結構行ってるって子、多いよ？」
「まじかよ……格差社会ってやつだな」
　畜ちく生しよう。なにが悪いんだ。社会か。社会のやつか。社会の野や郎ろう。シカトしてやる。
「ところで、ハルさんはどこに居るんだろう？」
　りんの問いに、そういえば、とオレは辺りを見み渡わたした。確か、入り口の辺りで待ち合わせをしていたはずだが。
「あ、ごめん。わたし、ちょっとトイレ行ってくるね。ハルさん来たら伝えておいて」
　そう言って走っていくりんに「おう」と答えながら、そのままきょろきょろしていると、背後から、声がかかった。
「あ？」
　怪け訝げんな顔で振ふり返る。そこで、オレは固まった。
「──、──、──！」
　オレより頭二つ分は高いであろう位置から、がたいのいい男がこちらを見下ろし、何事かを喋っているのである。ちりちりの赤い髪かみに、赤い目。肌は白く、丸太くらいありそうな腕うでには信じられないくらいの体毛が生はえ揃そろっている。
　が、外国人が現れた！
「……えー……あー……」
　と言ったところで、戦うことも、防ぼう御ぎよすることも、逃げることも出来ない状態である。
「──、──？　──、──、──っ！」
　なにやら親しげだが、当然ながらオレはこいつのことなんて知らない。初対面でこれだけフレンドリーに接することの出来る精神が、少しでもオレにあれば、色々人生変わったのだろうか。と、つい現実逃とう避ひをしてどうでもいいことを考えてしまう。
「……あー……えー……あ、あい、きゃんと、すぴーく……」
　慌あわてて、英語なんて喋れねえよ馬ば鹿か、という台詞を必要以上に丸くしたものを伝えようとするが、相手はきょとんとしている。
「クギト、これは英語じゃない。ドイツ語だ」
「そ、そうなのか？」
　横からの助け舟ぶねに感謝しつつ、オレは桐崎に尋たずねた。
「なんて言ってんだ？　こいつ」
　そういえば桐崎は確か、かなり英語の成績がよかったはずだ。こいつのことだから、恐らく、ドイツ語もマスターしているに違いない。そう思ったのだが、
「…………」
　なぜか桐崎は黙ったままだ。心なしか、顔が引きつってる。
「……桐崎？」
「わ」
「わ？」
　飛び出たのは、情けないほどに震ふるえた声だった。
「──わ、わからん」
「わかんねーのかよ！」
「い、一いつ介かいの高校生がドイツ語を喋れるはずがないだろう！　私はなんだ!?　パーフェクトキャラか!?　完かん璧ぺきすぎて弱点がないのか!?　それが逆に主人公としての魅みり力よくをなくしているのか!?」
「なに意味わかんねえこと言ってんだ！　ちょっと落ち着け！」
　漫まん画が賞の選考委員みたいなこと言ってんじゃねえ！
「──、──、──、────っ！」
　そうこうしている内にも、謎なぞの外国人は、しきりにこちらへ話しかけている。な、なんなんだ。そんなにもオレたちを苦しめて何が楽しいんだ。呪文か。それは呪文なのか!?

　しかもなにか、段々と、熱を帯びているというか──はっきり言って、怒おこっているような気さえする。
「お、おい、どうにかしろよ桐崎。なんかお怒いかり遊ばされてるぞこいつ」
「そう言われても……」
「ドイツ語だ。なんでもいいから、ドイツ語知らねえのか」
「そ、ソーセージ？　バウムクーヘン？」
　うん、こりゃダメだ。オレは、早々に諦めた。
「……睨にらみつけて帰らせるか？」
「ここは異国だぞクギト。そんなことすればいきなり銃じゆうを抜いて、『ヘイ、ファッキンジャップ、その生意気な面に風穴空けて土産みやげ物もの屋やにぶら下げてやろうか？』とか言われたらどうする！」
「……飛行機にいた時から思ってたんだが、お前の外国に対して抱いてるイメージって、なんか偏かたよりがないか？」
「気にするな」
　まあ、気にしてる場合じゃないからいいけどよ。つか、どうすりゃいいんだこの状じよう況きよう……。
　と、そこでオレは視線を逸そらして、あることに気がついた。
　向こうの柱から、誰かがこちらを覗のぞいている。いや、誰か、なんて曖あい昧まいな表現はよそう。
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　ハルが身を隠かくしながら、動向を見守っている。……というより、無表情でもはっきりと分かる。オレたちの状況を楽しんでやがる。
「あの野郎……」
「ど、どうした？」
　オレはハルに向かって、こっちへ来いと手を振った。本人は、気付かれてしまったか、とでも言うように大げさなため息をついて、仕方なさそうにこちらへ向けて歩き出した。
　桐崎もハルの姿を目に留とめて、オレの言葉の意味を察したのか、強く睨みつけている。
「どうも。お久しぶりです」
「のんきに挨あい拶さつしてる場合か。おい、こいつ、なんとかしろよ」
「お知り合いですか？」
「さっきから見てたから知ってんだろうが。すっとぼけるのもいい加減にしろ」
　いけしゃあしゃあとこの女は……。
「……中々に興味深いシチュエーションだったのですが、仕方ありませんね」
　ハルはそうムカつく台詞せりふを述べて、謎の外国人へ向き直った。
「──、──、──？」
　意味は分からないが、さっきこの男が話していたのと同じようなイントネーションの言葉を並べる。相手も目をしばたたかせ、嬉しそうに返した。
「──、──、──！」
　それに頷き、また、同じように答える。しばらくそのやりとりが続いていたが、やがて、男が手を差し出したので、握にぎった。そしてオレたちの方を振り返る。
「……なんて言ってんだ？」
「どうやら、中国人だと思っていたらしく、故郷の話を聞きたがっていました」
「日本人だって言ってくれたか」
「はい」
　承知したらしく、男は手を上げて、大きく振りながら、その場を去っていった。言葉が分からないというだけで一方的に悪人扱あつかいしていたが、なるほど、いい奴やつだったのかもしれない。
「桐崎恭きよ子うこ、貴方あなたのナイフです」
　そう言ってホルスターごと差し出されたものを、二人のやりとりに目を見張っていた桐崎は、「あ、ああ」と戸と惑まどいながら受け取った。
「……ドイツ語が話せるのか」
「大たい抵ていの言葉はマスターしています」
　まじかよ。
「じゃあ、ベレツナシュガードン語は？」
「そんな国は存在しません」
　軽いボケだったのだか、見事にスルーされた。腹が立つ。
「あ、ハルさん！」
　桐崎がいつも通り、太ももにホルスターをセットした正にその時、タイミングよくりんが現れた。
「ごめんなさい。トイレが混こんでて」
「構いませんよ。荷物は大だい丈じよ夫うぶですね？」
　その問いかけに、りんは元気よく、「はい！」と答える。
　ハルは頷くと、オレたちを導くように先頭に立ち、そして言った。
「──それでは、フィットバーグへご案内します」


　オルリアは北欧に位置する、小さな国である。人口は数百万人程度。農産業を中心としているが、刃物の名産地としても知られている（この辺りの説明で桐崎が密ひそかに反応を示したのは言うまでもない）。国土はそう広くなく、観光するべき場所もあまりないために、その名はほとんど知られていない。公用語はドイツ語だが、国民は英語、フランス語にも長たけている。近年、レアメタルが大量に採さい掘くつできる場所が発見され、多くの国と取引をもつようになった。そのため現在、経済的には恵めぐまれており、また、国民主体の政治に重きを置いているため、税金は安くないものの、病院等は完全無料の制度を敷しいており、学校も高校までは無料となっている。
「……だとよ」
　オレは空港で配られていた薄うすいガイドブックを片手に、ざっとこの国の全容を説明した。ようするに、小さいものの豊かできちっとした政治も行われており、治安もいいということだろう。まあ、ハルの話だと、ギャングやなんやがいるらしいので、少なくとも表向きは、ということではあるが。どちらにしろ、どこかの国にも見習って欲ほしいものである。
「町並みが綺き麗れいだねえ」
　りんが、石いし畳だたみの道を歩きながら、川を挟はさんで左右に建ち並ぶ家々を見上げて言った。全すべてが等とう間かん隔かくの高さを維い持じしており、まるで判を押したように同じような建物が林立している。だがそこに、いわゆる日本で言われるモデル住宅のような無機質さはなく、一見して全く変わらない形のように見えても、近付いて目を凝こらすと、それぞれの住民によって壁かべに飾かざりが施ほどこされていたり、飾り物もので色付けしたりと個性に溢あふれている。玄げん関かん先さきに花を置いているところもあれば、手作りの人形で来訪者を出で迎むかえているところもあった。
「なんでも、この国では家屋というのはある程度決まった形しかなくて、その代わり、値段もかなり安いんだそうです。だから住む人たちは、自分たちの好きなように後から色々と改築したり、こうやって置物で見た目を変えたりするそうですよ」
「ふうん。確かにそっちの方が、お金もあんまりかからないし、なんだか楽しそうだね」
　りんの言葉に、オレは頷いた。絢けん爛らん豪ごう華かなものを建てるだけが、家というものの主張ではないだろう。なんとなく、その考え方は、この国全てを表しているような気がした。
「にしても、ここが外国っていうのは、いまいち実感わかねえなぁ」
　オレは、空を仰あおいだ。厚ぼったい雲で覆おおわれており、今にも雨が降ふりそうだが、不思議と湿しつ気けのようなものはない。季節は日本と同じように思えるものの、こちらの方が気温は低いようだった。念のため、厚着をして来て助かったと言えるだろう。そういえば、道行く奴らも薄うす手でのコートに身を包つつんでいる。秋と言うよりは、初冬に近いのかもしれない。ハルはオレたちをホテル（かなり立派なもので、非常に驚おどろいた）へ案内すると、「準備がありますので」と早々とどこかへ消えた。オレたちにだけ聞こえる声で、「オルリア政府に事件の詳しよ細うさいと、一応の確かく認にんをとってきます」と続けて。
　とりあえず、表向きではあるものの、オレたちがこの国に来た目的は『観光してレポートをする』ということだから、こうして見物に来ているわけだが。
「確かに建物とか、字とかは、まるで日本と違ちがうけどよ。その場所に自分がいるって感覚がどうにも湧わかねえな」
「そういうものだよ。外国って言っても、土があって、人がいて、生活してるっていうのは変わらないんだもん。文化が少し違うだけで、わたしたちと同じだよ」
「……まあ、確かにそうか」
　正せい鵠こくを射たりんの意見に、オレは唸うなる。こいつはどこか抜ぬけている癖くせ、時々こういう、的確な物の言い方をする。
　ちなみにオレたちが今いるのは、首都の中でも下町に位置するところらしい。そのため、ホテル周辺のように喧けん騒そうとしているわけではなく、どこかのんびりとしていて、人通りも少ない。通り過ぎる店では、地元の人間らしき奴らが昼間っからビールを酌くみ交かわしては騒いでいた。日本で言う立ち飲み屋のようなものらしく、作業着のようなものを身に纏まとった者がほとんどだ。その国の文化を知るには、ビルが沢山ある中心地よりも、こういった昔からある場所の方がいいのではないか、という桐崎の意見にオレとりんは同意し、ホテル側が用意してくれたタクシーに乗って来た。ついでに言っておくと、この国に滞たい在ざい中、費用等は全て市役所（本当は【組織】）が持つということで、ある程度の纏まった金を、オレたちはハルからもらっていた。そうでなきゃ、タクシーなんておいそれと使えるもんじゃない。まあ、日本と比べるとびっくりするくらい安かったわけだが。
「それにしても──どこへ行きましょうか？」
　地図を広げながら、桐崎。オレたちは立ち止まると、時折、思い出したように通る車の邪じや魔まにならないよう、川の方に寄って三人で覗き込んだ。
「なんか面おも白しろいところねぇの？」
「そうアバウトに言われましても……例えばどんなところです？」
　桐崎の質問に、オレは腕を組んで首を傾げた。
「さあ、よくわかんねえけど。つか飯食わねぇ？」
「さっき食べたじゃない」
「あんなクソみたいなもんオレは飯とは呼ばん」
「ひ、ひどいなぁ。……たとえそうでも、それがこの国の文化だよぅ」
「まあ、確かに、美お味いしいとは言えませんでしたけれど」
　桐崎が、苦くし笑ようした。ホテルへ行く途とち中ゆう、小さな店で食事をしたのだが、喉のどに入れる先から逆流してきそうなほど不ま味ずかったのである。名前だけは立派になんとかのなんとかソースがけだの言うらしかったが、水っぽかったり、焦こげ臭くさかったりと、いっそ自分で材料使って作ってやろうかと思うほどの出来だった。オレは当然ほとんど食わなかったし、【おしとやかモード】の桐崎でさえ少量、皿の上に残していた。ただ一人、全部平らげていたのはりんだが、顔が青ざめているので気を遣つかったのだろう。
「……見たところ、教会があるようですね」
「教会？　そんなもの見てどうすんだ」
「かなり歴史が古いようですから、なにかレポートに参考になるようなものがあるかもしれません」
「そうだね。他ほかに目立って見るようなところはないみたいだし……後は公園かな？　この国の歴史資料館があるみたい」
「…………」
　すこぶる嫌いやな顔をしたのに気付いたのだろう。りんが目をしばたたかせて、「どうしたの？　クギちゃん」と問いかける。
「いや……なんか学校の勉強みたいだなと思ってよ」
「学校ではないですけども、市の企き画かくしたイベントなのですから、半分は勉強みたいなものではないでしょうか？」
「もっとこう、海外旅行って華はなやかなもんじゃねえ？　なんていうか……パーッとしてるっていうか。ががーっとしてるっつーか」
「擬ぎ音おんばっかりだね……」
　苦笑するりんへ、オレは頭をばりばりと掻いた。
「まぁ、別にいいけどよ──」
　そう零こぼした時だった。
「──っ！　──っ！」
　空港で耳にした、意味は分からないけども馴な染じみのあるイントネーションが、背後から聞こえてきた。
「あん？」
　とオレたちは振り返る。そして、何度か瞬まばたきを繰り返した。
　前方から、焦あせったように男が走ってくる。その手には大きなバッグをもっており、その口からはネギに似た野菜のようなものが覗いていた。
　男はオレたちへ向かって、しきりに手を振っている。言葉は分からないが、ジェスチャーで察するに、「さっさとそこをどけ！」と言っているのだろう。顔を、しきりに後ろを気にしているかのように向けていた。
「なんだ……？」
「誰だれかに追われているようですね」
　桐崎の言う通り、男の後ろから、がなり立てるような声（同じくドイツ語）が聞こえてきた。男が近付いてくるにつれ、その姿もはっきりしてくる。
　恐おそらくは腰こし下辺りまではあるであろう見事なブロンドの髪を、首元で二つに括くくって垂らしている女性だ。目は今日の天気を切り取ったかのような、見事なまでの青。白いシャツの上からチェックの赤いジャンパースカートを身に着けており、擦すり切きれたジーンズとの対比が鮮あざやかだった。
　驚く程ほどに整った顔つきをしているものの、今は怒りを表すように眉み間けんに皺しわを寄せていた。腕を振り上あげ、詳細の知れない言葉をぎゃんぎゃんと喚わめき散らしている。
「どうしたのかな、あの女の人……」
　りんは心配そうに呟く。オレは小声で言った。
「桐崎、あれ、どっちが悪いんだと思う？」
「恐らくは男の方だろうな」
　あっさりと、桐崎が答える。
「あの男が持っているバッグを見ろ。あんなむさい奴が持つにしてはあまりにもファンシーに過ぎる。恐らくは、後方にいる女が買い物か何かをしている途中、強ごう奪だつしたんだろう」
「そうか。なるほどな」
　オレは頷うなずいた。男は相変わらず、「どけ」とジェスチャーしながら、猪いのししのように突とつ進しんしてくる。オレは細く息をつき、そして言った。
「桐崎」
「了りよ解うかいした」
　言うが早く、オレはりんの腕を掴つかむ。
「ふえっ？」
　驚きのあまり妙みような声を出すのに構わず、痛くない程度の力で、男の走る直線上からどかした。
「ちょっとそこに居てろ」
　そう告げて、前に向き直る。男が接近してくる。これが最後の警告だと言わんばかりに、凄い形相でぶんぶんと手を振っている。オレと桐崎は、一見して指示に従ったかのように、すっと間を空けて左右に避さけた。
　そして、オレたちの間を男が通とおり抜けようとしたその瞬間──、
「あらよっ」
　軽い掛かけ声ごえと共に、男の足首に、自分のそれを引ひっ掛けた。
「──っ!?」
　ドイツ語だか英語だかよく分からない声をあげて、男が倒たおれかける。だが、それだけではまだ不十分だ。慌てて体勢を立て直そうとする。だがそこへ、
「御ご免めんあそばせ」
　桐崎が、スカートの中も露あらわと、大きく足を振り上げる。ちらりと覗く、クマさん印のおなじみパンツ。だが男がそれを見ることは叶かなわず──、
「──少し、お眠ねむり下さいな」
　金かな槌づちでぶん殴なぐられたに等しい桐崎の、踵かかと落としをその頭上に頂いていた。
「…………っ」
　哀あわれ、一気に意識を失った男は、思いっきり石畳にその顔面をぶつけてしまったのであった。
　うむ、見事なテンポだ。こいつとのやりとりも慣れてきたもんだと言える。
「ふ、二人とも！　その人、大丈夫なの!?」
　驚いたりんに、オレは答えた。
「大丈夫だ。人間、死なない限りは生きていける」
「そんな根本的な問題なの!?」
「まあ、前後、一、二時間の記き憶おくは失うかもしれませんが、世の中にはもっと苦しみを味わっている方もいますから」
　ほのぼのと、規模のでか過ぎる言葉で現実をうやむやにしようとする桐崎。りんはしゃがみこんで男の様子を見ていたようだったが、特に異常はなかったのか、ほっと息をついた。
「病院連れて行ってあげないと……」
「その前に警察だろ」
「それはあの方に任せましょう」
　桐崎が、視線を向ける。
　ようやくオレたちの許もとまで来たその女性は、はあはあと荒あらく息をつきながらも、びっくりしたように男を見下ろしている。
　そしてオレたちの方を向いて、
「──っ、──？　──っ！」
　何事かを叫さけんだ。恐らくは「今のはあんたたちがやったのか」というようなことだろう。オレは頷いた。女性は、はーっ、と感かん嘆たんにも見える息をついて、何かを思い出したように、ジーンズのポケットから携けい帯たい電話を取り出だした。当たり前だが外国にもそういった類たぐいのものがあるということに、驚きを覚える。短くボタンを押おすと、ドイツ語で何かを話し始めた。
「警察に電話してんのか」
「多分そうでしょうね」
「えっと……救急車も呼んでもらえませんか、ってドイツ語でなんていうんだろう？」
　そうりんが言うが、そんなもん、分かるわけない。女性は電話をし終えると、オレたちに頭を下げた。なにかを言っている。お礼だろうか？　言葉が通じないというのは不便なものだ。オレは、「気にすんな」と表すように手を振って、それから、
「あー……」
　どう伝えたものかと考えたものの、ドイツ語はおろか、英語さえも出て来ない。
「……おい、救急車ってドイツ語でなんて言うんだ？」
「ドイツ語はわかりませんが、英語では確か、アンビュランス、ではなかったでしょうか」
　さすがの桐崎。
「あん……コール、ミー、アンビュランス？」
　オレがそう口にすると、女性は、「は？」といった風に、きょとんとする。
「クギちゃん……それじゃ『わたしを救急車と呼んでください』になっちゃうよ」
　そ、そうなのか!?　恥はずかしいな、おい！　初対面の人間になんの願望明かしてんだよ！
「じゃ、じゃあなんていうんだよ！」
「プリーズコール、アン、アンビュランス、でしょうか」
「あ、多分そうだね。えっと……プリーズコール、アン──」
　そうつたないながらもりんが英語を紡つむごうとすると、先んじて、女性が言った。
「あれ？　びっくりした。もしかして日本人？」
　驚いたのはこっちの方だ。無む茶ちや苦く茶ちや流りゆう暢ちような日本語だった。
「日本語、分かるのか？」
「うん。分かる。全部じゃないけど」
　微びみ妙ように発音が異なるものの、ほぼ完璧だ。女性は、オレたちが日本人だと分かると、嬉うれしそうに笑った。
「そっか、日本人なんだ！　さっきはありがとう！」
「別にいいよ」
「あの……すみません、救急車も呼んでくれませんか？　こちらの方が何をしたかは分かりませんが、手当てをしてあげないと」
「あー、そうだね。分かった」
　そう言って、女性は携帯電話でいずこかへ連れん絡らくした。電源を切って、満面の笑えみで親指を上げた拳こぶしを突きつける。
「オッケー、救急車、呼んだ！」
「ありがとうございます」
「まあ、ワタシの買かい物ものぶ袋くろ盗ぬすんだ奴だけど、怪け我がしてたら大変だからネー」
　しゃがみこんで、「生きてるかー？」と頭を叩たたく。
「ちょっ、あの、あんまり頭を叩くと」
　慌てて止めるりんに、にこにこと笑いかけ、女性は言った。
「あなた、お名前は？」
「あ……わたしですか？　りんです。久く遠おんりんって言います」
「オー、クオンリン。いい名前だね。アニメに出てきそう。ヒロインかな？」
「アニメ？」
　女性は立ち上がると、まず、オレへ向かって手を差し出した。
「ワタシ、アンネ。アンネ＝ルドシィークって言います。宜よろしくね」
「お、おう、よろしく。オレは……乃の出で狗くぎ斗とだ」
　握り返すと、何度かオレの名前を口の中で転がしていたアンネは、
「ノデ・クギト。変な名前だね」
「そりゃどーも」
「主人公にはなれそうにないかなー」
　ほっとけ。
「私は桐崎恭子です」
　同じように握あく手しゆをした後に名乗ると、アンネは頷いて、
「キョウコに、リンに、クギトだね。分かった。あらためて、さっきはありがとう。いきなり後ろからバッグを盗ぬすまれてどうなるかと思ったよ。ワタシ、この街で働きながら一人暮らししてるの」
「へえ。そいつは偉えらいな。いくつだ？」
「いくつに見える？」
　そんなキャバクラみたいな質問されてもな……まあオレも行ったことないので分からんけど。
「今年で十七歳さいになりまーす」
「え、そうなんですか!?」
　驚いたように目を丸くするりん。いや、かくいうオレもびっくりした。どう見ても、二十五、六には見えたからだ。年下かよ。
「クギトたちは、いくつ？　見たところ、十四歳くらいかなー？」
「いや、十八だ。全員」
　今度はアンネが愕がく然ぜんとしたようで、口を半開きにしたまま、「──」となにか意味の分からない、恐らくはドイツ語で驚いた時に使うのであろう言葉を漏もらした。
「日本人、幼いって聞いてたけど、本当なんだね。【百聞は休むに似たり】だ」
「……百聞は一見にしかず、か？」
　オレの問いに、アンネは何な故ぜか楽しそうに「オー、それそれ」と返した。どうにも、間ま違ちがって日本語を覚えている部分もあるらしい。まあ、百聞は休むに似たり、でも意味は変わらんように思うが。
「それにしても、アンネさん、日本語上う手まいですね。ご両親のどちらかが、日本の方なんですか？」
　りんがそう訊きくと、アンネは、笑顔で首を振った。
「オー、違うよ。ワタシ、親いないから」
「は？」
　物もの凄すごくあっさりと、重大な事実を打ち明けられた気がするんだが。
「あの……それはどういう──」
「ワタシ、インターネットで日本のアニメーション、見たんだ。とても面白かった！　それから色んなところ調べて、日本語も覚えたの。君たちの国のこと、大体分かるよ」
　桐崎の発言を遮さえぎり、アンネはそう述べる。もしかすれば、あまり詮せん索さくされたくないことなのかもしれない。そう思い、オレはその話へ乗ることにした。
「そうなのか。すげえな。オレなんて外国の映画どんだけ見ても言葉なんてさっぱり分からねえぞ」
「クギト、ようは覚えようと真しん剣けんになることだヨ。ほら、【岩の上には三年寝ね太た郎ろう】」
　……石の上にも三年、な。
「桃もも栗くり八年、恥はじは一生！」
「あの、それは──」
「久遠、もういい」
　多分、訂てい正せいしても無む駄だだ。
「とりあえず、あんたの事情は大体分かったよ」
　オレがそう言ったところで、遠くからサイレンが聞こえてきた。
「っと……んじゃ、警察と救急車も来たことだし、ここらで失礼するわ」
「後、お任せして申し訳ありません」
　桐崎が頭を下げ、りんはまだ心配しているようだったが、いつまでもここに居ても仕方ないとオレが諭さとした。
「……うん、そうだね。分かった」
　そう言って頷くのに、オレたちは、「それじゃあ」とこの場を辞そうとしていたのだが。
「クギトたち、この国に何しにきたの？」
「なにって……観光だけど」
「オー、やっぱり。でもこの国、日本人が来るの珍めずらしいんだよ。だからワタシ、うれしかったんだ」
「そりゃなにより」
「なのにもう行っちゃうの？」
「あ？」
　アンネは眉まゆ根ねを下げて、残念そうに言った。
「もう少しお話ししたいんだけどな」
「って言われてもな……」
「ね、お願い。日本人から、日本のこと聞きたいの」
　アンネは手を合わせて、頼たのみごとをするように、頭を下げた。
「【袖そで振ふり合うもタスクマネージメント】って言うでしょ？」
　聞いたことねえよ。
「……どうする？」
　オレは二人に伺うかがいを立てた。別に、悪い案ではないと思うが──。
「わたしは、いいと思うな。せっかく現地の人と知り合いになれたんだから、もっとアンネさんとお話ししたいよ」
「オー、リン、──っ！」
　ドイツ語で喜びを表現すると、アンネは、思い切りりんを抱だきしめた。
「うわっ！」
　さすが外国。コミュニケーションが直接的だ。
「別に私も構いませんよ。でも、あの、これから私たち、教会へ行こうと思っていたんですが……」
　桐崎がそう口にすると、アンネは目をぱちくりとさせて、
「教会？　って、この道を真まっ直すぐ行った？」
「そうです」
「オー、それならもってこいだね！」
「……なんで？」
　にこり、と笑った。
「──だって、ワタシ、そこに住んでるもの！」


　重苦しい扉とびらを手で押し開あけると、静せい謐ひつとも言える空間が広がっていた。
　中央にある道を分け目に、左右へ長なが椅い子すがいくつも、縦に並んでいる。その前方には丁度、教きよ壇うだんのようなものがあり、恐らくはそこでこの建物の主が話をするのだろう。背後には磔はりつ刑けけいにされた男の彫ちよう像ぞうが掲かかげられていた。その後ろには右と左、それぞれ互たがいの方向へウェーブを描えがくようにして階段があり、二階へと繋つながっている。そこを登って見えるのは、聖書の話を象かたどったものだろうか？　見事なまでに色いろ鮮あざやかなステンドグラスで、赤あかん坊ぼう、それを抱く者、そして、そいつらへ祝福を捧ささげるよう、天から降りる一人の女が描かれていた。実に見事なもので、柔やわらかな陽ひの光を通し、穏おだやかな影かげを落としている。
　かなり大きな建物だった。想像していたものよりずっと。
「なんかすげぇな……」
　なにしろ教会なんてものに入るのは生まれてこの方初めてなので、どうにも妙に緊きん張ちようしてしまう。横にいる桐崎を見ると、同じような想おもいを抱いているのか、やけに眩まぶしそうな顔で細工の施された窓硝子ガラスを眺ながめていた。
「人が全然いないけど、いつもこうなのか？」
「ううん。日曜日や祝祭日には、下町に住む人たちのほとんどが来るよー」
　アンネは十じゆ字うじ架かへ向かって両手を組み合わせると、静かに目を閉じた。なんとなくオレたちも、それを真ま似ねして同じようなポーズをとる。いや、別に神様を信じているわけじゃないが、まあ、礼れい儀ぎみたいなものだろう。
「……ここに一人で住んでるのか？」
「そうだよ」
「じゃあ、アンネさんが神父様なんですか？」
　りんの問いかけに、アンネはふふ、と笑いを漏らした。
「それはどうかなー？　さあ、しばらく見物しててね。後でそこのドアの先」
　と、二階にある一枚の扉を指して、
「ワタシの部屋があるから、来てね。色々お話聞かせてくれると嬉しいな。
　ワタシは、お茶の準備とかするから、先に行ってるね」
「あ、わたしも手伝います」
　りんが手を上げるのに、アンネは「いいよー、お客さんは待ってて」と言ったのだが、「一人じゃ三人分は大変ですから」と重ねて申し出るりんに、「そう？　じゃあお願いしようかな。アリガトね」と笑った。うむ。外国でもいかんなく、りんの善人スキルは発揮されている。そしてそこで「じゃあオレも」と言わないところは、オレのオレスキルたる所以ゆえんだ。全く自じ慢まんになっていないが。
　アンネとりんは連れ立って階段を上がると、扉の先に消えていった。
　騒さわがしい二人が消えると、途と端たんに無音になる。いくら下町とは言えど、ここへ来る前にはそれなりに人はいたし、車も通っていたのだが、それも聞こえない。まるでこの場所は、そういった俗ぞく世せ間けんの雑音などは一いつ切さい入ることを許されないと決められているかのような、そんな不思議な感覚を覚えた。
「さて……」
　しかし見物しておいてくれと言われても、いくら大きいとはいえど、珍しいものはあまりない。せいぜいが前方にある大きなステンドグラスと、同じく天てんじ井よう近くにしつらえた、しかしこれは幾いく分ぶんか小さなものを、順じゆ繰んぐりに見ていくくらいだ。どうにも神の子の誕生からその最さい期ごまでを描いたものらしいが、そっち系統は全くと言っていいほど知らないので、なんとなくしか分からない。
　桐崎の方を見てみると、先ほどと変わらぬ顔つきで、熱心に教会を見回していた。意外だ。こういうのに興味があるのか。
「桐崎って、神様とか信じるのか？」
　オレがそう質問すると、こっちを向いて、桐崎は目をしばたたかせた。
「なんだ、突とつ然ぜん」
「いや、やけにマジな顔してるからさ」
「ああ……。いや。そうだな。……神様、か」
　腕うでを組んで、息を漏らす。
「どうかな。いない、とは言えないと思う」
「へえ」
「しかしな、クギト。神というものを、私はそれほど、偉い大だいであるとは思わない」
「……どうしてだ？」
「神がいるなら、どうしてこの世界に戦争が起こる？　飢うえで死んでいく者がいる？　憎にくしみ合う人間たちがいる？」
「よく分からんが、そういうのも神の試練ってやつなんじゃないのか？」
「ならば、二度の大きな戦争を乗のり越こえて、私たちは本当に以前よりも強い繋がりを得たのか？　いや、それどころか、私とクギトの生まれる前に起こった争いのせいにより、未いまだ根深く負の感情は続いていて、それが人と人との触ふれ合あいを阻そ害がいしている。それもまた神の試練であるというのなら、私たちはいつ報むくわれる？」
　難しい話になってきたな。オレは頭を掻かいて、
「そりゃ、なんだっけ。オレも聞きかじりだが、終末が訪おとずれてからとか、そういうのじゃないのか」
「それでは遅おそ過ぎる。今苦しんでいる者は、今、救いが欲しいんだ。そんなことさえも出来ず、遥はるかな高みからそれを見て愚おろかだと笑っている者を、私は到とう底てい、気高いとは思えない」
「……まあな」
「だから、私は神という存在を信じてはいるが、世の中で言うほど大した奴じゃないと思っている。ただ宣伝が上手いだけの詐さ欺ぎ師しだろう」
　またえらい言いようだな。別に間違っているとは言わないが。
「それならよ」
「うむ？」
「なんでさっき、あんな真剣な面つらしてたんだ？　なんか、陶とう酔すいしてるみたいにも見えたからよ」
「ああ、あれか」
　桐崎は腕を組み、微笑ほほえみながら、「いやな──」と言った。
「こういう神聖な場所って、逆にちょっとそそられるなと思って」
　空から降ってきた隕いん石せきが頭直ちよ撃くげきしてろお前は。
「なるほど、そうか。世の中に『シスター萌もえ』というものが存在するのはこういうわけがあったのかと、そうつくづく思っていてな。こう……つまりは犯おかしてはならぬ存在が、逆に禁きん忌きに手を出すという背徳的なエロチシズムを生み出してだな……」
「あーあー、聞こえねー！　まるで聞こえねー！」
　なんで外国に来てまでお前のトチ狂くるった与よ太た話を聞かなきゃならんのだ。オレが耳を塞ふさいでいると、桐崎が寄ってきて、腕を掴んだ。
「というわけでだな」
「嫌だ！」
「なんだと！」
「なんでお前が怒おこるんだよ！　もう散々刺さしただろうが！　飛行機の中で！」
「だって、あれはフォークだぞ!?　ナイフより傷は浅いし肉も抉えぐれないし骨も突つけないし言うなればプロの野球選手がプラスチックのバットで試合に臨のぞむようなもので、精神的にも肉体的にも物足りなさを覚えるというかなんというか、やはり私ほどの玄くろ人うとになればそれに相応ふさわしい得物というものが存在し」
「お前がなんのプロじゃあああああああ！」
　遠えん慮りよなく頭ず突つきをかました。
「いたいっ！」
「いたくした！」
　だが桐崎はまったくめげない。こいつからすれば、ずっとナイフが手元にない上、四六時中りんがいるので、色々と溜たまっていたのだろう。既すでに臨戦状態に入っているのか、ふーっ、ふーっと、と獣けもののような息を吐はいている。オレは背後にあるステンドグラスに言った。おい、お前！　仕事サボってんな！　今まさにオレにとっての終末が始まろうとしてるぞ!?

「大だい丈じよ夫うぶだ、ナイフで刺されるのは久しぶりだろう？　最初は優やさしくしてやるから」
「もっと気を遣つかうところがあるということに、何故気付かないんだお前は！」
　そうこうしている内、桐崎はオレの着ているワイシャツの、ボタンを外していく。やべえ。こいつ本気だ。
「神様！　神様が見てんぞ！」
「見せ付けてやればいいじゃないか」
「どんだけ壮そう大だいな相手に露ろし出ゆつプレイしてんだよ！」
　抵てい抗こうも虚むなしく、オレは長椅子に押し倒された。桐崎は馬乗りになると、小さく舌を出す。蛇へびのようにうねるそれが、唇くちびるを舐なめていった。スカートから愛用のナイフを出すと、オレの肌はだに、まずはすっ──と一筋の線を入れる。びりっ、とした微かすかな痛みが走る。おいおい、勘かん弁べんしてくれよ……。
「大丈夫だ。さすがにこの場所を汚けがすわけにはいかないし、返り血を浴びるのも問題だ。今は、ねぶるだけにしよう」
　それのどこに大丈夫という言葉の意味が存在するのか、法ほう廷ていの場で是ぜ非ひとも争いたいところだ。
「それじゃあ、久しぶりに──」
　だが、桐崎の欲望は、叶うことがなかった。
「──？」
　入り口の方から、声がしたからだ。
「っと」
　桐崎は慌あわててスカートを撥はね上げてナイフを仕し舞まう。オレは、傷が塞がっているのを見て、素す早ばやくボタンを掛け合わせた。幸いなことに、長椅子のせいで死角になっていたから、デンジャラスな光景は見えなかったに違いない。
　体を起こすと、扉のところに、男が立っていた。年は七十を超えたところだろうか。黒の、だぼだぼとしたワンピースみたいな服を着ている。
　男はオレたちの方へ近づきながら、何事かを話していた。一いつ瞬しゆん、怒っているのかと思ったが、その顔つきからそうでないと悟さとる。恐らくは客だと思ったのだろう。
「えーと……あー」
　なんて言ったらいいものか、迷うオレたちに、男は目をしばたたかせ、
「もしかして日本の方でしょうか？」
「──え？　あ、ああ、そうだけど」
「そうですか。私はシュレムと申します」
　薄うつすらと笑えみを浮うかべて、その男は手を差し出した。
「この教会の司祭をしております」
「あ……ああ、そりゃどうも。オレは乃出狗斗。こっちは桐崎恭子って言います」
　つられて握にぎり返していると、桐崎が言った。
「ここは、アンネさんがお一人で暮らしているのではないのですか？」
「アンネをご存知でしたか。もしかして、お友達でしょうか？」
「ああ、いや、さっきそこで会って。教会を観みに来たって言ったら、案内されたもんで」
「そうですか。確かにここにはアンネが一人で暮らしていますよ。私はすぐ近くに家を借りていますので」
　ああ、なるほど。
「……つか、日本語上手いっすね」
「ありがとうございます。一時期、日本に滞たい在ざいしていたもので」
「もしかして、アンネに日本語を教えたのも？」
「基本的なものは私ですが、彼かの女じよはほとんど、インターネットを通じて覚えたようですね。おかげで、少し変な風になってしまいました」
　確かに。特に時々引用することわざやらがことごとくおかしい。
「……あの、失礼ですが、アンネさんとはどういう？」
「養父ということになります」
　シュレムさんはそう言って、にっこりと笑った。
「あの子がまだ幼い頃ころ、こちらに引き取って、以来一いつ緒しよに暮らしてきました。私が今の家に引ひつ越こしをする時、共に来ないかと誘さそったのですが、ここが気に入っているということで」
「ああ……なるほど」
　オレたちがそう話をしていると、扉が開いて、アンネが顔を出した。
「クギト、キョウコ、用意が出来たから──」
　そしてシュレムさんを目に留とめると、「あっ」と口を開く。
「神父様！　来られたんですか！」
「ええ。先ほど。既にお二人は紹しよ介うかいして頂きましたよ」
「じゃあ、また後で上がってきてよ。一緒にお話ししましょう」
　アンネの後ろからりんが顔を覗のぞかせて、シュレムさんに頭を下げる。それに返し、
「いや、申し訳ありませんが、私はこれから少し出かける予定がありまして」
「なんだ、そうなんですか……残念」
　シュレムさんが「すみません、アンネ」と言うと、「ううん、いいよ。分かった」と短く返し、「じゃあね！」とまた引っ込んだ。りんは挨あい拶さつをしようとしていたが、アンネに「りん、お菓か子し作るからちょっと手伝って！」と言われて腕を掴まれながら部屋の中に消えていった。
「……あの」
「はい？」
　しばらくアンネの方を見ていたシュレムさんが、こちらへ振ふり向むくのに、桐崎は言った。
「こういうこと訊いていいのかどうか分かりませんが──」
「ああ。私と彼女の関係ですね。長い間、一緒に暮らしてきた、と言うには少しよそよそしいでしょう？」
「いえ、そういうわけではありませんが……」
　気にしないでくれ、と言うように、シュレムさんは首を振った。
「……アンネは、よほど亡なくなった両親が好きだったようでしてね。昔と比べると、随ずい分ぶんと明るくなりましたが、まだ私を完全に親と認めるのには抵抗があるようです」
「昔と比べると……？」
　オレは首を傾かしげる。ということは、以前はあんな風じゃなかったということか。とてもそうは見えないが。
「はい。アンネがここに来た時は、一年くらい、私とまともに話さえもしてくれませんでした。部屋に閉じこもりで、食事もろくにとらない。ですがある日、初めて私を『神父様』と呼んでくれましてね。それからは、見み違ちがえたように元気になりました。まるで──まるで、何かが吹ふっ切きれたように」
「そうなんですか……」
「詳くわしくは分かりません。ですが、今のアンネは優しい、いい子です。私はそれだけで、もういいのではないかと思っています」
「あの──」
　躊躇ためらうように、桐崎は口を開いたものの、だが、すぐに閉じてしまった。シュレムさんは、それを察したように、また、アンネの部屋を見上げる。
「──彼女の両親はね。殺されたのですよ」
「……殺された？」
「誰に、かは分かりません。全すべてを見ていたはずのアンネは、何故かひと言も語ってくれませんでした。その後、犯人は見つかっていないようです」
「そう、でしたか……」
　桐崎が、触れてはならぬところへ触れてしまったと、少し沈しずんだ声を出す。それを気き遣づかうように、シュレムさんは微笑んだ。
「あまり、気にしないであげて下さい。そちらの方が、アンネにとってもいい。過去に与あたえられた傷から、あの子はもう、立ち直ったのですから」
「……そうだな」
　どういう過程を経へたのかは分からない。だが、アンネを見ていると、完全とは言えなくとも、大部分を振り切れたのだろう。いつまでも昔を引きずって腐くさりきったオレとは大おお違ちがいだ。
「それに──アンネのような子は、この街ではそう珍しくもないのです」
「そう……なんですか？」
　桐崎の問いに、シュレムさんが頷く。
「この国は表向き、平和でのどかなところであるとなっていますが、暗い事件が毎日のように、どこかで起きています。ストリートギャングによる抗こう争そうに巻き込まれて家族を殺された者、犯罪者によって無残な死に方をした者──この街で、悲報を聞かない日はないのかもしれません」
　オレたちは、なんと言っていいものか、互いに顔を見合わせた。それに、シュレムさんは、「おっと、いけない」と頭を掻いた。
「すみません。せっかくこの国へ来て頂いた人にこんな話を聞かせてしまって。もちろん、この国も悪いところばかりではありません。都心へ行けば、あなたたち若い人が楽しめる施し設せつも沢たく山さんあるでしょう。楽しんでいって下さいね」
　そう言って、頭を下げると、シュレムさんは「それでは、私はそろそろ」とその場を去っていった。
　扉が、ゆっくりと閉まっていく。
「……さて、と」
　オレは、どう言っていいものか分からず、とりあえず桐崎へ声をかけた。
「そろそろ、アンネの部屋にいくか？」
「……ああ。そうだな」
　そう言って、一いつ旦たんはオレと一緒に階段へ向かった桐崎だったが、直後、足を止めて振り返った。
「…………」
「おい、どうした？」
　先を歩いていたオレは、追いついて、桐崎に問う。だが奴やつは答えず、しばらく扉の向こうを見つめながら、やけに思いつめたような顔になっていた。
「……桐崎？」
　だが、オレの声にはっとするかのように振り向き、「ん？　なんだ？」とすっとぼけた答えを返す。
「なんだって、お前がどうしたんだよ。じっと扉の方なんて見てよ」
「いや──」
　小首を傾げて、桐崎。
「どうもさっきから……」
「さっきから？」
　しかし、「いや、なんでもない」と首を振ると、
「さて、それでは、茶でも頂こうか」
　と歩みを再開した。……？　変な奴だな。
「ところでクギト」
「あ？」
「ホテルに帰ったら、続き──シような？」
　後ろ頭を思いっきりひっぱたいたのは、言うまでもない。


　扉を開けると、部屋中から甘あまい匂においが香かおっていた。
　二間の部屋は、オレたちが入ったところにキッチンとテーブル、それに小さめのストーブ。それにニュースが映し出されているテレビがあり、そこから右手に、恐おそらくはアンネの寝しん室しつなのだろう、毛布のかかったベッドやチェストなどが設置されているのが見える。決して広いとは言えないものの、窓の傍そばに置かれた花や、あちこちに飾かざりつけられたぬいぐるみなどが、落ち着きを与あたえてくれる。映画などでよく目にするような、『温かみのある外国の部屋』がそこには見事に再現されていた。
　そして、オレの目の前には今、数々のお菓子が並んでいる。
　アンネ一人には大き過ぎるほどのテーブルの上に、クッキー、アップルパイ、レモンタルトなどのおなじみなものから、見覚えのないものまで、色とりどりだ。
「すげえな。どうしたんだこれ」
　素す直なおな感想を述べると、アンネはまんざらでもないような顔で微笑んで、
「ワタシ、お菓子作りが趣しゆ味みだから。色々作って保存してるの。いつも沢山作りすぎちゃって、一人じゃ食べ切れなくて残しちゃうから、今日はお客さんが来て助かったよ。あ、でも──」
　と、中央に山盛りに載のせているクッキーの皿を指差して、
「こっちはリンが作ったんだよ」
「へえ、久遠がねぇ」
　オレが物もの珍めずらしそうに覗きこむと、りんが恥はずかしそうにはにかみながら、
「家ではたまに、お母さんと一緒に作ったりしてるから。……あの、あんまり、美お味いしくないかもしれないけど」
「そんなことありません。とても美味しそうです」
　桐崎が微笑むと、アンネに「さ、座すわって座って！」と指示され、オレたちは席についた。それを見計らって、アンネがポットから注いだ紅茶を、人数分テーブルに置いていく。
オレは、「さ、食べて食べて！」というアンネの言葉に従うことにし、相しよ伴うばんに与あずかることにした。さて、なにから行くか。迷うように視線を巡めぐらせていると、はたと、誰だれかに見られていることに気付く。つとそちらの方へ目を向けると、オレの斜ななめ左前に座っているりんが、やけに真剣な顔でこっちを見つめていた。
「……久遠、どうかしたか？」
「え？　な、なにが？」
　突然声をかけられ、明らかに動どう揺ようした声を出すりん。
「いや、さっきからオレのこと見てなかった？」
「べ、別にそういうわけじゃ……、さ、さあ、早く食べなきゃ冷めちゃうよ。クギちゃん」
「おう？　おう、まあ、そうだな」
　と、まずは美う味まそうに湯気を立てているアップルパイに手を伸のばし、
「…………」
「…………」
「…………」
[image: 画像]
「……なんだよ」
「えっ？　え、ええ!?　な、なんでもないよ」
　慌てたように手を振るりんへ、オレは怪け訝げんに眉まゆを潜ひそめた。そこへ、アンネがくすくす笑いながら、
「クギト、クッキー食べないの？」
「あ？　ああ、いや、食うけどよ。せっかくだし、まずはアンネのから……」
「男の子が、女の子に気を遣つかわせちゃダメだよー」
　意味不明なことを言い出すので、オレは、眉み間けんに皺しわを寄せる。
「なにが？」
「だから」
　と、アンネはりんの方へ手を伸ばすと、自分の方に抱き寄よせた。そのまま、頬ほおずりし始める。
「ひゃあっ！」
「リンはね、自分の作ったクッキー、クギトに食べて欲ほしいんだよ」
「ええ!?」
　アンネの行動に驚おどろいていたりんだったが、更さらに続く台詞せりふへ再度びっくりしたかのように、目を何度もまたたかせた。そのまま、オレとアンネを見比べて、
「ち、ちがうよ？　違ちがうから！　あの、クギちゃん、違うから！　あの！　えっと！　その！　違うの！」
　何故か、慌てたように否定し始めた。心なしか、顔も赤い。
「？　なにかよく分からんが、まあ、そこまで言うなら食うか」
　オレは首を傾げつつ、クッキーを手にもった。……しかし、クッキーか。うーむ。はっきり言って、この菓子には嫌いやな思い出があるんだが。と、オレはちらりと左の方を見た。
「あら、どうかしました？　乃出さん」
　にこにこと笑顔のまま問い返す桐崎。いえ、なんでもないです。鉄みたいなクッキーなんてものが世の中にあることを知った瞬しゆ間んかんが、ふっと今、頭を過よぎっただけの話です。
「……ま、いいか」
　若じや干つかんの抵抗はあるものの、どうにでもなれと口の中に放ほうる。そして、咀そし嚼やくした。
「…………ふむ」
「ど、どうかな」
　緊張の面おも持もちでいるりん。そこまでクッキーの味に自信がなかったのかよ。よくそれで作ろうなんて思ったな。……しかし、
「美味いな」
「本当!?」
「ああ。普ふ通つうに美味い」
　少なくとも、噛かみ切れないほど硬かたくはない。それどころか、サクサクしていて、非常に気持ちいい。
「意外な才能だなぁ。お前、ボランティアだけが特技じゃなかったわけか」
「ぼ、ボランティアは別にわたしの能力じゃないよぅ」
　と眉根を下げながら、それでも、りんは嬉うれしそうに笑った。
「本当に美味しいです、久遠さん」
「桐崎さんも、ありがとう！」
「私も以前、クッキーを作ったことがあるんですが、旨うまくいかなくて……今度一いつ緒しよにやりませんか？」
「うん、もちろん！」りんはにこにことして言った。「桐崎さんのクッキー、食べるの楽しみ！」
「…………」
　どうしよう。遠まわしに今、死の宣告をされてしまったことを、本人に伝えた方がいいのだろうか？
「どうしたの？　クギちゃん」
「……別に」
　オレは、アップルパイをかじりながら、そう言った。まぁ……最悪、りんがクッキーという言葉にトラウマをもつようになるくらいで済むと思うから、大丈夫だろう。うん。
「ところで三人は、どういう関係なの？」
　アンネが、レモンタルトを一口食べてから、そう尋たずねた。
「どういう関係って……」
　オレは改めて訊かれて、答えに窮きゆうす。そういえばオレたちの関係ってなんだ？　友達……なのか？
「えーとね、わたしたちは、同じ学校に通っててね。それで」
　そう、りんが説明しようとすると、
「ああ、分かった！」
　と合が点てんがいったように、アンネが叫さけんだ。
「いわゆる一つの、サンカクカンケイ！」
　オレと桐崎は、ほぼ同時に紅茶を吹いた。
「うわ、紅茶が！　汚きたない！」
「さ、さんかく関係って……」
　よっぽど予想外の言葉だったのだろう。普ふ段だんにない乱れっぷりを見せつつ、「す、すみません」と言いながら、桐崎はテーブルを取り出だしたハンカチで拭ふいた。
「あ、あのね、アンネさん。わたしと、クギちゃんは、お友達。それで、桐崎さんと、クギちゃんは、恋こい人びと同士なの。あの、三角関係とか、そういうのとは、違うんだよ」
「そうなんだ。意外ー」
「どこらへんが意外なんだよ」
「だってクギト、カッコいいからさー。【両手に花はな吹雪ふぶき】かと思った」
　どういう状態なんだよ。っつーか、オレがカッコいい？
「お前、病院行った方がいいんじゃないのか？」
「どうして？」
「オレのこの顔の、どこがカッコいいんだよ」自分で言ってて虚しくなるが。
「えー、だってカッコいいもの。ねー、リン」
「ええ!?　わたし!?」
　まさか振られるとは思ってなかったらしく、りんは、カップの中身が零こぼれそうなくらい大げさに身を引いた。その後、少し頬を染め、俯うつむきながら呟つぶやく。
「か、カッコいいとか、そういうのはわかんないっていうか。く、クギちゃんは、確かにたまに、怒ると怖こわい時があって、そういう時はその、昔おばあちゃんの家で見た般はん若にやの仮面みたいなのを思い出すけど、でも、わたしはそういうんじゃなくて……」
「フォローしてるのか、崖がけから落とされたオレへ更に岩を落とそうとしてるのかどっちなんだお前は」
「乃出さんは、格好かつこういいと思いますよ。顔は怖いですけど」
　微笑む桐崎の、ストレート過ぎて後ろ頭をはたきたくなる台詞の後、アンネはそれでも首を傾げたままだった。
「……うーん。日本人って不思議」
　お前にだけは言われたくない。おなじみの台詞だが、あえてここで使わせてもらう。
「やれやれ──」
　と、オレは紅茶を口に含ふくむと、何気なく隣となりの部屋へ視線をやった。
「じゃあ、リンはクギトに片思い中ということでオーケー？」
「お、オーケーじゃないです！」
「うーん？　まあ、そういうことにしておく」
　アンネとりんの会話をバックに流しながら、テレビを眺める。ニュースをやっているということくらいは分かるが、当然、言葉はわからないので内容も不明だ。紹介された映像の中では、大勢の警察官が右往左往しているので、恐らくは大変な事件が起こったのだろう。
「なあ、アンネ。これ、なんの事件だ？」
「うん？」
　アンネがオレの視線を辿たどる。そして、「ああ」と頷うなずいた。
「一年前くらいから起こってる、連続殺人事件のことだね」
「連続殺人事件？」
　物ぶつ騒そうな単語に、りんが怪訝な顔をする。それに、アンネは「心配いらないよー」と手を振った。
「この犯人は、悪い人しか殺さないからね。リンは絶対、大丈夫」
「そう……なんですか？」
　オレは心の中で、やっぱりか、と呟いた。オレと桐崎が関かかわっているものに違いない。
「うん。この街、平和そうに見えるけど、犯罪が結構起こってるんだよ。それに──」
　と、アンネが続きを口にしようとしたその時、窓の外で甲かん高だかい音が鳴った。
「……ん？」
　オレたちは一いつ斉せいに、そっちを見る。アンネは席を立つと、窓まど際ぎわに立って下を見下ろした。オレと桐崎もそれに倣ならい、同じ場所に立つ。丁度そこは建物同士が密集する間に出来た路地裏になっているのだが、走り込んできた男が、振り返かえり様に懐ふところから出した黒くて長い棒のような──、
「って、ありゃ銃じゆうじゃねえか……！」
　そう思って間もなく、何度か、数秒前に聞いた音が耳に響ひびいた。それを追うようにして姿を見せた男も、手にもった、相手と同じものを振り翳かざす。
「こんな市街地で銃じゆ撃うげ戦きせんか……」
　桐崎の囁ささやきに、オレは信じられない想いで頷いた。すると、アンネが窓を開けて身を乗り出すと、
「──っ、──っ！」
　ドイツ語で何か叫んだ。おいおい、あぶねえぞ。だが、男たちはアンネの声が聞こえていないかのように、やがてどこかへ消えて行った。
「……なんだったんだ、今の」
「ごめんね。あいつら、都心ではさすがに思うように動けないから、この辺で争あらそうの。ああいうのも、滅めつ多たにないはずなんだけど……」
　アンネはそう言って、ため息をつく。
「あいつら、なんなんだ？」
「ストリートギャング、って言えば、一番分かりやすいかな？　日本で言えばチンピラ？　ちょっと違うかな。まあ、同じようなものだよ」
　肩かたを竦すくめ、アンネは席に戻もどる。オレたちも腰こしを下ろし、
「……そんな人たちが、いるんですか？」
「小さな組織があっちこっちにあってね。縄なわ張ばり争いしてるの」
　りんはその言葉に、「はあ、なるほど……」と間の抜ぬけた声を漏もらした。恐らく、実感出来ていないのだろう。オレだって、事前にハルから聞いていなければ、同じ反応を示したはずだ。
「あ、大丈夫だよ。さっきも言ったけど、ああいうのは、本当に滅多にないから。クギトたちは安全、ね？」
　だからこの街を怖がらないで、と言っているように聞こえて、オレは苦くし笑ようした。
「分かったよ」
「うん、ありがとう」
　アンネはにっこりと笑い、そして、ふと、視線を下へやった。
「……この街には、ああいう奴らや、悪いことを沢山している政治家がいるの。そういう人たちって、大体は、国に色々と親切にしてるから……あ、便べん宜ぎ、っていうんだよね。こういう場合。それをしてるから、警察も手を出しにくくて。今回の事件の犯人は、そういう人たちを、殺してる」
「……アンネは、その犯人をどう思う？」
　オレの問いかけに、アンネは顔を上げ、テレビへ視線を逸そらした。
「……ワタシは、悪くないと思う」
「どうして、そう思うんですか？」
　そう言った桐崎へ、「だって」と返す。
「あの人たちを殺さなきゃ、もっと沢山の人たちが、死ぬかもしれないよ」
「……そう、かもしれませんね」
　桐崎は、アンネの言葉に、そう力なく答えた。……まあ、確かにそうかもしれない。生きていく価値のない奴というのは、実際問題、いるものだ。いるからこそ、【組織】みたいなものが存在しているのかもしれない。
「あ、そうだ。ごめん、ちょっと下からもってくるものあるから。待っててね」
　そう言って、アンネは席を立つと、扉を開けて出て行った。
　少し重い話題だったためか、わずかな沈ちん黙もくが降りる。オレは、手て持もち無ぶ沙さ汰たになって、残っていたパイを齧かじった。と、そこへ、
「……うーん──」
　不意に、りんが声を上げた。
「本当に、そうなのかな……」
「どういうことだ？」
「うん。さっきから、考えてたんだけどね。アンネさんの言うことも、わたしは、正しいと思う。でも、やっぱり、それはやっちゃいけないことなんだよ」
　自分の言葉を噛み締しめるよう、りんは頷いた。
「……どうして、そう思うんですか？」
「わたしたちは、神様じゃないから。神様みたいに、完かん璧ぺきじゃないから。だから、どんな理由があっても、誰かを殺しちゃうことを、正しいって思っちゃダメなんだと思う」
「神だったら、殺してもいいってことか？」
「うん。でも、この世界に神様はいないから」
　にこりと笑って、
「完璧なヒトなんて、どこにもいないから。だから結局、殺していいっていうのは、ないんだと思う。仕方ない理由があったとしても、それは、仕方ないってことで、正しい、ってことじゃないんじゃないかな」
　オレは、テーブルに片かた肘ひじをついて、はあ、と感かん嘆たんの息を漏らした。
「また出たな、お前のよく分からんけどすごい論理」
「えへへ、ごめん。わたしも多分、全部は分かってない」
「……でも、久遠さんの言ってることも、真実の一つだと思います」
　桐崎が、言った。
「人を殺すことに、正しさなんてない。……とても、強い言葉だと思います」
「……うん、ありがとう。あ、クギちゃん、もうこんな時間」
　りんは、そう言ってオレに腕うで時ど計けいを見せた。既に時刻は三時を過ぎている。
「ああ。んじゃ、そろそろ一旦、ホテルに戻るか？」
「そうですね。夕飯を食べるお店を探さなくてはいけませんし」
「うん、わたし、アンネさんに伝えてくるね」
　勢い良く立ち上がると、りんは部屋を出て行く。オレは、レモンタルトを齧りながら、体を伸ばした。
「あー……しかし、予定じゃ一週間ってことだけど、この調子で後どんくらいかかるのかね」
「……臭におうな」
「あ？」
　桐崎が小さく呟くのに、オレは振り返った。やけに真しん剣けんな顔をしているので、
「おい、どうした」
「いや──どうも、この部屋に入って来た時からなんだが」
「うん？　ああ、そういや、さっきは甘ったるい匂いで気付かなかったけど、確かにちょっと焦こげ臭くさいな。オーブンを使ったからじゃないか？」
　オレの言葉に、桐崎は何かを言いかけるよう、口を開き──しかし、すぐに閉じて首を振った。
「……そうかもしれんな」
「なんだよ。気になる言い方だな」
「いや、気のせいかもしれん。自分で言い出しておいてなんだが、あまり気にしないでくれ」
「あ？　ああ、まあ、いいけどよ」
　変な奴。とオレが思っていると、階段をどたどたと駆かけ上あがる音がして間もなく、
「クギト、もう帰るなんてそんなセッショーな！」
　扉とびらを開け放って、アンネが飛び込んできた。
「よ、ようアンネ。どうしたんだよ」
「盛り上がるのはこれからじゃない。もうちょっとゆっくりしてってよ」
　後からりんが、息を切らしながら入ってくる。恐らく、帰ることを伝えて直後に走り出したので、追いかけるのに必死だったのだろう。
「いや、気持ちはありがたいんだけどよ。そろそろ晩飯食わなきゃいけないし──」
「──っ！」
「あ？」
　意味の分からぬ言葉に、首を傾げる。
「あ、ごめん。なにをそんな、ゴミくさい！」
「……水くさい、か？」
「それ！　ここで晩ご飯食べて行ってよ！　ワタシ、腕うでをフルスイングして作るから！」
　腕を奮って、な。そろそろ、わざとなんじゃないかと思えてきた。
「でも、ご迷めい惑わくではありませんか──？」
「迷惑なもんか！」
　アンネはそうひと言で、桐崎の台詞を跳ね飛とばし、更に後ろに組んでいた手を解いてオレたちの前に翳した。
「今日は君たち、帰さないよー」
　指の間に挟はさんだ何かの瓶びんを振って、アンネはにっこりと笑った。


　アンネの菓子の腕も見事だったが、料理もまた同じだった。
　サーモンやニシンを使ったマリネや燻くん製せい、プティングやミートパイ、それにジャガイモを中心にしたメニューの数々。少し変わっているものの、味付けは見事なもので、昼間の一件からこの国の料理はみんなあんな酷ひどいのかと思っていたオレの不安を消し去ってくれた。
　それ自体は、とても素す晴ばらしいことだった。海外に知り合いが出来るというだけでも奇跡に近いのに、ご馳ち走そうまでしてもらうとは。感謝をしても仕切れない。
　……とまぁ、そう思っていた、それまでは良かったんだが。
「あはははははは！」「きゃはははははは！」
　どうなってんだ、この状じよう況きよう。
「やだ久遠さんったらー！」
「桐崎さんこそー！」
　オレは額に手を当てて、誰かどうしてこうなったのか説明してくれと、大きなため息をついた。
　目の前のテーブルにはあらかた片付いてしまった夕飯の名残なごりが鎮ちん座ざしており、その皿と皿の間には、空になった瓶がごろごろ転がっている。そこへ貼はられたラベルになんて書いてあるのかは分からないけども、大体のところは想像がついていた。
「おい、アンネ」
　オレはまだ多少中身のある瓶をぴちゃぴちゃと振り、責めるように言った。
「これ──酒じゃねえか？」
「そうだよ？」
　だが当の代しろ物ものを勧すすめた本人ときたら、平然とした顔をして、豪ごう快かいに酒をラッパ飲みしている。おいおい、冗じよ談うだんじゃねえぞ。
「この街の名物で、りんごのお酒だよ。美味しいんだよー」
「……いや、まあ、確かに美味かったけどよ」
　アルコールの強さもあまり感じず、喉のど越ごしもいいので、つい何なん杯ばいも飲みたくなってしまうけどよ。
　それが問題なんだよ。
「あーはははは！」
「いやだー！　もう、勘かん弁べんしてよー！」
　オレは、片耳を塞ふさぎながら、アンネに言った。
「オレたちは未成年だぞ。なに考えてんだ」
「未成年？　ああ、そうか、日本じゃ二は十た歳ちにならないと飲めないんだっけ」
　きょとんとした顔をした後、得心いったように頷くものの、
「でも、この国じゃ、誰でも子どもの頃からこのお酒を飲むんだよ」
「マジかよ……」
　先に聞いとくんだった──
「それ、本当ですか？　あは、あはは、あはははは！」
「ほんとだよー！　にゃははははは！」
　オレは、脳みその奥おくまでがんがん響きそうなその笑い声へ、ついにキレた。
「お前らな！　いい加減にしろよ！」
　机を叩たたき、オレの隣と、斜め前まえにいる──、
「うるさいんだよ、酔よっぱらいども！」
　りんと、桐崎へ向かって言った。
「にょへらー？」
　意味不明な言語を言い放ち、とろんとした目をしたりんが、なにがおかしいのかくすくす笑う。
「クギちゃんどうして怒おこってるの？　こんなに楽しいじゃない」
「楽しいのはお前らだけだ」
「またまたー」
　突とつ然ぜん、左から重力がかかった。熱に浮かされたかのように顔を真っ赤にした桐崎が、もたれかかってくる。
「馬ば鹿か、やめろ」
「ウフフー、クギトだって楽しいんじゃないかぁ。だってほらぁ、世界がこんなにぐるぐる回ってるんだぞぉ」
「回ってんのはてめえの頭だボケ」
「あはははは、回って回って回ってー」
「落ちるぅぅー」
　……ダメだこいつら。完全にやられてる。
「お前のせいだぞ、アンネ」
「あはは。でもこのお酒、そんなに強くないんだけどなー」
「……まあな」おかげでオレも、相当飲むまで気付かなかったほどだ。今まで知らなかったが、こいつら、酒に弱かったのか。
「クギトぉ」
「なんだよ」
　桐崎はオレの首に手を回すと、焦しよ点うてんの合っていない目を向けてくる。そして、突とつ然ぜん瞼まぶたを閉じると、「んー」と言ってきた。
「……なに」
「んー」
「なんだよ気持ち悪いな。はっきり言えよ」
　オレの言葉に、桐崎は、本当にはっきりと自分の希望を述べた。
「ちゅーして」
「…………」
「私にちゅうしろー！」
「…………」
　さて、頭か腹か、どっちをどつこうかな。
「アホなこと言ってないで、とっとと離はなれろこの色情魔ま」
「やだぁ、チュー！　チューしてぇ！」
　そう言って近付いてくる桐崎の顔を手で押おさえながら「やめろばか、それ以上近付くと今の姿を写メールに撮とってネットにバラまくからな！　いいのか！」と必死で説得するも、まったく聞いてやしない。すごい力で迫せまってくる。
「わーい、キース、キース、キース！」
「無責任に騒さわぐな！」
　完全に面おも白しろがって手を叩くアンネに注意していると、りんが突然、
「桐崎さん、ずるーい！」
　と言って立ち上がった。そしてテーブルに這はい上がると、そのまま食材やらを巻き込みながらずりずりと膝ひざを使って進み、オレの前まで来て、
「クギちゃん！」
「なんだよ！」
「わたしもチューして！」
　言うが早く、目を閉じて唇くちびるを突つき出した。
「アホか──っ！」
　思わず全力でつっこむと、「なんでぇ！」と眉まゆ根ねをつり上げて、
「桐崎さんはよくてわたしはダメなんでふかぁ！」
「いつ桐崎を許可したんだよ！　これ以上オレを混乱させんな！　お前までそんなんになったらオレに味方がいなくなるだろうが！」
「ねぇ、クギト、ちゅぅー」
　ああああああ、もう！
「クギト、モテモテだねえ」
「たわけたこと言ってねえで、こいつらなんとかしてくれ！」
　懇こん願がんするも、アンネは「そんなこと言われてもなー」と完全に蚊か帳やの外の気分で居る。オレは尚なおもキスをせがむ刺さし女に、遂ついに我が慢まんの限界がきて、
「あ！　限定ナイフが飛んでる！」
「なに!?」
　まさか騙だまされるとは思わなかった嘘うそにより振り返った隙すきをつき、桐崎を押し飛ばした。
「ふにゃっ」
　見事に椅い子すから転げ落ちるものの、痛みなど微み塵じんも感じていないのか、その場で「あはははははははは」と妙みように不気味な笑いを奏かなで始めた。一いつ瞬しゆん、壊こわれたかと思ったが、元からまともな部分などないのだから大だい丈じよ夫うぶだろう。
「……ったく、こいつは」
　ぜえぜえと息をつくオレだったが、まだこれで片付いたわけではない。
「クギちゃん！」
　まだ一人いるのである。
「……なんだよ」
　うんざりとした気分でりんの方を振り向むく。するとそこには、テーブルの上で正座する姿があった。なぜか目が据すわっている。
「お話があります！」
「オレにはないんだが……」
「そこに座りなさい！」
「もう座ってるけど」
「正座！」
「…………」
　一瞬、猛もう烈れつに言い返そうかと思ったが、酔っぱらいに歯向かうとろくなことにならないと悟さとり、大人しく従った。つか、椅子の上で正座て。
　助け舟ぶねと思ってアンネの方をみると、奴は桐崎の方を介かい抱ほうしているところだった。ぬぅ、諦あきらめるしかないのか。
「聞いてますかクギちゃん！」
「あ？　ああ、悪い」
　見たこともないほど、自分なりに精せい一いつ杯ぱい怖こわい顔をしたりんを前に、オレは目を合わせれば大変なことになりそうだと、頭を垂らした。
「クギちゃんは、どうしていつも、そうやって、やさぐれているのですか！」
「はあ、あの、すみません。性しよ分うぶんなもので」
　なぜか自然と敬語になる。
「本当は、もっと、優やさしいはずです！　クギちゃんは、天使のように慈じ愛あいに満みち溢あふれているのれふ！」
「それは斬ざん新しんな解かい釈しやくですね」
　姉さんに話したら腹を抱かかえて笑うことだろう。
「もっとにこーっとしたら、みんなの人気者になるのに！　にこーって！」
「オレが笑うと、漏れなく皆みんな、怯おびえて逃にげていくんですが。その辺、どうお考えですか」
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「みんな、わかってないのれす！　クギちゃんのことを理解してないのれふ！」
「そうですか……」
「わたしも、わかってないかもしれないけど、理解したいと思ってるのです！」
「それはどうも、ありがとうございます」
　なんなんだ、このやりとりは。
「クギちゃん！」
「はい」
　まだなんかあるのかよ。
「わたしの目を見なさい！」
「いや、そうは言いますが久遠さん、あなたの目、完全に据わってるんですよ……。怖いんですが」
「目を、見なさい！」
「……はい」
　もう太た刀ち打うちできる相手じゃない。オレは、すっと顔を上げた。
「……いいですかクギちゃん」
「なんでしょう」
「今から、桐崎さんの好きなところを、挙あげなさい」
「ええ!?」
　いきなりそんな難問を!?

「二人は、愛し合っているはずなのれすが、喧けん嘩かばかりです。わたしがー、知っている限り、三回もしています。そうですね？」
「はあ、多分、そうですね。よく覚えてらっしゃる」
「それはー、クギちゃんがー、桐崎さんを、もっとよく見ていないからなのれす」
「そうでもねえだろ」
「疑うのれすか！」
「いえ、疑いません。はい」誰か助けてくれ……。オレの懇願も虚むなしく、りんの説教（？）は続いていた。
「だから、改めて、桐崎さんの好きなところを挙げることによってー、二人はもっと仲良くなれるのです！」
　そうか……？　全く意味のないことのように思えてならないのだが。
「早く！」
「わ、分かった」
　酔っぱらいと泣く赤子には勝てんとはこのことか。
　それにしても、桐崎の好きなところ……。なんかあるか……？　うーん。機き嫌げんがいいと刺す角度を少し浅めにしてくれるとか──いやいや、そもそも刺してる時点でおかしいんだからそこを好きになったらダメだろ。ほとんど奴ど隷れいの発想だろ。ううーん。意外に女らしいところか。でも別に好きってわけじゃ──難しいな、おい。
「ないのれすか!?」
「ひぃ、いや、改めて言われるとどうにも……」
「ダメじゃないですか！」
「す、すんません」
　りんは、「むー」と頬を膨ふくらませると、すっと手を伸ばしてオレの頭を掴つかんだ。そのまま、顔を近づけて、
「ちゃんと、桐崎さんを見ててあげてください！　そうしないと、わたしだって、本気になっちゃうよ!?」
「……お前が本気になったらどうなんの？」
「クギちゃんをー、一番見てるのはー、わたしなのれすー！」
「はあ、それはどうも。それで？」
「だからぁ」
　そこで、りんは、口をつぐんだ。アルコールによるものではなく、頬を染めると、そっと目を逸らす。
「わ、わたし、ずっと前から」
「…………？」
　そのまま、ごにょごにょと言っていたが、いまいち聞き取れない。オレが、「なんて？」と問い返すと、りんは、ばっとこちらを向いた。
「い、言っちゃうよ！　わたし、言うから！」
「だからなにを」
「わ、わた、わたしね」
　やけに真剣な顔で、じっと見つめてくるりんに、オレは、目をしばたたかせる。
　そのまま、小さく口を開いて、
「わたしは、クギちゃんのこと──す」
　そこまで言った瞬間、りんは、「うっ……」と口元を押さえた。顔が青ざめている。
「……おい、どうした」
　大方のところは想像できるが。
「気持ち悪い……」
　案の定、りんは、眉根を下げてそう言った。
「おいおい、やめろ、ここで吐はくな。今トイレ連れてってやるから。な、待てよ、久遠」
「うう……」
　オレの言葉など耳に入る暇ひまはないというように、りんは、慌あわてて机を降りると、ふらふらとした足取りで歩き出した。そのまま、扉を開けて出て行く。
「ちょっとー、リン、大だい丈じよ夫うぶ──？」
　さすがに心配になったのか、アンネはそれについて行った。
「……なんなんだ、あいつは」
　酔っ払ぱらってた癖くせに、やけにマジになっていた気もするが。オレが首を傾かしげていると、
「クギトォ」
　もう一人の酔っぱらいが呼んだ。
「へぇへぇ、なんでございましょーか」
　部屋で大の字になっていた桐崎は、オレの声に、ゆっくりと体を起こす。そのまま、ゆでだこみたいに全身を赤くしたまま、にこにこと笑って言った。
「えっちしたい」
　スパーンッ！　と音が鳴るほどに、強く頭をはたいた。
「いたい……」
「おめーの頭の中はそれしかねえのか！　この変態！　弩変態！　超ちよう変態！」
「だってぇ、刺したいのぉ」
　体勢を変えて四つんばいになると、桐崎は、半分めくれ上がったスカートからナイフを抜いた。そのまま、薄うす目めで微笑ほほえむ。
「うずいちゃったんだもん」
「…………待て」
　オレは中ちゆ腰うごしになって、その場から下がった。
「ここは不ま味ずい。いくらなんでも不味い」
「うふふふふ」
　椅子を足でどかしながら、じりじりと逃げていくものの、桐崎は少しずつではあるが、同じ分、近付いてくる。
「オーライ、桐崎、じゃあこうしよう。ホテルに帰れば、仕方ない、今日だけは許してやろう。いくらでも付き合ってやる。だがここではやるな。いいか、ここでは、やるな。聞こえるか？　リピート・アフター・ミー？」
「オー、ココデハ、ヤラナイ」
　桐崎は、英語でも喋しやべっているかのようなカタコトで、オレの台詞せりふを繰くり返し──、
「──Ｎｏッ！」
　次の瞬間、全力でぶち壊すと、襲おそい掛かかってきた。
「アホォ──ッ！」
　勢い良く押し倒たおされ、思いっきり床ゆかに後頭部をぶつける。「……ってぇ！」と言うものの、痛がっている余よ裕ゆうなどなく、桐崎は覆おおい被かぶさるようにしてオレの体に降ってきた。
「ウフフ……」と不気味な笑いを漏らしながら、そのまま、首筋に口付けする。
「なにしてんだお前！　やめろ！」
「いやですぅー」
　舌を出して舐なめると、気持ち悪さに身み悶もだえしているオレに構わず、ゆっくりと服を脱がしていった。自分も上着をとると、横に置き、ナイフを両手で持って振ふり上げる。
「クギトぉ」
　甘あまえるような声で、
「ワインより、赤いの見せて」
　そう言った瞬間、切っ先が胸に沈しずんだ。わずかな痛みが走り、抜くと同時にわずかな血が飛び散る。顔にかかったそれを指先でぬぐうと、舌先でちろちろと舐める。その妖よう艶えんとも思える仕草の後、オレの傷口に触さわった。
「いっつ……」
「……興奮してきちゃった」
　荒あらく息をつきながら、傷を指でなぞる桐崎。ぞくりとした感かん触しよくが背筋を這い上る。
　桐崎は身悶えするように自分の体を抱だきしめて、口元に微びし笑ようを浮うかべた。トロンとした目は恍こう惚こつとしていて、既すでに正気を失っている。手が胸むな元もとに伸のび、一つずつ、ボタンを外していった。下着が垣かい間ま見みえるものの、そんなもんに喜んでる余裕などもちろん、存在しない。桐崎が動くと、服がゆっくりとずれていき、肩が露あらわになった。陶とう器きのように白い肌はだが、照明を鈍にぶく照り返す。桐崎は、甘ったるい声で言った。
「キスしてくれないなら、私の方からしてやる」
　ナイフの切っ先を向けて、
「もちろん、こいつでな──」
　淫いん靡びな表情でそう呟く桐崎を見ながら、オレは金輪際、こいつらとは絶対に酒を飲まないでおこうと決めた──
第三章　死なない男と正義の味方




「おーい、久く遠おん、大丈夫かー」
　扉を叩く。だが、反応はない。
「……どうしたんだろうな」
　隣の桐きり崎さきが、いぶかしげな顔で言った。
　翌日──
　オレたちにはそれぞれ、一室ずつ部屋が与あたえられていたので、昨日、今日の午前八時に、朝食バイキングのために用意されたレストランの前で集合する、と決めた。
　だが、その場所に来たのは何な故ぜか、桐崎一人だけ。しばらく待ってはみたものの、一向にりんが来る気配がないため、不思議に思って朝食後に来てみたわけだ。あのりんが、朝飯を忘れるとは考えにくい。あのりんが。二回言ってみた。
「チャイムを鳴らしてみたらどうだ？」
　桐崎の提案にオレは頷くと、部屋の横に備え付けられているインターフォンを押した。
　ぴん、ぽーん。
　気の抜けた音が響き、待つこと数秒。
『……ふぁい』
　更さらに気の抜けたような声が聞こえてきた。
「久遠か？　お前、朝飯食いにこなかったけど、大丈夫か？」
『ああ……クギちゃん。うん、ごめんね……起きるのも辛つらくて』
　妙に元気がない気がする。
「どうした、風か邪ぜか？」
　と尋たずねるオレに、りんが答えた。
『そうかも……。なんだかすごく、頭が痛いの』
「…………」
　全すべての謎なぞが今、解決した。
「あのな、久遠」
『うん……』
　オレは、若じや干つかんの間を空けてから言った。
「──それは、二日ふつか酔よいだ」
『ふつかよい……？　え、わたし、昨日、お酒飲んでた？』
「……全然覚えてないのか？」
『う、うん。全然』
　やっぱりか──。案の定、さっき会った桐崎も綺き麗れいさっぱり昨日のことを忘れていた時点で、そうではないかと思っていたのだが。
『わ、わたし、なにか変なこと言わなかった？』
「あー。まあ、言ったような気もするな」
『えええ!?　ど、どんなこと!?　ねえ、どんなこと!?』
「まあ、大したことじゃねえから。今日は大人しく寝ねとけよ」
『う、うん……。ごめんね、本当に』
「気にすんな」
　オレはそう言って、インターフォンから指を離す。
「二日酔いか……彼かの女じよも昨日、酒を飲んだんだな」
「お前さ──本当に覚えてねえの？」
「うむ、さっぱりだ」
　堂々と言い放つ桐崎。このヤロウ……やっぱり昨日の醜しゆ態うたい、写真に撮っておけばよかった。
「で、私は昨日、なにをしたのだ？」
「オレのことを押し倒して刺したんだよ」
「なんだ、いつも通りか。はっはっは」
　快活に笑うので、腹が立って頭を思いっきりひっぱたいてやった。
「あうんっ」
「変な声を出すな。つか、これからどうするよ」
「そうだな……。久遠りんがいない以上、最も早はや、体面を取とり繕つくろう必要はあるまい。少しこの街を見回りたいな」
「なんのために？」
「いざという時──例えば犯人を逃のがした時などに、この辺りの地理を把は握あくしていないと不利になる」
　ああ……なるほど。確かにそうだな。
「じゃあ、その辺ぐるっと見回ってみるか」
「ああ」
　オレたちが、そう言って頷き合っていると、
「おはようございます」
「おわっ!?」
　背後から突然、のっぺりとした声がしたので、オレたちは驚おどろいて振り返った。
「今日の体調は万ばん全ぜんでしょうか？」
　相変わらずの調子でいる、だぼだぼとしたスーツ姿のハルに、オレは言った。
「な、なんだよ。突然」
「私はわざわざ、貴方あなたに断りを入れてから登場しなければならないのですか？　非常に不ふ愉ゆ快かいと言えます」
「うるせーな。お前はなにか余計なひと言をぶつけねーと物が語れねえのか」
「ところで、今、少しお時間はありますか？」
　無視かよ！　言わなきゃ言わないで腹立つな！
「……なんの用だ？」
　桐崎がそう訊きくと、ハルはわずかに顎あごを引いて答えた。
「少し──事件について、お話があります」


　ハルが訪おとずれたのは、ホテルから少し離れたところにある、小さなカフェだった。扉を開けて長く待たされた挙句、ひどく気だるそうに現れたウェイトレスが「──？」と相変わらず宇宙語としか思えない言葉で訊いてくるのに、ハルは短く「──」と返した。意味は分からないが多分、何名なのかと尋ねるのに、三人だと答えたのだろう。この国にきてから、何度「多分」と「恐おそらく」を使っただろうか。会話が出来ないというのは、日本に居る時はもちろん意識していなかったけども、実際としてかなりストレスになるものだと思う。せっかくの旅行だというのに、いまいち心底から楽しめないのは、多分そういうところもあるのだろう。
　ウェイトレスに先導され、店の中でも一番端はしっこの席につく。
「──？」
　脇わきに挟んでいた厚紙をテーブルの上に滑すべらせた。覗のぞき込んでみると、横書きでいくつか文字が記されていて、それがいくつか縦に並んでいた。案の定というか、まったく読めない。大方メニューかなにかなのだろうが、段々と苛いら々いらしてくる。
「──」
　ハルがなにかを注文した。ウェイトレスは頷うなずく。オレは無言で首をひねり、どうにか少しでも見覚えのある単語を探した。が、やっぱり分からない。
「ハル、これ、なんて書いてるんだ？」
「アイスコーヒー、ですね」
「ああ、じゃあそれ」
「分かりました」
　ハルはメニューを指差して、「──」と話す。ウェイトレスが短く答えた。了りよう承しようしたのだろう。
「……お前もたまには素す直なおにオレの言うこと聞くんだな」
「私はとうに反はん抗こう期きを終えていますから。そういつも貴方の意見に異を唱えてはいませんよ」
　異を唱えなかったこと自体が存在しなかった気もするんだが、今いま更さら論争しても仕方あるまい。オレは隣となりを見て、
「おい、桐崎。お前もハルに──」
「──」
　愕がく然ぜんとなった。一瞬、耳がおかしくなったのかと思う。今、確かに桐崎は、ウェイトレスに向かってなにか言った気がする。それもドイツ語だった気がする。いやいやまさか、と。オレは自分で否定する。桐崎もいちいち茶ちや目めっ気けのあるやつだ。わざわざこんなところでボケをかますとは。だが悪いが、そう常につっこんでもいられない。ここはスルーして、恥はずかしがらせてやろう。昨日の仕返しだ。
「──」
　だが、予想に反してウェイトレスは、なんの問題もないというように軽く顎を引くと、メニューを下げた。そしてそのまま、踵きびすを返して立ち去ってしまう。
「……ええ？」
「どうした？　クギト」
「いや──桐崎、お前、さっきボケかまさなかった？」
「は？　いや、いたって普ふ通つうだが」
「だって今、お前、ドイツ語」
「喋ったな」
「あれ、適当だろ？　今作ったんだろ？」
「……どうしてわざわざ、外国のカフェで素人しろうと相手にギャグで絡からまなければならんのだ」
　そういうお前はプロなのかよ。いやそれはともかく、
「お前、ドイツ語話せんのか？」
「いや、話せん」
「でもさっき」
「ああ──」
　桐崎は平然と言った。
「この国に来てからずっと会話を聞いていたし、街中でもドイツ語が飛び交かっているからな。多少は分かるようになった」
「ええ!?　あれだけでか!?」
「？　そうだが？」
　嘘だろ……。
「言語を習得するには頭の良さよりも耳の良さ、理解力が必要とされるそうです。どれだけの言葉をはっきりと聞き分けて、自分の中に積み重ねていくか。桐崎恭きよ子うこはそれに長たけているのでしょう」
「やっぱり完かん璧ぺき超ちよ人うじんじゃねえか！　この裏切り者！」
「裏切り者って……別に貴様と『いつまでも一いつ緒しよに、馬鹿みたいにドイツ語なんて分からないっていう顔をしようね！』と約束したわけではあるまい」
「全くそうでございますねぇ」
「いただだ！　いたい！　脳のう汁じるこぼれちゃう！」
　後頭部を掴んでひねり上げたオレに、不気味な言葉で悲鳴を上げる桐崎。
「……仲が良いのも結構ですが、その辺りでやめておいた方がいいと思いますが。人の目もありますので」
「別に仲良くねえよ」
　手を離すと、オレはふてくされた顔で、頬ほお杖づえをついた。
「私にとってはどちらでも構わないのですが。……ひとまず、本題に入らせて頂きます」
「ああ、その前によ」
「なにか」
「お前に会ったら言おうと思ってたんだが、ちゃんとしてるんだろうな」
「物事は相手に伝わりやすいよう、情報を明確に整理し、文法を正しく使って話すべきです。『ちゃんとしている』とは何を指しているのでしょうか？　貴方には国語力が根本的に足りていないようですね」
「……よくまあ、そう次々と毒のある言葉が出てくるよな」非常に心が折れそうなんだが。
「お褒ほめに預かり恐きよう縮しゆくです」
　うるせぇ。もうつっこまねぇからな。
「お前、この国に来る前、言ったよな。りんを連れてくる以上、警護はしっかりやるって」
「ええ、確かに」
「とてもそうは見えねえが？」
　昨日、空港についてからホテルに到とう着ちやくし、町を見学してアンネと出会い、そして帰ってくるまで、それとなく周りを見み渡わたしてみたが、ガードマンらしき奴やつらはいなかった。
「貴方は非常に脳の回転が遅おそいようです」
「ああ？」
「つまり、」
「馬鹿って言いたいんだろ。もういい。もうお前のそういう、回りくどく人をおちょくる真ま似ねは沢たく山さんだ」
　台詞を邪じや魔まされたのが気に入らなかったのか、無表情ながら、ほんの少し目め尻じりを吊つり上げた気がした。
「仮にも【組織】の人間が、貴方のように凡ぼん人じん以下の探査能力しか持ち合わせていない人間に、尾び行こうを気付かれると思いますか？」
「……お前、オレが女だと殴なぐらないと思ってんなら大おお間ま違ちがいだからな」
「私が女だから殴らなかったんですか。てっきり根こん性じようがないだけかと思いましたが」
　ぐおお、一を放てば十返ってくるこの腹立たしさ。
「つまり、今まで陰かげながら警護はしていたと、そう言うのか？」
　桐崎の問いに、ハルは頷いた。
「そういうことになります。およそ十人前後、前と後ろ、あるいはビルの上などから動向を監かん視しし、いざという時には当の本人に気付かれないよう迅じん速そくに対応するつもりでした」
　十人って──女子高生一人守るためにか。予想以上だったな……。
「……ふむ。確かに気配は感じていたが。そういうことだったのか？」
「どうした？　桐崎」
　オレの問いかけに、桐崎は「いや──」と首を振った。
「そういうことなら、いいんだ」
「あ？　意味わかんねえけど……お前、昨日からちょっと、所々おかしいぞ」
「そうか。始終おかしいと言われないでよかった」
「いや、客観的にみれば四六時中頭おかしいんだが、お前は……」
　オレたちの会話を遮さえぎるように、ハルは「話を戻もどしても宜よろしいですか」と言った。
「ああ。かまわねえよ」
「では──」
　ハルは傍かたわらに置いていた紙かみ袋ぶくろを掴むと、中身を掴んで、机の上に置いた。数枚の写真だ。全て裏側になっている。
「……これは？」
「ご覧下さい」
　オレは小首を傾げながらも、言葉に従って、一枚を手にとった。それを、ゆっくりとひっくり返し、
「う……」
　顔をしかめた。
「これは──まさか」
「ええ。……現場写真です」
　酷ひどい、という言葉では足りない。凄せい惨さん──と表現した方がいいだろう。
　一人の男が、仰あお向むけで道路に倒れている。上等のスーツを着ているところを見ると、恐らくはそれなりの地位にいる人間なのだろう。いや、【いた】と表現すべきか。何故なら、こいつがもう、表おも舞てぶ台たいに立つことは二度とないのだから。
　どこかのブランドらしきロゴが胸元に小さく入っている衣服は、それが判別出来ないくらい、赤く染まっていた。桐崎と付き合って以来、いや、それよりも前、オレが、色んなもんに絶望して、自殺を繰り返かえしていた頃ころ──よく見た色だ。絵の具のそれとは違ちがう、不気味にどす黒く、そして、それ故ゆえに重苦しい……血の赤。人が生きるために必要不可欠な、その液体を無残にもぶちまけて、男は絶命していた。
　加えて、残念ながら、その男が死の間ま際ぎわ、何を思っていたのか、それさえも想像することは困難だろう。
　男の顔はぐちゃぐちゃに潰つぶされて原形さえ留とどめてはおらず、ただの肉につ塊かいと化していた。頭は弾はじけて脳が垂れ流されており、グロテクスに満ちたその光景に、その男が確かにかつて理性をもった生き物であったことを想像する術は、最早ない。
　他ほかの写真も同じだった。殺し方に差異はあるものの、全てが残ざん酷こくなまでに一方的な手段で命を奪うばわれている。
「……お前、朝っぱらからとんでもないもん見せんじゃねえよ」
「夕飯後の方が宜しかったでしょうか」
　いや、そういう問題でもないけどよ。オレは、朝食ったソーセージが逆流してきそうな気がして、写真を伏ふせた。
「これらの殺人は全て、今この国で起こっている事件の犯人が行ったものです。犯罪歴のある人間から、釈しや放くほうされたばかりの者、なんらかの理由で証しよ拠うこ不十分となり、無罪放ほう免めんとなった者、組織的犯罪集団の幹部、裏金を受け取っているという確かな証拠がありながら、数々の理由にてその罪を問われることのなかった政治家、実にバリエーションに富んでいます」
「そして、共通しているのは、殺すのが【悪】であるということだけ──か」
「その通りです」
「……まあ、確かにとんでもねえヤロウだが」
　オレは、指でテーブルをとんとんと叩たたきながら、
「やってることは、お前らとさほど変わってないんじゃねえのか？　前に訊いた時も、思ってたけどよ」
「私たちはいわば必要悪です。存在しなければならないが故に存在している。ですが、だからこそ慎しん重ちように事を運ぶために入念な捜そう査さの上、複数からの決定をもってして初めて任務を遂すい行こうしています」
「……必要悪、ねえ」
「それにそもそも、この【組織】が今のようになったのは、つい最近のことです」
「あん？」
　どういうことだ？　その言い方だと、元々は違う目的があったみたいに聞こえるんだが。だがハルはオレのいぶかしげな声には答えず、先を話した。
「……問題はこの犯人が、個人の考えによって犯行を繰り返しているということです。客観的視点のない断罪行こう為いなど、もう一つの【悪】でしかありません」
「まあ──そりゃそうだが」
　法で裁けぬ悪を殺す──それこそ、昔から様々な形で表現されてきた、それも一つの【正義】だろう。どうしようもない奴というのは世の中にいて、そいつらが上う手まく世の中をすり抜ぬけているからという理由だけで、なんの罰ばつも受けないとなると、そうなるのも自じ業ごう自じ得とくと言えるかもしれない。だが確かに、組織的にやることと、個人でやることとは違う。
「……犯人は相当な銃じゆうの使い手らしいな」
「そのようです。殺し方に差異はあるものの、ほぼ確実に急所を狙ねらっている。加えて言うなら、あえて外したようなものも見られます」
「あえて外した？　なんでそんなこと？」
「殺す相手の苦しむ姿を見るためでしょうね」
　……さらりと言ってくれるな。胸むな糞くそ悪い。
「相当に性た質ちの悪い相手のようだな」
「ええ。私もそう思いましたし、オルリアも、【組織】としても桐崎恭子と同じ考えをもっています」
「放置する手はない、というわけか……」
「その通りです。それと」
　ハルは懐ふところから、一枚の紙を取り出だした。テーブルの上に滑らせる。
「こちらが、この国の警察宛あてに届いた予告状のコピーです。原文はドイツ語のため、私が翻ほん訳やくしておきました」
　そこには、黒を背景に、短い文章が綴つづられていた。
『来週の金曜日　その命を頂きに参ります　努ゆめ々ゆめ、お気をつけなさいますよう』
　完全にこの国の権力を嘗なめ切っている。いっそ痛快なほどだったが、諸もろ手てを挙げて犯人を歓かん迎げいするわけにもいかない。
「それと共に、隠かくし撮どりされたターゲットの写真が同どう封ふうされていました。警察側でもマークしていた麻ま薬やくの密売容疑にある犯罪集団の幹部で、写真は驚くほどの近きん距きよ離りで撮とられたものです」
　それは、どんな警備をしても無む駄だである、ということを何よりも証明している気がした。
「一応、そちらの方にも伝え、警備を強化するとのことでしたが、恐らくは無駄に終わるでしょう」
「……なるほどな」
　桐崎が、唸うなるような声を出す。
　今日が水曜日だから、犯行は、明後日ということになる。
「何か足取りみたいなものは掴めていないわけか」
「残念ながら、全く。犯行現場で直接、出で迎むかえるしかないようです」
「やれやれ……」
　分かっていたことだが、いざそのことがはっきりと形になると、憂ゆう鬱うつな気分になる。なんでこんなサイケな野や郎ろうと戦わなきゃならないのか。
「それと──この犯人ですが、オルリア政府は、殺害を希望しています」
　桐崎が、顔を上げた。
「……殺すのか」
「初めは捕ほ縛ばくする考えもあったようですが、とてもではありませんがこちらで手に負えないということで。日本政府との今後のこともありますし、くれぐれも宜しくお願いします」
「…………」
　桐崎は、無言でじっと、写真を眺ながめていた。オレは、何も言わず、次の言葉を待った。【組織】と関かかわってから、オレは、桐崎に最初から最後まで付き合うと決めた。だがそれは、こいつの人生に口を出すということではない、と思っている。こいつの決断を、生き方を、傍そばで見守り、助けが必要なようなら手を貸す、ということだ。桐崎がどれほど苦しんでいても、辛い目に遭あっていても、『殺さなくてもいいんじゃないか』なんてことを、オレから言うわけにはいかない。それは、桐崎が決めることだ。その決断こそが、こいつの償つぐないであるのだと思う。そして桐崎が決めたことなら、それが甘い戯たわ言ごとと誹そしられようと、あるいは、どれだけ残酷な方法であろうと、オレは協力するつもりでいる。それくらいの覚かく悟ごなら、出来ているはずだ。
「……分かった」
　桐崎は、そう頷いた。
「では、そのように。期日まではまだ時間がありますので、その間は観光等して下さっても結構です。後にまた、伺うかがいますので」
　ハルはそう淡たん々たんと言った。
　どことなく、重苦しいような空気が漂ただよい始めたその時、不意に声が聞こえた。
「──」
　驚いて顔を上げると、先ほどのウェイトレスだった。そういえば、注文した物が届いていなかったことを思い出す。
「今ごろかよ……」
　どんだけ接客態度が悪いんだ。日本なら怒ど鳴なられてもおかしくないぞ。
　ウェイトレスは、まずトレイの上に乗ったアイスティーを手にとった。手を上げたハルのとこへ置く。
　次に、湯気の立つカップをもって、同じ動作をした桐崎の前へ置いた。ホットコーヒーだろう。そして最後に、オレの前へ──
「……は？」
　思わず声を出す。いや、それも当然だろう。
　オレの目の前にあるのは、アイスコーヒーなどではなかった。
　生クリームとフルーツたっぷりの、見ているだけで口の中が甘ったるくなってきそうな、パフェらしきものだったのである。
「なんだこれ」
「パフェだな」
　いや、それくらいは見て分かるが。
「おい、これ、間ま違ちがえてんじゃねえか」
　ウェイトレスにそう言うが、当然、「？」という顔をされる。ええい。面めん倒どうくさい。
「おい、ハル、なんとか言ってくれ」
「別に間違えていませんよ」
「あ？」
「パフェを注文したのは私です」
「あ？　じゃあ、これ、お前のか？」
「いえ、貴方のものですが」
　オレは、絶句した。そして、額に手を当てて、次にこめかみを揉もむ。
「……つまり、こういうことか？」
「はい」
「お前は、オレへの嫌いやがらせで、こんな、男一人が食うには恥はじも外聞もかなぐり捨てなければならないほど大きくて甘そうなパフェを、頼たのんだと？」
　ハルは、清すが々すがしいほどにあっさりと、こう言った。
「はい、勿もち論ろん」
「お前なぁ……！」
　オレになんの恨うらみがあるんだ！　ええ!?　言ってみろ！
「なにか」
「…………」
　オレは、色々な感情をごちゃ混ぜにしたようなものが、ゆっくりと喉のどの奥おくから這はい上がってくるのを感じたが、
「……もう、いい」
　全てがどうでもよくなって、そう言った。
「そうですか。では、私は急ぐのでこれで」
　ハルはアイスティーを少し飲むと、レシートをもって立ち上がった。一応、金は払はらってくれるらしい。
　ハルが去った後、どうすりゃいいんだこんなもん、とじっとパフェを眺めていたオレは、ふと桐崎の方へ視線をやった。
　妙に静かなのが気になったからだ。
　桐崎は、何故か店の外に目をやって、なにかを気にするように小首を傾げている。
「なんかあったのか、桐崎」
「ん？　ああ、いや、別に」
　すぐにオレの方を向いて、首を振った。
「さっきからどうもな……ところでクギト、そのパフェ、食べるのか」
「……食べるしかないだろうよ」
「半分食べてやろうか？」
「いいのか？」
　珍めずらしくも桐崎のナイスは提案に、オレは心をときめかし、
「一口食べるごとに、一回刺さしていいなら」
「遠えん慮りよしときます」
　すぐに失望へと変わった。
「またまた、本当は最近ちょっと、楽しみになってる癖に」
「おめーは本当、自分の頭を切り開いて一回中身確かく認にんしてこい」
「頭、か……なるほど。そういえば貴様の頭部を刺したことは一度もなかったな。今度やってみよう」
　ぎゃあ！　皮肉のつもりが思ってもみない展開に！
「ねぇクギトぉ、殺傷行為ぃ」
「朝っぱらから世にもおぞましい欲求してくんな！」
　オレは、迫せまってくる桐崎を手で押おし返しながら、大きくため息をついた。


　昼前の平日とあってか、街に人の姿はさほどなかった。オレたちはとりあえず地図を頭に入れておくため、適当にその辺を巡めぐってみることにする。
　さすがに規模は小さくとも都心であるためか、アンネの住んでいた地域よりもビルは多く、都会と言っても差さし支つかえない程度の発展具合である。高々と掲かかげられた看板の多くが、企きぎ業ようの宣伝ではなく、オペラやミュージカル、クラシックコンサートのものであるところが日本とは違うところだ。驚いたのは、通りにずらりと露ろ店てんが並んでいることだった。アクセサリーから絵画、玩具おもちや、日用品などもあれば、服のボタンや、よく分からない工具品、ガラクタみたいな何かの部品をキロ単位で販はん売ばいしているところもある。しまいにはコミック誌を切きり裂さいて、ページごとに売っているところまであった。以前にテレビで見た、ノミの市と呼ばれるものにも似ている気がする。中々に興味を惹ひかれて、オレは適当な店を覗いた。
　どうやら手作りの人形を売っているらしいが、どれもこれも素人くさく、とてもじゃないが金をとっていい代しろ物ものじゃない。だが店のおっさんは愛あい想そよくにこにことしているので、わざわざそんなことを言うのもどうかと思って黙だまっていた。
「……これ、クギトに似ていないか？」
　不意に、その中の一つを指差して、桐崎が言う。東洋風の少年をイメージしたもののようだが、なんというか、絶ぜつ妙みように悪そうな顔をしていた。
「…………似てねえよ」
　とは言ったものの、自分でもそっくりだと思う。うぬぅ、まるでモデルにされたかのようだ。
　ふと桐崎を見ると、財さい布ふを取り出していた。
「おい、もしかして買うつもりか」
「そのつもりだが」
「買ってどうすんだよ」
「……別にいいじゃないか」
「よくねえよ。人形とは言え、オレの分身みたいなもんをお前にもたれると何されるか分からん。目的を言え、目的を」
「う、うるさいな。別にクギトには関係ないだろう」
　何故か少し頬ほおを染めて、桐崎は言いい淀よどんだ。それでもオレがしばらく見つめていると、やがて、少しずつ目を逸そらす。そして、呟つぶやくように言った。
「……ス、ストラップにして自分の携けい帯たい電話につけようかと思って」
「…………。本当にそれだけか？」
「それ以外になにがある！　悪いか!?」
　もっとこう、おぞましいような返答がくるのかと思っていたオレは、拍ひよ子うし抜ぬけしたように、「いや、まあ、いいけどよ……別に」と頭を掻かいた。
「──？」
　桐崎は、ドイツ語で店のおっさんに何かを話す。恐らく、いくらかと聞いているのだろう。
　おっさんは、にこにことしたまま、手の平を出した。そして何かを言う。
「──」
「…………」
　桐崎は眉まゆを潜ひそめた。そして静かに言う。
「……それは高過ぎだろう。足元を見るのもいい加減にしろ」
　桐崎は言葉を探す素そ振ぶりをしながら、ドイツ語で何かを話していたが、おっさんは首を振るばかりだ。顔は笑っているが、結構したたかだな、こいつ。
「……くそ。分かった。もういい。潰れろこんな店」
　日本語でそう吐き捨すてて、桐崎は財布から札を何枚か取り出した。結局買ったのかよ。
「さすが外国だな……日本じゃ信じられん。こんな人形にあんな値段とは」
　いったい幾いくらだったのか、訊きたいところだが、立腹している桐崎。それをするのは自殺行為というものだろう。こいつの場合、本当に殺しにかかってくるから洒落しやれにならない。
オレたちはそのまま、しばらく歩いていた。するとやがて、パンの絵を掲げた建物が見えてくる。恐らくはパン屋だろう。オレは時計を見た。かれこれもう、一時間以上歩き続けている。
「桐崎」
　オレの呼びかけに、ようやく怒いかりが収まったのか、きょろきょろと辺りを見渡していた桐崎が振り向むいた。
「どうした？」
「ちょっと早いけど、どっかで飯でも食わねえか。久遠にも、食えるかどうか分かんねえけど、昼買って行ってやんねえと」
「ああ、そうだな」
「あそこに入ろうぜ」
　オレが前方にある店を指差すと、桐崎は頷いた。再び歩き出す。
　しかし、何を今更と言われそうな気もするが、すれ違う奴らは皆みな、外国人だ。日本と同じようでいて、しかしどこか違う街並みも含ふくめ、改めてここは異国なのだと認にん識しきする。
　そんなことを考えながら、オレはガラス扉とびらを押し開あけた。
　途と端たんに、ふわりとバターの匂においが鼻をくすぐった。パンを焼いているのだろう。これだけは、日本もオルリアも変わらない。なんだか少しほっとした。
「──」
　カウンターに居た女性の店員が、ドイツ語で（多分）いらっしゃいませと言う。そしてオレたちを目に留めると、不思議そうな顔で目をしばたたかせた。大方、東洋人の子ども二人が来客したので珍しがっているのだろう。
　店内にはオレたち以外に、四、五人で固まってきゃあきゃあ騒さわいでいる奴らがいた。なにが楽しいのか、パンを指差してはケラケラ笑っている。見たところオレたちと同じ年っぽいので、まあ、女子高生なんてどこも一緒だということだ。
　オレはトレイを手にとると、トングをカチカチ言わせながら、パンを物色した。予想通り、というか、当たり前の話、あんパンややきそばパンなどなかった。クリームパンもない。カレーパンもだ。なんてこった。オレがパンの中でも特に好きなその四つが存在しないとは。やはりなんだかんだで、日本に生まれてよかったかもしれない。いや、そもそもが日本に住んでいるからこそ、そう思うのか？
　色々考えていると、隣の桐崎が呟いた。
「フレッシュブタ臓物パンがない……やはり私は日本で生まれてよかったな」
　日本ですらそんなもの売ってるところは少ねぇよ。つうか大体、あれいつも思うけど、どこの店で売ってんだ。コンビニでも専門店でも見たことねえんだけど。密売とかしてんじゃねえだろうな。
「久遠に買うなら……っと。あんまり重たいもんはダメだろうな」
　姉さんがたまに付き合いで飲んできて、次の日に「頭痛い体だるい目が重たい意識が朦もう朧ろうとしてる眠ねむい疲つかれた死ぬ」とぶつぶつ呟いていることがあるので、その辺の処置は心得ていた。とにかく柔やわらかくて、あっさりしてるものがいいだろう。出来るなら野菜スープでもあった方がいいんだが、外国でそんなものを作るわけにもいかない。
「なあ、クギト」
「どうした」
「……私の体調が悪い時も、そうやって気を遣つかってくれるか？」
「あー。そん時はな」
　それなりに付き合いがあるんだし、その程度ならやってやらんでもないが。
「じゃ、じゃあ」
　少し頬を染め、期待をこめるような目でオレを見て、
「おかゆとか、作ってくれるか？」
「まあ、そんくらいなら」
「そうか……」
　桐崎は何かを考えている風に下を向いていたが、やがて言った。
「うむ。今年から私は、冬にはコートの下を全ぜん裸らでいよう」
「何を堂々と変態宣言してんだよ。それで風か邪ぜ引いてもお見み舞まいには国家権力を連れていくからな」
　アホらしいやりとりにため息をついていると、ふと、視線を感じた。
　オレはばっと振り返る。
「……あ？」
　だが、考えに反して、そこに居たのは、店へ入ってきた時に見た女子高生の集団だった。一いつ塊かいみたいになって、オレを見つめている。
「……なんか用か？」
　そう声をかけると、急に一人が大声を上げた。その後、くすくすと笑いを漏もらしあいながら、互たがいを肘ひじでつつき合っている。なんなんだ。
「馬ば鹿かにしてんのか？」
「どうしたクギト」
　何事かと桐崎が振り向くのに、オレは事情を説明した。奴は頷き、
「『これがジャパニーズおヤクザさんなのね、ちょー珍しいって感じぃ、マジぱねぇ顔面怖こわすぎワロタ』……とでも言ってるんじゃないのか」
「とんでもなく歪ゆがんだ見方なのにそう訳されるとそう聞こえてくるから不思議だな」
　なんか腹立ってきたぞ。
　そうこうする内、集団の一人が踏ふみ出した。わずかに朱しゆに染めた頬で、オレを見上げて言う。
「──？」
　あ？　いや、わかんねえ。
「あー。あのオレ、ドイツ語わかんねえの」
「──？　──、──、──！」
「いや、わかんねえって」
　だがこっちの言葉も分からないのだろう。振り返って友達と何事かを話していたが、やがてこちらを向いて、手を差し出した。
「あ？」
　握あく手しゆか？……まさか、握にぎった瞬しゆ間んかんに投げ飛ばされるとかないだろうな。異国は怖いところだからな。
「──？」
　だが、相手の目はとてもではないが、悪意をもっているようには見えなかった。オレは首を傾かしげながら、手を握る。
「──ッ！」
　途と端たん、女子高生の顔がぱっと輝かがやき、ぶんぶんと何度も振った。そのまま、オレの体をべたべたと触さわってくる。な、なんだ。新手の武術か!?　オーラ的なもんを流し込むつもりじゃないだろうな！
「──！」
「──、──っ！」
「────っ!!」
　すると、その一人の行動を皮切りに、全員がオレに向かって殺さつ到とうした。いずれも体をべたべたと触り、何事かを話しかけてくる。いや、だから、わかんねえって。
「なんなんだよ。桐崎、こいつらなんて言ってんだ？」
　先ほど、少しならドイツ語を分かるようになったと言っていたため助けを求めるが、
「…………」
　なぜか桐崎は答えない。しかも何故か、少しむっとしたような顔をしている。
「なんだ、おい、やめろ。バカ、どこ触ってんだ！　なんだお前ら、スリか！　自じ慢まんじゃねえがオレはノミの涙なみ程だほどの金ももってねえんだからな！」
　そう日本語で訴うつたえるも、聞いちゃいねえ。しばらくそうやって、道で見かけた力士みたいにベタベタされていたが、やがて桐崎が言った。
「クギト」
「お、おう、なんだ」
「彼かの女じよたちは貴様をナンパしているようだ」
「はあ!?」
　難破!?

「……いや、ナンパか。あ？　なんで？　宗教の勧かん誘ゆうかなにかか？」
「いや、純じゆ粋んすいに好意で接しているようだ。恐らく、どこから来たのかとか、この後は暇ひまなのかとか、そういうことを訊いているのだろう」
「いやいや、ありえねえだろ。だってオレだぞ？」
　女どころかたまにゴキブリさえ近付くのに躊躇ためらってそうな気さえする、ベスト・オブ・顔悪いであるところのオレだぞ？
「しかし、断だん片ぺん的てきに拾える単語を繋つなぎ合あわせるとそうなる。良かったな、どうやら貴様は、この国ではモテモテのようだ」
「マジかよ……」
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　そういえば、と思い出す。昨日、アンネが不思議なことを言っていた。オレがカッコいいとかなんとか。あれは、そういうことだったのか。
「おいおい、冗じよ談うだんじゃねえぞ……。お前ら、ちょっと、どっか行け。ナンパするならもうちょっと将来性のある男にしとけ」
　自分で言いながら悲しくなってくるような台詞せりふで説得するも、なんの意味も成なしていないことは明白だった。
「ちょ、なんなんだよ、おい！」
　じりじりと迫りながら、しきりに話しかけてくる女子高生集団に戸と惑まどっていると、突とつ然ぜん、手を掴つかまれた。
「クギト、行くぞ！」
「あ？　いやでも、まだなんも買ってねえし」
「別のところにすればいいだろう。この店はダメだ。風水が悪い！」
「なに滅め茶ちや苦く茶ちやなこと言ってんだお前は……って、おい、待てって！　桐崎！」
　そうこう言いながらも、桐崎は凄すさまじい力でオレを女子高生たちから引ひき離はなし、そのままずるずると引きずるようにして、店の外に出た。その間際、いつのまにか奪っていたトレイとトングを、きちんと元の場所に戻すのも忘れないで。
「おい、どうしたんだよ！」
　店の外まで出て、まだ掴まれていた手を振ふり払った。桐崎は、どこか不ふ貞て腐くされたような顔で、「別に」と呟く。
「別に、じゃねえだろうが。確かにあいつらは鬱うつ陶とうしかったけど、なにも店を出ることはねえだろ」
「出たくなったんだから仕方ないだろう」
「なんでだよ」
「なんでって……」
　口を尖とがらせて、視線を逸らす。どうしてだか、顔を少し赤くして、
「……それくらい、察しろ、バカ」
　と言った。
「わかんねえよ。ちゃんと説明しろ」
「うるさいな。なんとなく面おも白しろくなかったんだ！」
「面白くなかった？」
「き──」
　そこまで言ってから一いつ旦たん口を閉じたものの、だが、やがてばっとオレの方を向いてから、桐崎は頬を染めたまま叫さけんだ。
「貴様が女の子にモテているなんて、面白くない！」
「……はあ？」
「とにかく嫌なんだ！　嫌なの！　理由なんてないんだ！」
「……はあ、さいで」
　なんだかよく分からないまま頷くと、桐崎は涙なみ目だめになりながら、
「と、とられてしまうかと思ったじゃないか……！　もっと気をつけろ！」
　と理解不能なことを言った。
「なにをわけのわからんことを……」
「もういい！　行くぞ！」
　と──その時、背後から、
「──！」
　と声が聞こえた。顔を後ろに向けると、さっきの女子高生集団が、店の外に出てきてまで、オレに向かってなにか言っている。どうしたものかと、オレが軽く手を上げると、歓かん声せいが飛んだ。だが、桐崎はばっとオレの腕うでを掴むや否いなや、そいつらに向かって、
「うー、わんっ！」
　吼ほえた。
「わんわんわん！」
　女子高生集団は、突とつ如じよとして現れた謎なぞの犬女に恐れおののき、やがて逃にげるように店の中へ入っていった。
「……ふう」
　なんとなく満足そうだと思える顔をした後、桐崎はキッとオレの方を睨にらんで、
「行くぞ！」
　と手を引っ張って歩き出した。
「……悪い病気にでもかかってんのかお前は」
　オレは、呆あきれたように言った。
　すると足を止め、桐崎は、囁ささやくように言った。
「……私のワガママでも、貴様が知らない女と話しているのを見るのは、好きじゃない」
「別に、そんな大したもんでもなかっただろ？」
「それでも──それでも、私は嫌だ。本当に、自分勝手なことだと思っていても」
　その口調が、強い物に思えて、オレは怪け訝げんに眉を潜める。桐崎はしばらくそのままでいたが、やがて、ぽつりと呟いて、再び進み始めた。
「……少しだけ、怖くなるんだ」


「…………」「…………」
「…………」「…………」
　沈ちん黙もくが続いていた。
　パン屋を出てからというもの、ずっとだ。いい加減、気まずくなってきた。
　オレは、桐崎の少し後ろを歩きながら、とりあえず、声をかけてみる。
「おい、桐崎」
「なんだ！」
　いきなり攻こう撃げき的てきだな、おい。
「さっきからなに怒おこってんだよ。ちょっと現地の奴に話しかけられただけだろ」
「そうだな！　その現地の奴らに貴様はへらへらと応対していたんだ！」
「してねえよ。大体、へらへらしてるオレなんて街中でゴリラ見かけるくらいありえないことだろ」
「…………」
　ほら見ろ、反論できない。
「と、とにかく、あまり話しかけるな！　今、私は、この街の地図を頭に描えがいているところなんだ！」
「そうかい」
　そりゃ悪かったな。
　オレは頭を掻きながら、まーた面倒くさいことになりやがったなぁ、と思っていた。こいつが一旦、機き嫌げんを悪くするとそんな簡単には直らないということを知っているからだ。
　さて、どうしたものか。そろそろホテルに戻ってりんの様子を見てこなきゃいけないし、もう一度適当な店にでも入って──などと考えていると、桐崎の背中にぶつかった。
「……とぉ、なんだ、どうしたんだよ」
　だが桐崎はそれには答えず、じっと立って、頭上を仰あおいでいる。
「おい、桐崎？」
　首を傾げ、視線の先を追ってみる。すると、
「……ああ」
　納なつ得とくするものが、そこにあった。
　小さな店だった。通りから少し外れた場所にあって、隣りん接せつする建物の陰かげになって、どことなくじめじめとしている。意識しなければ、そのまま通り過ぎてしまいそうなほど存在感のない建物だ。
　それでも桐崎がわざわざ足を止めたのは──看板に、はっきりと、ナイフの絵が描いてあったからだった。
　桐崎の動きに合わせて、オレも視線を落とす。ガラス窓から見える店内には、ざっと眺めただけでも、相当な数のナイフが飾かざられていた。客によく見えるよう、ディスプレイとして飾られた物に、桐崎は吸い寄せられるかのごとく近付いていく。
　そしてそのまま、べったりとガラスに張り付いた。……なんかどっかで見たことあるな、この風景。
「コラ桐崎。みっともない真似やめろ」
「こ、こうすればどこぞの金持ちがナイフを買ってくれるはずだ」
「最も早はや美談でもなんでもねえよ」
「な、なあクギト」
　桐崎はオレの方を向いて、新作のゲームソフトが売っているところを目もく撃げきした、小学生みたいなキラキラとした目で言った。
「ちょっと、見てもいい？」
「……オレたちは遊びに来たんじゃないんだが」
「ちょっと！　ちょっとだけでいいから！　な！」
　手を合わせて懇こん願がんする。オレは頭を掻き、さてどうやって言いくるめようかと考えていたが、
「…………」
「うっ……」
　普ふ段だんにならない純真な目つきで見つめてくる桐崎に、言葉を詰つまらせた。
「…………」
「…………」
　視線が交こう錯さくして、十数秒あまり。遂ついにオレは、
「……ちょっとだけだぞ」
　情けないくらいにあっさりと折れた。
「ありがとう！」
　嬉うれしそうに言って、桐崎は扉を押し開ける。オレはため息をついて、それに続いた。


「すっげぇな、こりゃ……」
　店内を見渡して、思わず感かん嘆たんの息を漏らす。外から眺めただけでも相当だったが、中に入るとそれを遥はるかに超こえる数が並んでいた。ナイフ、ナイフ、ナイフの山だ。全すべての壁かべに飾られているだけならいざ知らず、天てん井じようにまでそのフィールドを広げて、ナイフが店を支えているみたいだった。よくもまあ、これだけの数を揃そろえたもんだ。メスみたいな小さなものから、ワニでもぶっ殺せるんじゃないかと思うほど大きいもの、刃はが変わった形をしたもの、柄つかに驚おどろくほどの彫ちよ刻うこくが施ほどこされたもの、カバーだけでもかなりの種類がある。
「おお……おおお……」
　桐崎は、まるっきり玩具屋に来たガキみたいにワクワクを抑おさえきれない顔で、ナイフの群れを眺めている。
「すごい……日本では絶対に売れないようなものまで揃っている……」
「そうなのか？」
「ああ！　例えばこれだ。ラストリーと呼ばれる会社のものでその製作過程は護衛用ではなく人を殺傷することを目的としていて、つまりは考え方が江え戸ど時代以前の日本刀に対するそれに近いものがあり──」
「ああ、もういい、もういい。聞いたオレが悪かった」
「ああ！　こんなものまである！　これは日本では発売禁止になったものじゃないか！」
　夢中になっている桐崎へ、オレは一応、忠告しておくことにした。
「あのな、桐崎」
「なんだ！」
「それ、買っても持って帰れないからな」
「ええ!?」
　世界の滅めつ亡ぼうを予言された一いつ般ぱん市民みたいな面おも持もちで、桐崎は目を見開いた。
「当たり前だろうが。つか持って帰ろうとしてたお前がこえーよ」
「い、一本くらい……？」
「無理だっつーの」
「鞄かばんに忍しのばせて……」
「捕つかまるわ」
　桐崎は、腕を組んで、「うーん、うーん」と唸っていたが、やがて名案だとばかりに手を叩いた。
「そうか！」
「なんだよ」
「クギトの腹の中に入れておけばいいんじゃ？」
「腸全部引っこ抜いててめえの体の中に埋うめるぞコラ」
　桐崎は、オレの言葉にむくれた。
「クギトのケチ……」
「ケチなのか？　自分の命を大切にしようとするのはケチなのか？」自分の内臓をぶちまけてでも人に尽つくすのが奉ほう仕し精神だというなら、オレは即そつ刻こく、りんにボランティアという名の暗黒の儀ぎ式しきを止やめさせる。
「……ぬぅ。仕方ないか」
　気に入らないながらも、納得はいったのか、桐崎はしぶしぶと手にもっていたナイフを置いた。
「ほら、見てるしかできねえなら、だんだん悲しくなってくるぞ。そろそろ飯買って、ホテルに帰ろうぜ」
「うー」
　指を唇くちびるに当て、幼児のようにうなる桐崎。しばらくそのままだったが、突然、
「あ、そうだ」
　と言った。また余計なことを思いついたんじゃないだろうな……。
「クギト、ちょっと待っててくれ」
　オレが訝いぶかしげな視線を送っていると、桐崎は、カウンターで暇そうに座すわっている店主らしき男へ近付き、ナイフを片手に何事かを話し始めた。相手は最初、首を傾げていたが、ジェスチャーを交えた桐崎の質問に、「あー」とか「ふむ」とか、そんな風なことを言っていた。そして、「──」と言った後で、深く頷うなずく。
「ありがとう！」
　桐崎はそう言うと、オレのところへ戻ってきた。
「なに言ってたんだ？」
「ん？　ああ。少し相談をしていたんだが……クギト、ちょっとこっちに」
　手を掴んで、店主からは死角になる場所へ連れて行かれる。ん？　今のところ不安以外の要素が見当たらないんだけど？
「よし……と。見えないな」
「……なんなんだよ」
「いやな。実に気のいい店主で、つたないながらも私が『試ためし切ぎりをしてみてもいいか』と尋たずねたところ、非常に快活に、『ああ、いいよ』と了りよう承しようしてくれたもので」
「帰ります」
「逃がさないぞぉ」
　ひぃ！　鬼おにに捕まった！
「お、おお、お前、待て。それ、店のもんだろうが！」
「大だい丈じよ夫うぶだ。血が残らないうちに素す早ばやく拭ふく。なに、一発だけだ」
「いやだ！　お前、そんなことしたらオレは、何もかもをほっぽって日本に帰るからな！　それでもいいのか！」
「一発！　一発だけだから！」
「オレ、日本に帰っちゃうぞ！　いいのか!?　いいんだろうな!?」
「いや、それは困るが……」
「だ、だろう」
　オレは、桐崎を落ち着かせるよう、手で制し、
「だからだな。そんなわがままを言わず、今回だけは諦あきらめてだな──」
「あ、さっきの女子高生だ」
「あん？」
　振り返った瞬間、ざくりという音と共に、腹から熱さと痛みがこみ上げてきた。
「ぎやぁ！」
「……やっぱり少しモテて嬉しかったんだろう」
「今蒸むし返すのかよ!?」
「ははははは、これは思っていたよりもいい刺し具合だ。さすが、『触ふれただけで鉄もレッツカッティング・これで今日から君もナイス・キリング・コミュニケーション！』と効果をうたうだけのことはある……！　日本では発売されないわけだ！」
「どんだけ物ぶつ騒そうな宣言文句だよ！　いた、いだだだだ！　おい、ばか、やめろ！　一発だけって言っただろうが！」
「抜かなかったら一発だもん。抜かなかったら一発だもん」
　おのれ小こ賢ざかしい真ま似ねをおおおおおお！　二回言うな！
「……か、海外旅行なんて二度といかねえ」
　そうオレが力なく呟いた時、楽しそうにナイフをぐりぐりやっていた桐崎が、ふと手を止めた。
「……ん？」
　そして窓の外を見て、何かに気付いたように目を細め、
「……クギト」
「なんだよ！　さっさと終われ！」
「ちょっと待っててくれ。勝手にナイフを抜くと後で二倍刺しちゃうぞ」
「はあ!?」
　言うが早く、手を離すと、桐崎は店の戸を開けて出て行ってしまった。
「ええ!?……ええ!?」
　もちろん、ナイフはオレの腹に刺さったままである。
「……待つのか？　このまま」
　どこのＢ級スプラッター？
「って、待つわけねえだろうが！」
　とナイフを抜いて──その瞬間「ぐほっ」と声が出た──血をもっていたハンカチで拭ぬぐうと、適当な場所に置いて、オレは桐崎を追った。もちろん、傷口を隠しながらだが。
「おい、どうした桐崎」
「……いや」
　何かを探さぐるようにしていた桐崎だったが、やがて舌打ちすると、オレの方を向いた。
「逃げられたようだ」
「逃げられた？」
「ああ。気のせいだと思っていたが、どうやら違ったらしい」
「……なに言ってんだ？」
「気付かないか？」
　桐崎は、慎しん重ちように辺りを窺うかがいながら言った。
「私たち──恐おそらく、誰だれかに尾つけられているぞ」
「……尾けられてる？」
「昨日からずっとだ。最初は、ハルの話を聞いて警護の人間かと思っていた。だが、久遠りんがホテルにいるにも拘かかわらず、まだ気配が消えない」
　相手の姿を探すよう、さりげなく周りを見み渡わたし、
「誰なんだ……？」
「……もしかして」
「もしかして？」
　オレは、桐崎の話を聞いていて思い当たったことを口にした。
「……今回の事件の犯人、なんじゃないか？」
「なに？」
「いや──犯人が、オレたちのことをなんらかの方法で知って、邪じや魔まってことで、マークしてるんじゃないのか？」
「私たちのことを？　しかし、どうやって……？」
　オレは首を振り、
「そこまではわかんねえよ。でも犯人は、あんな距きよ離りまで気付かれずにターゲットへ近づけるような奴やつなんだぞ。この国には今、ハル以外にも、【組織】の人間がいるんだろ。そいつらの話を、どこかで盗ぬすみ聞ぎきしたのかもしれねえ」
「……確かに、その可能性もなくはないが」
　桐崎は頷いたものの、どこか納得いっていない顔で黙り込んだ。だが、やがて口を開く。
「しかし、仮にそうだとして、監かん視ししているのは、私たちの隙すきでも窺っているのか……？」
「かもしれねえ」
　オレも桐崎に習って、まだ見ぬ殺さつ人じん鬼きの姿を探したが、当然、顔も知らないのだから、分かるはずもない。一見すると、なんの問題もないように思える奴らの中に、面白半分に何人もを殺害した奴がいるのだと思うと、嫌な気分だ。
「とりあえず、一旦ホテルに戻もどろう。外に出てるのは危険かもしれねえ」
「……ああ、そうだな」
　互いに頷き合って、予定を変へん更こうして帰ろうと、踵きびすを返した。
　が、
「あれー？　クギト、キョウコ！」
　予想外の人物に出会ってしまった。
「……アンネ？」
「アンネだよー」
　手を振って、アンネは笑った。その手に紙かみ袋ぶくろをもっているところを見ると、買い物にでも来ていたらしい。
「どうしたの、お二人さん。リンは？」
「……ああ、久遠はその、二日ふつか酔よいだ」
「フツカヨイ？……ああ、お酒で頭ガンガンなるやつねー」
　のん気そうにそう言って、アンネは目をしばたたかせた。
「ところでお二人さん、どこかへお出かけ？」
「いや、今から帰るところだ」
「そうなんだ。もう日本に帰っちゃうの？」
「いえ、帰国ということではなく、ホテルに戻るということです」
　桐崎の説明に、「ああ、ナルホド」と合が点てんがいったように何度も頷いた。
「そんじゃあ、今日の夜の予定は？」
「予定？　いや、別にねえけど」
「オー、それはコーツゴーってやつだね」
　ウインクし、アンネが言う。
「それじゃ、よかったら今夜、ウチに来ない？　またご馳ち走そうするよー？」
「あ？　あ、いや」
　オレは、答えに窮きゆうした。さすがに、殺人鬼が狙ねらっているというのに、夜に外へ出るのは問題だろう。
「悪いアンネ。今日はちょっと……」
「オー、そんなぁ。ねえ、いいじゃない。ここで会ったのも、なにかのエンだよ。ほら言うでしょ、【イチゴワンパック】」
「……は？」
　今度はさすがに分からない。
「……もしかして、【一いち期ご一いち会え】のことでしょうか？」
「それそれ！」
　全然違ちがうじゃねえか！　しかも使う場面も意味も違う！
「お前、わざとやってんじゃないだろうな……」
「ん？　技わざなんてかけてないよ。ワタシ、柔じゆ道うどうやらないから」
　……もういいや。
「んー」
　桐崎は何かを考えている風だったが、やがて、
「……分かりました」
　と、頷いた。あ？　なに考えてんだ？
「オー、キョウコ、愛してるよっ！」
　相変わらずのスキンシップ精神で桐崎を抱だきしめると、アンネは「それじゃあ、待ってるからね。リンも一いつ緒しよに来てよ！　よろしくっ！」と帰っていった。
「おい、どういうことだ？」
　しばらくしてからオレが問いかけると、桐崎は「うむ」と言った後、
「久遠りんが同行しているなら、警護の人間もいるだろうし、気をつけていれば大丈夫だろうと思ってな」
「いや、それでも今、迂う闊かつに外をウロウロするってのは……」
「そして久遠りんの安全が保障されている以上、遠慮はいらない」
　桐崎が、緊きん張ちようで引き締しめた顔でオレへ向かって、
「──私たちを監視している奴を引っ張り出して、逆にこっちから取とり押さえてやろう」
「……なるほど。おとりって訳か」
「言葉は悪いが、そういうことだ」
　オレは、「分かった」と桐崎の提案を呑のむことにする。確かに、どこで見られているか分からない状じよう況きようが続くよりは、いっそ、こっちから仕し掛かけた方が楽だ。いずれ戦わなければならない相手なら、余計だろう。
「じゃあ、今日の夜は、アンネの家に行こう」
「うむ」
「……でも、ひと言だけ注意しておくぞ」
「なんだ？」
　オレは、桐崎の肩かたに手を置くと、真しん剣けんな声で言った。
「──酒だけは、絶対に飲むな」


　オレの忠告もあってか、その晩、桐崎は一滴てきとて酒を口にはしなかった。まあ、チャンスがあれば殺人鬼を取り押さえるのだから、アルコールを体に入れている場合ではない、ということもあるだろうが。
　幸い、りんも記き憶おくにはないものの、二日酔いが相当酷ひどかったようで、アンネがいくら勧すすめても頑がんとして断っていた。
　こうして、どうにか和なごやかに夕食の席は進んでいった。
　相変わらずの腕に舌した鼓つづみを打ち、アンネとオルリアについての話で盛り上がる。こちらも代わりと言ってはなんだが日本の文化について語り、アンネは特に、秋葉原についてのトークに食いついた。
「ワタシ、いつか日本に行ってアキバで遊ぶのが夢なんだよねー」
「秋葉原でなにすんだ？」
「コスプレとか！」
　なるほど。まあ、元々日本のアニメキャラなんてものは外国人っぽい格好やらの奴が多いから、よく似合うことだろう。
「キョウコもしない？　メイドさんとか似合うと思うよ」
「いえ、私は……」
「似合うもなにも、こいつは元からメイドきっいでぇ！」
　思いっきり隣となりの桐崎に足を踏まれてしまった。睨みつけるが、なんの問題もないかのように紅茶を啜すすっている。
「いつか行けるといいですね、日本に」
　りんの言葉に、アンネは笑え顔がおで頷いた。
「その時は、三人に案内してもらおうかなー」
「オレは面めん倒どうくさいからパス」
「クギちゃんケチくさいなぁ」
「そうだよクギト、【情けは人ひと身み御ご供くうなり】って言うじゃない」
　微びみ妙ように合っているのがなんとも言えんところだなそれ。
「あ、そうだ。わたし、洗い物してきますね」
　りんがそう言って、テーブルの上を片付け始めた。
「ああ、いいのに。そんなの後でワタシがやるよー」
「いいんです。二度も夕飯をご馳走になってるんだから、これくらいさせて下さい」
　にこにこと何枚も重ねた皿を持ち上げるりんは、「あらら」とバランスを崩くずして倒たおれかける。
「あぶねぇな」
　オレは咄とつ嗟さに手を出だして何枚かとってやり、ついでに腰こしを上げた。
「じゃ、オレも手伝う」
「え、いいよ。わたし一人で大丈夫だよ」
「いいから、いいから。お前一人でやらせてると何枚皿割るか分かったもんじゃねぇよ」
「失礼だなぁ」
「完全に否定できるなら言ってみな」
　その言葉に、りんは反論しようと口を開きかけるも、やがては唇を結んでしまって、俯うつむいた。
「……お願いします」
「宜よろしい」
　オレたちが移動しようとすると、桐崎が「あ、じゃあ私も──」とついていこうとしたが、
「キョウコはダメー、ワタシの話し相手になって」
　と、アンネに捕まってしまった。
「ね、もっと日本のお話聞かせて。アキバのこと教えて」
「あの、でも……」
「いいって。そっちはお前に任せた。それぞれ得意分野ってもんがあるだろ」
　桐崎が、オレの台詞に一いつし瞬ゆん黙だまり込んだ。そして、「……まあ、そうですね」と座り直す。そして、アンネと日本のオタク事情について語り始めた。
「桐崎さん、秋葉原に詳くわしいの？」
「さあ、それはどうか知らんが、あっち側の人間であることは確かだからな」
「あっち側？」
「お前は知らんでいい」
「むー。なんか隠かくし事ごとされてるみたい。別にいいけど」
　オレは肩を竦すくめ、キッチンへ向かった。
　蛇じや口ぐちを捻ひねると、洗い場に皿を置いた。りんと並んで、一枚手にとると、洗せん剤ざい（だと思われるもの）をスポンジタワシにつけて洗っていく。
　しばらくそのまま、無言で作業を続ける時間が過ぎた。
　オレが一番手こずりそうな大皿をもった時、ふと、りんが言った。
「……なんだか、不思議だね」
「なにが？」
　調理に使った鍋なべを洗いながら、微笑ほほえむ。
「クギちゃんと、こうやって外国にまで来て一緒に洗い物してるなんて、思ってもみなかったな」
「ああ……まあ、そうだな」
　考えてみれば奇きみ妙ようなもんだ。ほんの数ヶ月くらい前まで、自分がこんな風に人と深く付き合う奴になるとは思わなかった。
「一緒に帰ったり、お弁当食べたり、夏休みに旅行もしたし……クギちゃんと出会った頃ころからじゃ、考えられなかったよ」
「オレは愛あい想そねえからなぁ」
　自覚していることなので、さらりと言って、汚よごれをとることに集中する。りんが、くすりと笑った。
「そうだね。クギちゃんに初めて会った時、わたしびっくりしたもん。すごく怖かったから」
「お前も言うようになったな……」
「あ、ううん。そういうことじゃなくて」
　慌あわてて首を振り、鍋の汚れを見下ろしながら、続ける。
「……なんていうのかな。クギちゃん、あの時、すごくトゲトゲしてた気がしたから。周りのものが全部、敵だって思ってるみたいに」
「…………」
「ごめんね。変なこと言って」
「いや、別に。続けろよ」
　うん、と頷き、りんが言った。
「分からないんだよ。クギちゃんの事情とか、背せ負おってるものとか。でもね、わたし、すごく怖かったんだ。この人は、どうしてこんなに、怒ってるんだろうって」
「……怒ってる？」
「わたしには、想像できないようなものに対して、クギちゃんは怒ってるんじゃないかって。そう思った。だから、誰も近付かないようにしてるんじゃないかって」
　オレは手を止めて、りんを見つめた。怒っている──りんに出会う前のオレは、どっちかというと、腐くさって感情を放ほうり投なげていた気もするが。
「すごく、誰かに、何かに言いたいことがあるのに、どうすることも出来なくて、だから苛いら々いらしてるって……ううん。今から思えばってことだから、その時、そんな風に考えていたわけじゃないんだけど。それでも、そんな風に、どこかで感じてたな」
「……なるほど」
　そう言われてみれば、そうだった気もするが、よく覚えてはいない。とにかくここ数ヶ月は、今までとは比べ物にならないくらい濃こい時間だったから、昔の全部がどこかに素すっ飛とんでしまったような気がした。
「でも、クギちゃんに、わたしのこと認めてもらえて。それで、この人は、怖いかもしれないけど、同時に──」
　ぽつりと、呟くように。
「──同時に、とても優やさしいんじゃないかって思ったんだ。優しいからこそ、自分じゃどうしようも出来ないことにまで、怒ってるんじゃないかって」
　オレは、頬ほおを掻いて、なんと答えていいものかと迷った。そうストレートに言われると、なんか気き恥はずかしいもんがあるんだが。
「でも、たとえそうだとしても、ずっと怒ってるままじゃ悲しいなって思ってたんだ。……桐崎さんとお付き合いする前までは」
　蛇口から落ちる水が、シンクの上を、舐なめるようにして流れていく。
「桐崎さんと会ってから、クギちゃん変わった。あんまり、苛々してないように見えた。……だからわたし、全部じゃないけど、それでも少し、何かが救われたんだって思った。クギちゃんにとっての、怒いかりになる何かが。
　……ねえ、気付いてる？」
　りんは、鍋を置くと、こちらを向いて、微笑んだ。
「──クギちゃんね、よく笑うようになったんだよ」
「……そうか？」
「うん。わたしが会った頃に比べると、ずっと。だからわたし、嬉しいんだ」
　前を向くと、コップを手にとって言う。
「クギちゃんが桐崎さんと出会って、幸せになれたなら、すごく──嬉しいの」
「……なんで、」
　オレは息をつき、わずかに苦くし笑ようした。
「なんで、オレが幸せになると、お前が嬉しいんだよ」
「……なんでかな」
　首を傾げて、りんは照れくさそうに、笑った。
「わかんない。変だね、わたし」
「……ま、お前が変なのは前からだけどな」
「そうだね」
　オレは水道を止めると、タオルで手を拭き、
「でもまあ」
　りんの頭に、ゆっくりと載のせた。
「なんだかわからねえけど、ありがとよ」
「……うん」
「後──オレが変わったっていうなら、それは、桐崎のおかげだけじゃないかもな」
「うん？　どういうこと？」
「久遠、お前は、確かに変な奴だ」
「う、うん。そう何度も言われるとちょっと悲しくなるけど……」
「でもよ。お前のそういう変なところ、オレはすげぇと思うぜ」
　りんは、目をしばたたかせて、オレを見上げた。
「……そう？」
「ああ。お前は、それで結構、色んなもんに力与あたえてんだ。オレとかな」
「で、でもわたしなんて、そんな……」
「お前の言葉は、時々、思ってもみない方向から飛んでくる」
　オレは、少しだけ笑った。
「──でもそれが、案外悪くねぇもんなんだよ」
「クギちゃん……」
　りんは、目を閉じて、「……うん、ありがとう」と呟いた。
「乃の出でさん」
　その時、不意に声がかかり、オレは振り返かえった。桐崎が、立っている。
「どうした？　桐崎。アンネはどうした」
「かなりお酒を飲まれたらしく、机に突つっ伏ぷして寝ねてしまいました」
　今度はあいつかよ……。
「それよりも、少しこちらへ」
「？　どうした？」
　桐崎が目配せするのに、オレはそれが示し唆さするものに気付く。短く「……分かった」と返して、
「りん、悪いな。後もうちょっとだから、頼たのんでいいか？」
「あ、うん。分かった」
「悪いな」
　そう言って後を任せると、桐崎と共に部屋の隅すみへと行った。窓まど際ぎわへと寄る。
「どうした、桐崎」
「下を見てくれ。自分の体が出ないようにだ」
　言われた通り、オレは、外を覗のぞいた。埃ほこりで汚れて見み辛づらいものの、すっかり闇やみに染まった表の通りが見える。人通りはなく、道に停とめた車の前にしゃがみこんでいる男が一人いるだけだった。時折、車体の下を覗きこんでいるので、故障でもしたのかもしれない。
「なんもないじゃねえか」
「いるだろう、そこに。怪あやしい奴が」
「ああ？　誰もいねえぞ」
「男が一人いないか？」
「いや、いるけど。車の前の奴だろ。でもお前、警けい戒かいし過ぎだって。大方、エンジンの調子か何かが悪いんじゃないのか」
　立ち上がり、腕を組んで首を傾げる男を見て、オレはそう言った。
「……その男な。先ほどから、わずかだがこちらの様子を窺っている」
「あ？　そうか？」
　桐崎は軽く頷くが、とてもそうは思えない。
「もちろん、そうしょっちゅうではないし、動きもほんのわずかだ。私が気付いたのも偶ぐう然ぜんだろう。注視しなければ分からない」
「……ふむ」
　そう言うんだったら、そうなんだろうが……正直、オレには分からん。桐崎が適当なことを言う人間でないことは知っているものの、だからと言ってそれで『そうだ怪しい！』と思えるわけじゃない。
「勘かん違ちがいじゃないのか？」
「だったらいいんだがな。……私は少し様子を見てくる」
　言って、桐崎はその場を離れようとした。
「おい、だったらオレも行くよ」
「いや、貴様はいい。ここにいてくれ」
「なんでだよ。もしあいつが例の殺人鬼だったら、お前一人じゃ危なくねえか？　まあ、余計な世話かもしれねえけどよ」
「そういうつもりで言ったんじゃない。とにかく、貴様はここにいるんだ。いいな」
　やけにしつこく待機を命じてくるので、オレはさすがに怪訝に思う。りんのことを心配しているのだとしても、今危ないのは、どっちかと言えば外の方だろう。
「……お前、なんか隠してないか？」
　オレの質問に、桐崎は押おし黙だまった。だがやがて、小さく言う。
「隠しているわけじゃない。だが、少々気になることがあるだけだ」
「なにが気になってるって？」
　そう問いかけても、答えない。オレはしばらくそのまま桐崎と顔を見合わせていたが、やがて、短く息をついた。
「分かった。じゃあ、とりあえずハルに連れん絡らくをとろう。どっちにしろ、お前が怪しいって睨んでいる人間を、放っておくわけにはいかないしな」
　しばらく考えるように唇に指を当てていた桐崎だったが、やがて、「……うむ。そうだな」と言った。
　そうとなれば、話は早い。オレは、ハルから渡わたされたオルリア国内で使える携けい帯たい電話を取り出すと、メモリに一件だけ載っている番号へかけた。コール音は一度だけ。
『どうしました』
「ハル、今な、アンネ──ああ、アンネっつーのは」
『把は握あくしています。先を続けて下さい』
「分かった。今、アンネの家にいるんだが、外に──」
　その瞬間、後ろから、思い切り引っ張られた。
「うおわ!?」
「こらぁ、クギト！　レディを差し置いてなに電話してるのー？」
　アンネが、オレの首に手を回して、背後から羽は交がい締じめにしてくる。
「やめろバカ！　今それどころじゃねえ！」
「なによぉ、おっぱい当ててるんだから反応してもいいじゃない。結構大きいでしょ？　ワタシの」
「ほんとに空気読めお前は！　こら！　やめろ！　やめ──」
「クギト！」
　桐崎の言葉に、はっとする。慌てて窓ガラスを見ると──、車を残して男の姿が消えていた。気付かれるかもしれないと思ったのだろう。
「しまった！」
「仕方ない……！　まだ遅おそくはないはずだ。私は奴を追う！　いいか、貴様はここにいろ！」
　桐崎は、そう言い残すと、ドアを開けて出て行った。だが、そう言われても、桐崎を独りで向かわせるわけにはいかないだろう。相手は尋じん常じようならざる能力の持ち主かもしれない。あいつを信用しているわけじゃないが、もしもという時もある。
「ああ、畜ちく生しよう！　アンネ、お前、後で覚えてろよ！」
「オー、【飼かい猫ねこも三日で恩を仇あだで返す】だねー」
　わけのわからんことをほざいているアンネを振りほどくと、オレは桐崎に続いて玄げん関かんの戸に手をかけ、
「久遠！」
「え？　なに？」
　まだ洗い物をしているりんに向かって叫んだ。
「いいか！　オレたちが帰ってくるまで、ドアに鍵かぎを閉めて、絶対に外へ出るな！」
「ど、どうして？」
「いいから！　約束してくれ！」
　りんは戸と惑まどいながらも、オレの切せつ迫ぱくした様子に何かを感じ取ったのか、
「う……うん。分かった」
　と頷いた。
「よし！」
　オレはドアを跳はね開けると、つんのめるようにして廊ろう下かへ出た。奴は既すでに階段を下りている。慌てて追いかけていった。
　半ば飛び下りるようにして地面に着地すると、薄うす闇やみに桐崎の背中が見えた。街灯の少ない道だ。あいつの超ちよ感うか覚んかくに頼たよるしかない。
　しばらくそのまま走ると、桐崎が路地裏へと入った。オレもそのままついて行き、角を曲がりきったところで足を止める。
　薄闇の中、オレたちの前に、男が居た。
　スーツを着た、サラリーマン風の人物だ。だらりと腕うでを下げ、隙だらけのようにも見えた。
「……こいつが、犯人なのか？」
　見たところ、普ふ通つうのおっさんに見えるが。オレの声に、桐崎は顔だけをこちらに向けて声を上げた。
「クギト、どうして来た!?」
「いや、そんなこと言われても……」
　なにをそんなに焦あせってるんだ。
「今すぐ帰るんだ。【組織】の連中を信用するな」
「おい、さっきからなんなんだよ。いやまあ、そりゃ、お前の言いたいことも分かるけどよ。今、そんなこと言ってる場合じゃねえだろ。目の前に犯人がいるんだからよ」
　桐崎はその言葉に、一いつ瞬しゆん、迷うような素そ振ぶりを見せた。だが、やがて息をつくと、前を向く。
「……仕方ない。手早く済ませる。だが油断するな。殺人鬼が殺人鬼に相応ふさわしい姿をしていることなどありえない」
「……まあ、そりゃそうだが」
　お前もそうだったしな。
「──」
　男がなにかを言った。ドイツ語だ。
「なんだって？」
「早口で聞き取れん。何かを問とい質ただしている気もするが……」
「──。──？　──」
　身み振ぶり手振りを交えて、男は静かに言葉を続ける。
「なんだ。追ってきたのがオレたちみたいな子どもだから驚いてるのか？」
「いや、それはないだろう。こいつが殺人鬼だとしたら、私たちの正体などとっくにお見通しのはずだ」
「だったら、なにを──」
　オレが口を開いた瞬間だった。男は懐ふところに手を入れると、何かを取り出した。あまりに素早い動きで、把握出来ない。が、桐崎の声が飛んだ。
「クギト、伏ふせろ！」
　咄嗟に反応しようとするも、間に合わなかった。がなり立てるような音と共に、オレの額が熱くなる。そう思った時にはもう、ショックで地面に倒れていた。
「くそ！」
　男が笑う。嘲あざけるように。だが、
「……いきなり面おも白しろいことしてくれんじゃねえか」
　オレは、くらくらする頭を押さえながら、立ち上がった。傷が、シュウシュウと音を立てて塞ふさがり、内部に抉えぐりこんでいた弾だん丸がんを吐はき出す。かちん、という乾かわいた音が鳴った。
「──!?」
　驚きよ愕うがくしたような顔で、男は、手に持った何か──もう、そんな表現をする必要もない。はっきりと視界に映っている。銃じゆうだ。あまりに非現実的で、玩具おもちやだと思ってしまいそうになるが、ここは日本じゃない。正しよう真しん正しよ銘うめい、本物の拳けん銃じゆうだろう。
「っ！」
　男がオレへ向かって引ひき鉄がねを絞しぼる。どんっ、という鈍にぶい衝しよ撃うげきがあり、オレは思わずたじろいだ。が、今度は立ったままだ。すぐに傷が塞がり始め、やはり弾丸が落ちる。にしても、初めて喰くらったけどいってぇな。異物感もすげえ。日本に銃じゆ刀うと法うほうがあってよかったぜ。こんなもん、何度も受けて気持ちのいいもんじゃねえ。
「？　──!?」
　何事かを叫びながら、男は自分の銃を見下ろした。故障かと思ってるのだろう。
「惜おしいな、そっちじゃねえ」
　オレは口くち端はしを上げた。
「──壊こわれてるのは、オレの体の方さ」
「覚かく悟ごの決め時だ、殺人鬼！」
　桐崎がスカートを撥ね上あげる。ふわりと舞まうように浮うかぶ薄布の生き地じ。おなじみのクマさん印のパンツが顔を覗かせ、伸のびた指先がホルスターに収められたナイフの柄に触さわる。
　そう思った時にはもう、銀光が闇やみ夜よを切きり裂さき、男の顔へ向かって行った。
「──っ！」
　男は咄嗟に、低く後ろへと跳とんだ。だがそれが、桐崎の狙いだったらしい。一歩踏ふみ出すと同時、男の懐へと入る。相手の体は、空中にあって無防備だ。慌てたように、銃を向けるものの──、
「フッ──っ！」
　吐と息いきを一つ、甲かん高だかい音が鳴る。男の手から銃が弾はじき飛び、宙で回転すると、そのまま地面へと落ちた。
「クギト！」
「あいよぉ！」
　オレは滑すべり込むようにすると、それを掴つかみ、そのまま男の着地する場所とは逆方向に投げた。動こうとする男の腹に、桐崎の蹴けりが決まる。くぐもった声を漏もらし、後ろへと吹ふっ飛んだ。そのまま走ると、跳ちよ躍うやくし、桐崎は男の腹を足で押さえつけた。
「──っ！」
　苦しげな悲鳴を上げた相手の喉のど下に、桐崎は、ナイフの切っ先を突きつけていた。
「……動くな。動くと切る」
　日本語で言ったものの、なんとなく台詞せりふが意図するところを読んだのだろう。男が頷いた。
　……なんか、随ずい分ぶんとあっさり片付いたな。
「──！　──！　──っ！」
　男は、桐崎の足の下で、しきりに何かを叫さけんでいた。なんだ、命いの乞ちごいか？
「クギト、ハルをここに呼べ」
「あ？　あ、ああ」
　オレは、携帯電話を取り出そうとして、
「もう来ています」
「ぬお!?」
　思わず遠えん慮りよのない声を出してしまった。まるで気配もなく現れたハルが、つかつかと、男の方へと近づく。
「ハル、この男、なにか言っているようだが、私には分からん。通訳してもらえると助かる」
「分かりました」
　ハルはしゃがみこむと、突とつ然ぜん、姿を見せた第三者に対して警戒するような視線を向ける男に向かって、
「──？」
　と短く訊きいた。男が、目を見開く。
「──、──、──、──？」
　続けて、質問を重ねるハル。それに対して、男が、
「──」
　と答えた。
「…………」
「おい、どうしたハル」
「少々お待ちを」
　そうオレを制止して、更さらに、
「──？」
　と問いを投げかけた。すると、
「──！　──、──、──！」
　突然、男が動どう揺ようしたような素振りを見せて、大きく首を振ふり始めた。何かを言い訳するように、言葉を並べていく。しばらくそれを聞いていたハルは、やがて、
「……分かりました」
　と日本語で言ってから、ドイツ語でも続けた。男は息をつくと、安心したようにそのままの状態で、寝ね転ころんだ。
「なんだ？　なに言ってんだ？」
　ハルは、それにしてはまったく変わらぬ表情で、淡たん々たんと言った。
「──この男は、殺人鬼ではありませんよ」
「……なに？」
「ど、どういうことだ？」
「とりあえず、桐崎恭子、ナイフを収めてください」
　言われた通り、得物をホルスターに収め、足をどけた桐崎へ、ハルが口を開いた。
「今、話しましたが、この男は、殺人鬼がターゲットとして狙っていた犯罪集団の幹部、その部下だそうです」
「……なんだと？」
「ボスに頼まれて、監視をしていたのだと言っています」
「そんなもん、どうやって証明する？」
　当然の疑問を口にするオレへ、ハルは頷いた。
「もし嘘うそだと思うなら、番号を教えるから、この男が属する組織へ電話して確かめて欲ほしいと言っています。そんなすぐバレるような言い訳をするとは思えません」
「……いや、そりゃそうだけどよ。だったら、なんでこいつはオレたちを監視してたんだ？」
「この男が見張っていたのは、貴方あなたがたではありません」
「なに……？」
　オレが、訝いぶかしげな声を出す。
「でもオレも、桐崎も、視線を感じて──」
「それは犯人のものでしょう。ですがこの男のものではありません」
　ハルは、わずかに間を置いてから、こう言った。
「この男が言うには、彼かれが見張っていたのは──」
　その、瞬間。
「クギト！」
　桐崎がオレの頭を押さえつけ、視界が急速に落ちていく。なにすんだ、と言おうとしてオレは愕がく然ぜんとなった。
　オレたちの前方──つまり路地裏の入り口から、吼ほえるような音が聞こえた。
「──！」
　そして、男の悲鳴が聞こえたのだ。
「くそっ──！」
　桐崎が舌打ちして、体を起こす。オレも、ほぼ同時に振り返り──瞠どう目もくした。
　男が、死んでいた。正確に、胸を撃うち抜ぬかれて。
　そして。
「あーあ、バレちゃった」
　今、この場で、最も聞きたくなかった声がした。
「せっかく逃にげる時間あげたのに、ドジだねー」
　オレは、ゆっくりと──振り返る。
「……こういうの、日本語でなんて言うんだっけ？」
　そいつは、楽しそうに笑いながら。
「そうだ──【馬ば鹿かは、死んでも、地じ獄ごく行き】だ」
　間ま違ちがった、ことわざを吐いた。
「……お前」
「おまけに余計なことまで言っちゃってさ。せっかく、当日まで上う手まいこと誤ご魔ま化かしてたのになぁ。どうせなら、現場で殺し合いたいもんね」
　そう言ってウインクすると、そいつは、ゆっくりと、その手に持った凶きよ器うき──二挺ちようの銃を、持ち上げる。
「まあ、いいか。ちょっと予定は狂くるっちゃったけど──目もく撃げき者しやは、消しとこう」
　その、冷たく闇を照り返す銃じゆ口うこうの向こうにある顔へ、オレは叫んだ。
「──アンネッ！　お前、どうして！」
「……どうしてって」
　小首を傾かしげて、無む邪じや気きに笑いながら──そいつ、アンネ＝ルドシィークは言った。
「決まってるじゃない、クギト。……ワタシが、殺人鬼だからだよ」
「……やはりか」
　オレは、桐崎の顔を覗き見みた。まるで、こうなることが分かっていたかのような表情をしている。あまりにも信じ難がたい真実に対して、桐崎は、あまりにも冷静だった。
「桐崎、お前……」
　問いかけようとした刹せつ那な、急に桐崎が目を見開いた。
「っ！」
　オレの首根っこを掴むと、左へ跳ぶ。発はつ砲ぽう音おん。弾丸が、壁かべを抉った。
「……アンネ＝ルドシィーク。そちらから現れて頂けるとは好都合でした」
　それを見計らったように前へ出ると、ハルが、懐から回転式の拳銃──リボルバーと呼ばれるそれを抜き払はらった。
「こちら側でも貴方は既に容疑者としての線上に上がっています。無む駄だな抵てい抗こうはやめることです」
「……へぇ」
　少しの動揺もなく、アンネは口端を上げる。ハルは、ゆっくりと銃口を向けた。それと同時に、アンネの背後からどこに隠れていたのか、次々と男たちが現れる。彼らは揃そろったような動きで銃を抜き払った。
「ハル、お前──知ってたのか？」
「ええ。ですが直接の証しよ拠うこがない為ため、黙っていました。貴方がたとの戦いでそれを確定させ、もし任務に失敗した時にはこちらから踏み込もうと思っていたところです」
「…………」
「分かっているとは思いますが、彼かの女じよがこれで投降するとは思えません。私どもに出来るのは牽けん制せいだけです。後はお願いします」
[image: 画像]
　だが、ハルの台詞に、アンネは甲高く笑った。
「あなたが【組織】っていう日本の【ヒミツソシキ】の人間なんだ。……でも、それは無理じゃないかなー」
「どういうことです？」
「こういうこと」
　アンネはそう言って、わずかに腰を屈かがめると、背後にある【モノ】を掴み上げた。
「見えるかなー？　これ」
「……！」
　オレは、アンネがオレたちへ向かって突き出したそれを見て──、体が固まった。その手に、軽々と持ち上げられているのは、間違いない。
「久遠、りん……！」
　そうだ。……それは、まるで眠ねむるようにしてぐったりと頭をもたげているりんだった。
「アンネ、てめえ！」
「ワタシに手を出すと、リンがどうなるか分からないよー？　ああ、これ、日本のアニメでもあるよね。ワルモノは、こうするんでしょ？」
　そう言って、アンネは、りんのこめかみに銃口を突きつけた。
「く……っ！」
　卑ひき怯ようだ、などと言っても無駄だ。全すべては判断を誤ったオレたちの責任だった。
「ハル、撃つなよ！」
「…………」
　ハルが、オレの言葉など初めから聞く気はないというように、引鉄を絞ろうとする。だからオレは、重ねて叫んだ。
「お前らは久遠の安全を絶対に保障すると約束した！　それは守ってもらうぞ！」
「……。分かりました」
　間を空けたものの、ハルは頷くと、リボルバーを懐へと仕し舞まう。それを見たアンネは笑い、
「それじゃ、ついてこないでね。まあ、鬼おにごっこがしたいなら、ワタシが逃げて十秒後に走ってくればいいよ。ここじゃどうにも戦い辛くてね。それじゃっ！」
　そう言い残すと、踵を返し、走り出した。
「ハル、てめえ、なにしてた！」
　オレは、ハルの襟えり首くびを掴んで睨にらみつける。
「ちゃんと久遠のこと見てたのか!?」
「……警備は万ばん全ぜんでした。敵の──アンネ＝ルドシィークの能力が予想以上だったと言えるでしょう」
「そんな言い訳が通じると思ってんのか!?」
「なにを言われても仕方ありません。今回ばかりはこちらの不ふ手て際ぎわです」
「……てめえ」
　その落おち着つき払った態度に、オレは、一つの疑念を覚える。
「てめえ、もしかして、わざとやったんじゃねえだろうな」
「…………」
「旅行の前、りんの存在がどうとか言ってたもんな。それを確かめようと、わざと手を抜いた。そうじゃねえのか？」
　その言葉に、ハルは、なにも答えない。だがその代わりに、こう言った。
「……貴方も、存外、頭は悪くないようですね」
「……っ！」
　腹の底から、どす黒く、熱い何かが涌わきあがってくる。オレは、思わず拳こぶしを握にぎり固めた。だがその時、
「クギト、落ち着け！」
　桐崎が、オレの腕を掴んだ。
「起こってしまったことを責めてもなんにもならない！　問題はこれからだ！」
「……くそ！」
　確かに、桐崎の言う通りだった。オレは、ハルの手を離はなす。
「行くぞクギト！　どんな理由があろうと、アンネを止める！」
「……ああ、分かったよ！」
　オレは頷うなずくと、桐崎と共に路地裏を飛び出した。遠方に、アンネの背中が見える。
「……クギト、私は貴様に謝あやまらなければならない」
「あ？　なにをだ？」
　走りながら、桐崎は、悔くやむように下したく唇ちびるを噛かみ締めた。
「今回の事態は、私が招いたことでもある」
「……なんだって？」
　思わず桐崎の方を向く。
「二つの可能性があった。一つは今消えた。いや、元より一番怪しいのは彼女だったんだ。それを確かめる機会を延ばしていた私の責任だ」
「……お前、殺人鬼がアンネだって気付いてたのか？」
「クギト、アンネの家で、私が臭におうと言ったことを覚えているか？」
「あ、ああ。でもあれはオーブンが焦こげたやつで……」
「それに紛まぎれて、確かに漂ただよってたんだよ。──硝しよ煙うえんの臭いがな」
　オレは目を見開く。桐崎は続けた。
「だがこの国では、護身用に銃じゆ器うき類を保有及および携帯することを、法律上で認めている。だから私も、そういった目的で使用されたのだと思っていた。街中で銃じゆ撃うげ戦きせんが行われるようなところだ。無理もあるまいと。だから──」
　と、そこまで言ったところで、桐崎は口をつぐむ。そして、「いや……」と首を振る。
「違うかもしれないな」
　アンネはオレたちの方を見ると、ついてきているのを確かめて、足を止めた。そして一瞬、見上げた後──一つの建物の中へと入る。
「……私は、認めたくなかっただけかもしれない」
　オレたちはそれについて、扉とびらの前まで辿たどり着く。
「神父の話を聞いてから、それとなく、こういうことなのではないかと考えて、それでも──」
　桐崎は、現実を嘆なげくように、弱々しく言った。
「……それでも、そうではないと、信じていたかった」
　闇の中に浮かぶその建物は、昼間見た時よりずっと、不気味に見える。
「そんな救われない話など、もう私だけで充じゆ分うぶんなのだと、そう思っていたんだ──」
　呟つぶやくようなその声は、吹いてきた冷たい風に、掻かき消えていった。
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　飛び込んだ先は、不気味な程ほどの静せい寂じやくに包まれていた。
　室内は、薄黒の衣ころもを纏まとっている。だが、完全な闇というわけではなく、前方から降ふり注ぐ月明りが、わずかに世界を浮かび上がらせていた。
　その、仄ほのかな光を通すステンドグラスを背に──アンネは立っている。
「……来たんだ」
「当たり前だ」
　オレは、桐きり崎さきと共に、近付こうと歩いていく。
「動かないで」
「……！」
　だが、アンネが抱きかかえたりんに銃口を向けたのを見て──、足を止める。
「そう急がないで。少しお話ししない？　日本でも、【急がば踊おどれ】って言うでしょ？」
「……回れだ」
　桐崎の言葉に、くすくすと笑いながら、
「そうだったね。本当、日本語って面白いなぁ」
「アンネ……！　なんで、こんなことをしてる!?」
「こんなこと？……ああ、りんを人ひと質じちにとったこと？」
「違う！　お前がやったこと全部だ！」
「オー、そっちか」
　肩かたを竦め、アンネは、ゆっくりと唇くちびるを、弓ゆみ形がたに曲げていく。
「決まってるじゃない。ヒーローは悪を倒すものだよ。この銃の名前、知ってる？　グロッグって言うんだよ。カッコいいよね。銃って、ヒーローにはぴったりの武器だと思うんだ」
　陶とう酔すいするようなその台詞へ、桐崎は吐き捨すてるように言った。
「貴様のやっていることは、ただの自己満足だ。それに、本当はそんな気などないのだろう」
「……キョウコ、いつもと喋しやべり方かたが違うね。いや、そっちが本ほん性しようかな？　面白いな。ねえ、君たちって、【組織】の一員なんでしょ？　まだ子どもなのに、どうしてそんなことしてるの？」
「話を逸そらすな！」
　オレの叫びに黙り、アンネはわずかに笑いを漏らした。
「熱いなあ。まるでアニメの主人公みたいね。格好かつこういい」
「……なんのつもりでこんなことしている。社会正義などではないのだろう」
「やっぱり分かっちゃうか」
　口笛を吹いて、アンネが尋たずねる。
「となると──もしかして、キョウコも、ワタシと【同類】なのかな」
「…………」
　桐崎が呟いた。苦しげに、吐き出すかのように。
「やはり、か──」
　オレは、そちらの方を気にしながらも、アンネに尋ねた。
「……アンネ、お前が殺すのは悪人だけじゃなかったのか？」
「そうだよ？」
「じゃあ、久く遠おんは放してやってくれ。そいつは関係ないだろう」
「…………」
　アンネはりんを見下ろして、ぽつりと言った。
「……そうだね。リンはとてもいい子だ。今まで会った人間の中で、一番かもしれない。明るくて、優しくて、純じゆ粋んすいで──羨うらやましいって思ったな」
「だったら！」
「ごめんね、クギト」
　再びオレの方を向くと、アンネは目を細めた。
「それでもワタシは、貴方たちが大人しく帰らないっていうなら、リンを傷つけなきゃならなくなる。ワタシはそういう人間なの。そうやって、色んなものを傷つけて、殺して、今まで生きてきたの」
「お前……」
「ワタシだって、こんなことはしたくないよ。リンは、初めて会ったのに、もう何年も前から友達だったみたいに、とても親しくしてくれたんだ。ワタシ、トモダチって呼べる人がいないからさ。……本当にうれしかった」
「それでも……それでも、やるっていうのか!?」
「うん。仕方ないよね。ワタシは、まだ、捕つかまる気はないからさ」
　引鉄に指をかけ、アンネは挑ちよ発うは的つてきに口端を歪ゆがめる。
「さあ、どうするの？　大人しく帰る？　それとも──抵抗をして、大切なトモダチがひどい目に遭あってもいいのかな？」
「……！」
　くそ、とオレは心中で毒づいた。一体、どうすりゃいいんだ……!?

　頭の中がごちゃごちゃになって、何も纏まらない。こうして時間をかければかけるほど状じよう況きようはどんどん悪くなってくる。それでも焦りだけが先んじた。一いつ旦たん退くべきなのか。どっちをとる。どっちだ──
　どっちが、正解なんだ……!?

「時間はそんなにあげないよ。もうワタシの方がジレちゃって、うっかり引ひき鉄がねを引いちゃうかもしれないねえ……！」
「やめろ！」
　まずい。アンネの言葉が本気であることは、分かっていた。考えろ。考えろ。考えろ！
　りんだけは巻き込みたくはなかった。オレの勝手にやったこと。桐崎が自分で決めたこと。だがりんは何も関係ない。あいつは──あいつだけは、こっちに関かかわらせちゃいけないんだ。それが、なんでこんなことに！
「くそったれ……！」
　そう、オレが思わず口走った瞬間だった。
「──クギト！」
　まるでオレの脳みそを打うち抜くような、桐崎の言葉が響ひびいた。
「焦るな！　迷うな！　惑まどわされるな！　敵の与えた選せん択たく肢しだけに固こ執しつして、周りが見えなくなってどうする！　貴様らしくないぞ！」
「……桐崎」
「いつだって、そうだっただろう」
　こんな状況でも、不敵に笑いながら、桐崎は言った。
「貴様は──いや、私たちは、全部、自分で決めるんだ」
「…………」
　急速に、体の中が冷えていくのを感じていた。……そうだ。オレたちを貶おとしめようとする奴の、投げかけた問いだけに答えを求めてどうする。
「……アンネ、申し訳ないが、結果がどうあれ選択肢は自分達で作る。それがクギトと決めたこと」
　桐崎が、言った。
「それが──私達の掴んだ答えなんだ！」
　足を踏み出す。同時に、その手から銀光が飛んだ。
「っ！」
　アンネが、思わずりんを掴んでいた手を離した。その甲こうには深々と、細長い金属の──以前、桐崎が使っていたスローイングナイフと呼ばれるそれが刺ささっている。
「──っ！」
　ドイツ語で罵ののしるような声を上げると、アンネは慌てたように左手の銃口を向けようとした。だが、それよりも早く、桐崎は動いている。
「……くっ！」
　その方向に合わせて、引鉄を絞った。だが、銃じゆ弾うだんは桐崎のわずか左を穿うがつ。長なが椅い子すの一部が吹き飛んだ。次に右。かろうじてそこを転がって避よけた桐崎は、アンネを見み据すえた。その口元に、微びし笑ようが浮かぶ。その瞬間、桐崎は何の躊躇ためらいもなく走り出した。連続する発砲音。しかし、そのどれもが、まるで桐崎を避けるかのように逸れていく。……いや、そうじゃない。銃弾が桐崎を避けているんじゃない。
　桐崎が──銃弾を避けているんだ。
「キョウコ、まさか──軌き道どうを読んでるの!?」
　わずかな焦りと、しかしどこか楽しげな口調を織り交ぜて、アンネが叫ぶ。
「貴様は発はつ砲ぽうする瞬間、ほんのわずかではあるが目を細める癖くせがあるな。右なら右、左なら左。後は銃口の動きさえ読めば、この距きよ離りでなら当たることはない！」
「……そんなワタシでも知らなかったようなこと、今の短い間に気付いたってわけ？」
　階段を駆かけ上がってきた桐崎へ向けて何発か撃つと、柵さくに足をかけた。
「タダモノじゃないね、君！」
　死線を掻かい潜くぐり、桐崎の薙ないだ刃はが届く寸前。アンネは高らかに跳んだ。
「クギト、今だ！」
　言われるより先に、オレは走り出していた。桐崎とは逆に右から階段を上がると、倒れているりんに駆け寄よる。抱だき起おこして様子を確かめるが、特に傷などは見当たらなかった。
「桐崎、大だい丈じよ夫うぶだ！」
「分かった！」
　桐崎は遠慮なく飛んでくる弾丸の嵐あらしに身を低くし、アンネが弾だん倉そうを交こう換かんしている隙すきをついて、同じく跳んだ。着地と同時に相手は装そう填てん完かん了りよう、再び二挺の拳銃が吼える。桐崎の尋常ならざる動き。だがそれに即そく座ざについていくアンネの動体視力と反射神経。どちらも現実とは思えない能力をもった者同士の戦いだった。
「いいね、キョウコ。君の技わざ、動き、ゾクゾクしちゃう」
　心底嬉うれしそうに、アンネが言った。
「一方的に殺すより、こうやってじりじり追おい詰つめた方が面白いこともあるんだねぇ！　ねえ、君もそう思うでしょ!?」
「……残念ながら、答えはノーだ」
　桐崎は、吐き捨てるように言った。
「そう？　まあ、いいかな。ほらほら、躍って躍って！」
　立て続けに鳴なり響く銃じゆ声うせい。桐崎は必要最低限の動きでそれをかわしていく。そういった遣やり取とりが何度も続いた後、不意に、アンネが言った。
「ねえ、キョウコ、せっかく御お互たがいのことは分かったんだし、ちょっと昔話でもしようか！」
生死を賭かけたやりとりをしているにも拘かかわらず、まるでそれを楽しんでいるかのように口元に微笑を浮かべている。
「結構だ！」
「そんなこと言わないでさ！　キョウコには是ぜ非ひ聞いて欲しいし！　ね、ワタシさぁ」
　弾丸を掻い潜る桐崎の猛もう攻こうをかわしながら、アンネは口を開く。
「ママもパパもいないんだよね。小さい頃に死んでさ！」
「……知っている。それで、ここの神父に引き取られたのだろう！」
　ナイフの切っ先が、アンネの前まえ髪がみを裂く。完全に得物を振り払ったその隙をついて、アンネが銃口を向けた。
「そうそう。神父様に聞いたんだ。それじゃ、話が早いかな。ねえ、どうしてワタシのパパとママ、死んだんだと思う？」
　発砲。桐崎は咄とつ嗟さに床ゆかを蹴って後方へと体勢を崩くずし、倒れこむようにして下がると、弾丸をやり過ごして後、手をついて宙に舞った。着地してすぐ、ナイフを構える。
「……今までの情報を統合するに、なにかの事件に巻き込まれたのか？」
「合格。……じゃなかった。この場合は、正解、かな？」
　アンネの口調は、子どものようにはしゃいでいるように見える。だが、今、その根底にあるのは──正体の知れぬ、おぞましさだけが際きわ立だつ感情だった。
「──ワタシのパパとママね、とても優しかったの。ママはいつも美お味いしいお菓か子しを作ってくれるし、パパはどんなに忙いそがしくても毎日、ワタシのために飛んで帰って来てくれて、疲つかれてるのに、一いつ緒しよに遊んでくれた。まだ子どもだったし、難しいことは分からなかったけど、でも、ワタシは多分──そういうのが、【シアワセ】って言うんだろうって、そう思ってた。そう……ワタシはね、シアワセだったの」
　噛み締しめるようにそう言って、アンネは続けた。
「でもある日、その【シアワセ】は、突然に壊れちゃった。パパはね、偶然ギャング同士の抗こう争そうに巻き込まれて──あっさり死んでしまったの」
「…………」
「ママはね、それからおかしくなっちゃった。もう帰ってこないのに、毎日、玄関に行ってパパがドアを開けるの待ってるの。ずっとずっと。一日中。それでワタシがパパは死んだんだよって言うとね、ひどく殴なぐるの。そんなわけない。そんなわけないって」
　淡々と。まるで、読み終わってしまった物語をそらんじるように。
「その後、ママは、自殺しちゃった。朝起きるとね。天てん井じようから、ママがぶら下がってるのよ。ゆらゆら、ゆらゆらって、まるで風に揺ゆれる葉っぱみたいに。おかしいのよ。その時ワタシ、どう思ったと思う？　悲しい、とか、そんなんじゃないの。ああ、これで、ママのお菓子は一生食べられないんだって。そんなことばっかり、ずっと考えてたんだ」
　それでもくすくすと、どこかが壊れてしまったかのように、笑いを漏らす。
「……それで、ワタシは、独りになっちゃった」
　オレは、奥おく歯ばを噛み締めた。……これまでずっとだ。オレが会ってきた奴やつ。全て。闇を抱かかえ込んでいる。自分じゃ、どうしようも出来ない闇を。あまりにも、理り不ふ尽じんな程に。
　……しかし。
「まぁ──そんなのは、ただの【キッカケ】なんだけどね」
　その言葉に、オレは目を見開いた。アンネはオレを見上げ、歪んだ笑えみを浮かべる。
「あぁ、両親を殺されたからって犯罪者を殺すようになったって、そう思った？　それはちょっと陳ちん腐ぷ過ぎるよクギト。ありきたりで面白くもない。違ちがう。全然違うんだよ」
　そして、言う。
「ワタシはね、クギト──初めから、【そう】だったの」
　桐崎へ向けているのとは別の銃を、自分のこめかみに向けた。
「ワタシはね、小さい頃から、生き物が血を流すのを見るのが楽しくてしょうがなかった。我が慢まん出来ないの。どうしても。だから、虫、鼠ねずみ、猫、犬、鳥、なんでも殺したわ。ワタシの力で誰だれかが傷つくのを、見たくて見たくて仕方なかった。そのために銃の訓練もしたわ。パパとママに隠れて。何度も何度も。……でもね、やっぱり、人は殺しちゃダメだと思ってた。パパやママが大好きだから。ワタシが殺す誰かもまた、誰かのパパやママかもしれない。そう思うと、殺せなかった」
　でもね──と、続ける。
「パパがあいつらに殺されてしばらくした時、ワタシ、気付いたんだ。ワタシだけが奪うばわれて、それでも我慢しなきゃいけないのは、おかしいんじゃないかって」
「アンネ、お前──」
「あんな最低な奴らなら、もう、殺しても構わないんじゃないかって！」
　銃を離し、だらりと下げた。
「……だから【悪】だけを殺すようになった。そうして知ったの。私はどうしようもなく人を殺すのが好き。人が苦しんでいる顔を見るのが好き。どうしようもなく楽しいのよ。銃で誰かを撃ち殺ころすのが。だからもう止まらない。止めるつもりはない」
　そして、伏せていた顔を上げ、唇を歪めたまま、桐崎へ向かって叫んだ。
「ヒトを殺す理由なんてない。楽しいから、気持ちいいからやるんだ。楽しいんだよ！　どうしようもなく！」
　口調が、獰どう猛もうなそれへと変わっていく。狂きよ気うきを帯びたものへと。
「分かるだろう、キョウコ──オマエも！」
　そして銃口を向けると、アンネは、壊れたような笑いを奏かなでた。
「ハハ、ハハハハ、アハハハハハハハ！」
「……中々、人間観察に長たけているじゃないか」
　桐崎が、口端を上げた。まるで自分と、そして、アンネを皮肉るように。
「そうだな──私は確かに、貴様と【同類】だ！」
　桐崎がそう言った瞬間、発砲音が連続した。それをわずかな動きで避けて、接近する。ナイフが空を走るが、アンネは半歩退いて切っ先から逃のがれた。同時に持ち上げた銃口が桐崎を狙ねらう。しかし、咄嗟に反応した桐崎の得物が、銃じゆ身うしんを押し上げた。空撃ちした直後、そのままぎりぎりと近きん距きよ離りで押し合あう二人。アンネは構わず何度も発砲し、桐崎の頬ほおと肩を弾丸が掠かすめた。
「……ちっ！」
　桐崎が、横手に転がった。それをきっかけに距離をとるアンネに、間合いをとらせないため、桐崎が再び迫せまる。振り上げたナイフが顔面を狙うものの、銃口が咆ほう哮こうし、ナイフを弾き飛ばした。空中を舞う得物を掴もうとする桐崎の隙をつき、アンネが弾倉を宙へ放ほうり投なげる。そして連続して発砲した瞬間、桐崎の指がナイフの柄つかをからめとり、俊しゆ敏んびんな動きで体を屈めた。背後にあった壁が砕くだけ散ちる。
　アンネが跳躍し、弾倉を外した。そこへ丁度落下してきた弾倉を上からの叩たたき付けで装そう填てん、隙もなく撃ち続ける。桐崎は近付くタイミングが掴めず、回り込むようにして避けていく。だが着地した瞬間、待っていたとばかりに低く跳んだ。ナイフの切っ先が床を掠り、アンネへ向けて牙きばを剥むく。だが相手も予想していたのか、後ろに倒たおれこんだ。後少しの距離というところで、桐崎の得物は虚こ空くうを裂く。素す早ばやく体勢を整えて連撃を加えようとする桐崎、ほぼ同時に二つの銃口を持ち上げるアンネ──
　次の瞬間、互たがいの凶器は交差し合い、相手の鼻先で止まった。
「……ハハ、まるで映画みたい」
「とんだ茶番だ」
　オレは、激しい攻こう防ぼう戦せんを見つめながらも冷静に努め、状況を分ぶん析せきしていた。今、アンネと桐崎は、オレが立っている場所──二階の廊下部分──の斜ななめ下したにいる。息をついた。……二人の実力はほぼ同格だ。しかし、アンネの武器が銃である以上、桐崎が不利であることは間違いないだろう。だったら……そう、タイミングだ。オレがミスさえしなければ、チャンスはある。
「この状況、面白いけど、ちょっと疲れると思わない？」
「……同感だ」
「それじゃあ──」
　アンネが、笑う。
「そろそろ、終わりにしようか！」
　二挺の拳銃が、唸うなりを上げた。桐崎の肩から鮮せん血けつが散る。しかし、桐崎も吹き飛ぶと同時に、アンネの体を切り裂いていた。二人の距離が、離れる。だがダメージが大きいのは桐崎の方だ。立ち上がるのが遅い。
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「……さすがに強いな」
　アンネも胸から血を垂らしながら、それでも微かすかに笑った。
「でもね……それくらいじゃ、ワタシは倒せない。ハハッ──正義の味方は、簡単には倒れないんだ」
「……正義、か」
　嘲るような、小さな笑い。桐崎が、顔をしかめながら、ゆらりと立ち上がった。
「貴様の何ど処こに正義がある」
「……分かるだろう？　法律じゃ裁けない悪人を、ワタシは殺してるんだよ。日本にだって沢たく山さんそういうアニメや番組がある。正義の刃が悪を討うつ──って」
「そんなものは正義ではない。少なくとも私は、そう呼ばない」
　ナイフを握る。そして、意志の強い目で、アンネを睨み付つけた。
「貴様がやっているのは、ただの誤魔化しだ」
「……そうかもね」
　アンネが肩を竦すくめる。
「でも──誤魔化しでも、救われる人はいるんだよ」
「救われたいのは、自分だろう」
「…………」
「貴様はそれで、自分が救われるとでも思っているのだろう。だがな、そんなことはありえない。絶対に、ありえないんだ」
　アンネは口をつぐんだ。しばらくの後、冷たい目で、桐崎を見据えて言う。
「キョウコは、ワタシの【同類】だと思ってたけどね」
「ああ、【同類】さ──」
　桐崎が、強く、力の限りに叫んだ。
「だからこそ──貴様のやっていることに、反へ吐どが出るんだっ！」
　疾しつ走そう。アンネの眼前で身を躍おどらせると、ナイフを振り払った。アンネはそれを左手の銃で受け止めると、すかさず右手の銃を発砲する。だが桐崎はガードされた得物を軸じくに背後へ跳ぶと、着地すると同時に突きを繰くり出だした。しかし、素早く振り返ったアンネが右の引鉄を絞る。避けるために跳んだ桐崎だったが、そこへ追従するかのように左の凶器が火を吹いた。瞠目。空中で無防備になった体が、きりもみしながら落ちていく。
「桐崎！」
　オレの叫びに、桐崎は立ち上がった。荒あらく息をつく。脇わき腹ばらが赤く染まっていた。
「……へぇ」
　しかし、アンネは不満そうに言った。
「あの状態から身を捻ひねったのか。……すごいなぁ」
　桐崎が、鼻を鳴らす。……確かに傷はそう深くないようで、すぐにナイフを構え直した。だが、そのまま動かない。
　恐おそらくは、友好的な手段を考えているのだろう。アンネの腕は相当なものだった。一方で防ぼう御ぎよして一方で攻こう撃げきするという方法を、ほぼ、素しろ人うと目めから見て完かん璧ぺきにこなしている。空中に跳んだ桐崎を攻撃した時など、ほとんどそちらを見もせずに正確に撃ち抜いていた。尋常ならざる感覚の持ち主だ。
「……っ！」
　桐崎がスローイングナイフを投とう擲てきした。風を切りながらアンネへと殺さつ到とうする。
「甘あまいっ！」
　その言葉に偽いつわりはない。全てが撃ち抜かれて地に落ちる。断続的な息を漏らしながら、桐崎が呟いた。
「……なるほど。さすがと言うべきか」
「もう手は無い？　まあ、ナイフと銃じゃ、最初から結果は見えてるけど」
「大した自信だな。──だが、」
　再び、桐崎が動く。その手から、今度はどこに隠かくし持もっていたのか、四本のスローイングナイフが飛んだ。
「だから、無駄だって──！」
　一発、二発、次々と弾き飛とばされていくナイフ。だが、
「──その反応の速さが、貴様の隙だっ！」
「……っ!?」
　刹那。桐崎が、走った。ナイフをその手に、相手へと迫る。だが、アンネは反応出来ない。何な故ぜなら。
　何故なら既に、その二挺の銃は、【三本目と四本目のナイフに標準を合わせていた】からだ。
「しまっ──」
　桐崎が、アンネの眼前へと辿り着き、得物を振り上げる。
「──たと、思った？」
「っ!?」
　だがその刹那、【もう一本の銃】が、桐崎の眉み間けんへと突きつけられていた。オレは目を見開く。アンネの左の銃は、わずかな間でほぼ同時に【二本のナイフ】を撃ち落おとしていたのである。常識外れの速さに、桐崎は避けようとするも間に合わない。
「それじゃあね、キョウコ」
　ゆっくりと、まるでスローモーションのような動きで、アンネが引ひき鉄がねを絞るのが見える。
「これで、終わりだね──」
　だが、その時を、オレは待っていた。
「終わるのは、てめえだあああああっ！」
　叫ぶと同時、柵から飛び降りる。
「っ!?」
　自分目め掛がけて落下するオレに、さすがと言うべきか、コンマ一秒あるかないかで、アンネは左の銃を向けた。遠慮なく弾だん丸がんが射出され、額を撃ち抜く。
「ぐっ……！」
　衝しよ撃うげきに体が躍り、そのまま仰のけ反ぞって空中で反転した。アンネが邪じや魔まは去ったと再び桐崎へ視線を戻もどし──、
「ってぇじゃねえか、コラ──っ！」
「え──!?」
　無理やりに体を起こしてアンネを掴んだまま倒れこんだオレへ、呆あつ気けにとられた声を上げる。
　そのまま、オレは、アンネを押さえ込むようにして床へ伏ふした。
「な、なんで？　どうして!?──!?」
　動揺してか、自国の言葉で暴れるアンネ。腹の下で何度も銃が吼える。オレはその度に激痛が走ったが、強ごう引いんな力で意識を繋つなぎ止とめ、アンネを羽は交がい締じめにし続けた。
「……チェックメイトだ、アンネ＝ルドシィーク」
　背後から、桐崎の声。同時に、オレの首筋ぎりぎりの位置に、ナイフの切っ先が突つきつけられた。
「情報不足だったな。私のことは見み抜ぬけても、クギトのことまでは分からなかったか」
「……まあ、当たり前だけどな」
「く、クギト……？」
「オレはな、アンネ──」
　どうしようもなく不ふ愉ゆ快かいで、人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてくれる、なんの理由もなく備わっちまった、この能力。
　それでも、オレは、少しだけ誇ほこらしげに、堂々と言い放った。
「──オレは、【死なない男】なんだよ」


「……ハハ、すごいね、君たち」
　銃じゆうを取り上げられ、後ろ手を縛しばられたアンネは、呆あきれたように呟いた。
「さすがに、クギトがゾンビだったとは思わなかったよ」
「ゾンビって言うんじゃねぇよ」
　似て非なるもんだ。……と、思う。
「……凄すごいのは貴様もだ。正直、予想外だった。ここまでとはな」
　両りよ肩うかたを血で染めながら、荒い息をつき、桐崎が言った。
「それはどうも、アリガトウ」
　アンネは特に興味もないというように肩を竦め、座すわったままの体勢で、オレたちを見上げた。
「それで、どうする？　ワタシ、殺す？」
　まるで他人の命であるかのように軽々と、なんの恐きよ怖うふも抱かず、そう言い放つ。
「殺した方がいいよ。ワタシ、自分が悪いことしたなんて思ってないもん。反省のイロナシってやつだね」
　楽しそうに笑いながら、アンネはそう口にした。オレは、拳を強く握る。確かに──こいつの言う通りなのだろう。父親や母親の恨うらみではない。自分の悦えつ楽らくのために人を殺していたのだ。自身に備わった、黒い欲求によって。
　だが──しばらくの後、桐崎が言った。
「…………アンネ」
　とても静かな、声だった。
「アンネ。私はな──少し前まで、貴様と同じ、殺さつ人じん鬼きだったんだ」
「…………」
「いや、今だってそうだ。一度負った罪は、一生消えることはない。……私は、何かを刺したいという衝しよ動うどうを抑おさえきれず、何人もを殺あやめた。自分でも間違っていると思っていながら、それでも気付けば、誰かの命を奪っていた。止めたいのに、止められない。頭では拒きよ絶ぜつしているのに、体が言うことを聞いてくれない。──いつしか私は、ネット上で【午ご前ぜん零れい時じの殺さつ人じん鬼き】と呼ばれるようになった」
「午前零時の、殺人鬼──」
　アンネが、目を見開いた。
「インターネットでみたことある……。キョウコ、君が……？」
「そうだ。確かに私は、貴様と【同類】だった」
　感情を殺し、桐崎は語り続ける。
「その過程でな、アンネ。貴様と同じようなことを考えたことがある」
　膝ひざをつき、真まっ直すぐとアンネを見据えた。
「犯罪者なら──悪人と呼ばれる人間なら、殺しても構わないのではないかと。罪を犯おかしても罰ばつを加えられることなく、のうのうと生きている──そんな人間は、日本にも沢山いる。そんな奴らなら、殺されても仕方ない。それなら、私の行こう為いも許される。……そう、思ったんだ」
　オレは、思わず桐崎へ視線をやった。……飛行機の中で尋ねた問いの、これは答えなのか。
「でも、私は、それを実行に移すことはなかった」
「……どうして？　だって、あんな奴らは、死んで同然なんだよ。そっちの方が、我慢せずに楽しくやれるじゃない」
「確かにそうかもしれない。しかしな、アンネ。それと、私がやろうとしていたこと、そして、貴様がやっていたことは──違うんだ」
　強く、首を振る。
「『悪人は死んで当然』、『犯罪者は何をされても仕方ない』──そう理由付けをしたところで、それは、ただの言い訳に過ぎないんだよ。自分を正当化するための、ただの逃げ道みちなんだ」
「……キョウコ」
「【私たち】はな、アンネ。絶対に、自分から逃げてはいけない。どれほど非難されても。自分の行いを責められても。絶対に、自分自身から、目を逸らしてはいけないんだ」
　肩を掴むと、諭さとすように続けた。
「貴様のやっていたことは、間違いだ。それだけは断言できる。だからこそ、私たちは、苦しまなくてはならない。辛つらくても、耐たえ続けなくてはならない。それが──それが、許されざる生を受けた私たちが、唯ゆい一いつ出来る償つぐないだと思う。よく聞け、アンネ。久遠りんが──お前がいい子だと、そう言った人間の言葉だ。
　人を殺すという行為に──正しいことなんて、ない」
　アンネは、伝えるべき言葉が見つからないというように、黙だまり込んだ。徐じよ々じよにその瞳ひとみから、先ほどまで宿っていた狂気の色が消えていく。
　ふと、アンネは、顔を上げた。オレが背せ負おっている、りんの姿を見る。そして言った。
「……ワタシにも、リンみたいな子がいれば、よかったのかな」
　小さく呟く。
「たとえ、本当のこと、言えなかったとしても──リンみたいな子が友達なら、こんなことにはならなくて、済んだのかな」
「アンネ……」
「……でも、」
　言葉を切り、アンネは、目を閉じた。静かに言う。
「でも、ワタシは、独りだから……」
　唇を噛み締めて、堪こらえきれなくなった感情を吐はき出すように、アンネは零こぼした。
「キョウコはズルいよ！　リンだけじゃなくて、そんな、カッコよくて、しかも【死なない】なんていう人が彼かれ氏しだなんて。……でも、ワタシにはクギトも、リンも、いないから」
　そして力なく、呟く。
「耐えるなんて……そんなの、絶対、無理だよ」
「──だったら、日本に来い」
　オレは、躊躇いもなく言い放った。アンネが、信じられないといった顔で、オレの方を見る。
「オレのところに来い。オレは【死なない】。だから、桐崎も自分を抑えることが出来てる。そんな奴が一人だろうが、二人だろうが、数は一緒だ」
「クギト……本気で言ってるの？」
「お前は確かに間違ってた。罪は何かの形で償わなきゃならねえ。でもな。他に間違ってるもんだってあるんだよ」
　強く、拳を握る。
「そいつをオレたちは、運命だとか、宿命だとか、適当に名前をつける。生まれもったもの。どうしようもないもの。そいつはオレたちに、不幸になれ、のたうち回って死んじまえって言ってくるんだ。ムカつくよな。理不尽だと思わねぇか」
　それを前にもってくると、オレは言った。
「──オレは、そいつに拳の一発でもぶちこんでやりたい。桐崎と出会って、色々な奴と遣り合って、最近、そう思うようになった」
　手を解き放つと、アンネに向かって差し出す。
「だからよ、アンネ、お前も独りにはしない。オレが手を貸す。お前が、一人で背負いきれないっていうなら。オレのくだらねぇ力が──少しでも、その救いになるんなら」
「…………」
　しばらく、それを、アンネは、惚ほうけたように見つめていた。
　だが、やがて顔を伏せると──、アンネは短く、笑い始めた。
「……アンネ？」
「……バカだよ、クギト」
　面を上げ、アンネは、どこか泣きそうな顔で言った。
「こんな、ワタシみたいなクズに、そんなこと言っちゃって……。クギト──格好良過ぎるよ。そんなこと言われたらワタシ……ワタシ、どうすればいいのかわかんなくなっちゃう」
　オレは、その場にしゃがみ、アンネの頭に手を置く。しばらく、そのままでいると──、
「……──」
　ドイツ語で、アンネは、なにかを呟いた。意味など、到とう底てい分かるはずもない。
「──……、──」
　だが、それでも、オレは、アンネの言葉が、聞こえたような気がした。
　オレの肩に体を預け、叫び続けるその声が。
「──！」
　──ごめんなさいと、そう言っていた。
最終章　そして彼女が知ったこと




「クギちゃん、みてみて、オルリアがちっちゃくなってくよ！」
「あー、そうだな」
　元気そうなりんの声を聞きながら、オレは適当に言葉を返した。
　帰国の日は、あっという間に訪おとずれた。犯人は割れ、事態は一応の解決を見たからだ。飛行機は無事にオルリア本国を離り陸りくし、何事もなければ、数時間後には日本へと到とう着ちやくする。
　幸い、りんは外傷もなく、目が覚めた後も、前後のことは何も覚えてないようだった。もしもの時があればどうしようという不安は、杞き憂ゆうに過ぎなかったようだ。
「……だが、クギト」
　桐きり崎さきが、窓の外へ夢中になっているりんには聞こえないように、小声で囁ささやく。
「本当に、良かったのか──？」
「……正直、分からん」
「貴様も、大たい概がい、適当だな」
　桐崎が眉まゆを顰ひそめるのに、オレは苦くし笑ようする。
「まあな。でも、その必要がなくなった奴を、殺すこともねえだろ」
「それは──まあ、そうだが。私も、同意したことではあるし……」
「それに……まあ、大丈夫だろうよ、あいつなら。きっとな」
　そう言って、天井を仰あおいだ。
　……アンネは、結局、殺さなかった。
　甘い、と言われてしまえばそれまでだろう。だがオレたちに向かって自首したい、と告げたアンネの言葉をオレは信じたかった。
「クギトの言葉、嬉しかった。でも……やっぱり、ワタシは、クギトに頼たよっちゃいけないと思う」
　そう言って、アンネは続けた。
「運命に、パンチするって。すごく──すごく、強い言葉だね」
　そして、にっこりと笑う。
「……ワタシ、それだけで充分」
　だから、と。
「だから──、ワタシも、戦う。戦ってみるよ」
　……アンネの罪状を考えると、酷ひどく重い罰になることは明白だった。最悪なら死し刑けい──精神鑑かん定ていなどをし、情じよう状じよう酌しやく量りようがあったとしても、懲ちよう役えき何百年か──つまりは、一生、外には出られないだろう、と桐崎は言った。それでも、アンネは大だい丈じよ夫うぶと言った。もしも苦しくなっても、今、自分はオレたちと一緒に運命と戦っているのだと思えば、辛くはないと。
　そう言って、アンネは、堂々と歩いていった。
「……なあ、桐崎。あいつが、自分を引き取った養父のこと、【神父様】って呼んでたの、覚えてるか」
「ん？……ああ、確かそうだったな」
「多分だけどな。……あれは、自分を許せてなかったんだと思う」
　桐崎が、小首を傾げ、先を促うながすように顎あごをわずかにしゃくる。
「自分を肯こう定ていして、開き直って、あんな風にしてたけどな。……そんな自分を、心の何ど処こかで許せなくて、ずっと葛かつ藤とうしてたんじゃねえかな。だから、呼べなかったんだよ。そんな自分に優やさしくしてくれるあの人を──お父さん、って」
「…………、そうかもしれんな」
　オレは、開いた手の平を、見下ろした。
「だから、オレは、信じてみてぇんだ。そんなあいつが、自分の運命と喧けん嘩かする覚かく悟ごを決めたんだ──ってことをな」
　桐崎は、そんなオレに、ゆっくりと微笑ほほえみかけた。
「……ああ。私も、そう思う」
　オレが、その言葉に頷こうとした時、
「なんのお話？」
『おうわっ!?』
　突然割り込んできたりんへ、二人同時に飛び上がった。
「な、なんでもねえ！」
「そ、そうですよ。なんでもありません」
　慌あわてて手を振るオレたちに、りんは、訝いぶかしげな顔を向ける。だが、やがて「……そう？」と首を傾げながらも再び窓の方へ視線を向けた。
　あ、あぶねえ……。こいつがいるところでは滅めつ多たな話をするもんじゃねえな。
　しかし、今回は、今まで以上にピンチだったのかもしれない。まさかりんが、こっち側の揉もめ事ごとに巻き込まれるとは。
　まあ、本人が何も記き憶おくに残っていないことが、不幸中の幸いと言えるが──、これからは、気をつける必要がある。オレは、強くそう思った。
「……ねえ、クギちゃん」
　ふと、りんが声をかけてくる。オレは、「ん？」と顔を向け、
「どうした？」
　と尋ねた。りんは、しばらくオレを見つめていたが、やがて、ふっ──と息をつく。そして、いつものように笑え顔がおになった。
「ううん、なんでもない」
「……？　変な奴」
　首を傾げながらも、オレは、りんの頭あた越まごしに、窓の外の風景を眺ながめた。
　波乱に満ちた初めての海外旅行。訪れた地は、既すでに、雲の下へ沈しずんでいた。


　……彼かの女じよは、教会の前に立っていた。
　自身の生まれ育った家。彼女の全てを育はぐくみ、そして、愛情を注いでくれた義父のことを思い出す。彼女は目を閉じ、様々な記憶に想おもいを馳はせた。そこには、長い間、思い出すことを拒絶していたものもある。しかし今は、それを呼び起こすことに、なんの痛つう痒ようもない。
　数日前に出会った異国の少年と少女。彼かれらは、自分の中にある何か大切なものに触ふれた気がした。
　今まで耐えてきたもの。耐えなければならなかったもの。苦しく、辛く、逃にげてしまったもの。
　それらを噛み締め、彼女は、ゆっくりと、教会へ向かって頭を下げた。
「……ごめんなさい。ワタシはとても悪い子でした。遅おそかったけど。遅過ぎたかもしれないけど──、それでも、一いつ生しよ懸うけ命んめい、頑がん張ばりたいと思います」
　顔を上げ、彼女は、静かに呟いた。
「だから、さようなら──【パパ】」
　そして、踵きびすを返す。最も早はや、躊躇いはない。拳を握り、彼女は、ゆっくりと、しかし、確かに歩き出した。
　だが──、
「……やはり、ですか」
　見知らぬ女が、そこにいた。いや──そうではない。彼女には会ったことがあった。だがそれがどこであったか、思い出せない。それほどに、目の前の女は、存在というものが薄うすく思えた。まるで、居ても居なくても、世界にはなんの問題もないかのように。
「問題ですね、これは──」
　女はそう言って、懐ふところに手を入れる。
「…………」
　彼女は、予想外の事態にも拘かかわらず、ああ、やはりか、とどこかで思っていた。
『彼ら』にはああ言ったものの、こうなるだろう、とは思っていた。だが、恐れはない。悔くいもない。これは当然なのだから。
（……そうだよね）
　都合のいい話だ。あまりにも理想的な。甘いと誹そしられても仕方の無い程に。
　次々と建物の陰かげから、男たちが現れる。それぞれが懐に手を入れると、慣れた動きでそれを構えた。
（やっぱり、そう簡単には、いかないよね──）
　顔を伏せる。理解していたはずだ。現実はいつでも、夢を語る人間に牙を剥く。膝を折った人間の、後こう悔かいを許さない。反省を許容しない。だから、
（ワタシはもう、戻れない）
　彼女は、腕うでを交差し、【それ】を握った。硬かたい、手に馴な染じんだ感かん触しよく。やはり自分は、これから逃れられない運命なのだろう。
「だったら仕方ないよね」
　彼女は静かに、そう呟く。
「いいよ。来て」
　そして、彼女は──銃を、抜ぬいた。
「どうせこれがワタシに与あたえられたモノだって言うなら──最後まで、それに殉じゆんじてあげる」
　銃声。だが彼女はわずかに首を傾げてそれを避けた。敵の場所も。次にどう動くのかも。全てが手にとるように分かる。呪のろわれた生の証あかし。
「──っ！」
　声なき声を上げ、彼女は引鉄を絞しぼった。弾丸は真っ直ぐと、相手の額を貫つらぬく。すかさず右手が動き、左の敵を撃うち抜いた。素早く旋せん転てんすると、銃を構えていた相手の脳天へ鉛なまり弾だまを撃ち込む。後方より飛来した弾丸の存在を察知、振ふり返かえり様、倒れこんで発砲。地を蹴けって宙を舞まうと、両りよ腕ううでを広げて、建物の上から狙っていた男たちを同時に撃ち殺した。着地と同時に背後から迫る者たちの顔面を、それぞれ双そう方ほうのグリップで潰つぶし、その射線上にあった奴等も撃ち殺す。自然と口元が上がっていく。逃れられない運命。高こう揚ようしていく体。湧わき上あがっていく悦楽。やめられない。自分はこういう人間なのだと、自覚を覚えていく。前方で構えられた銃に対し、転がっていた死体を持ち上げて盾たてにした。その隙に弾倉を交換。死体を蹴って相手の視界を防ぎ、すかさず三発撃ち込んだ。貫かん通つうした弾丸が、その命を奪う。
「……ハ、ハハハ」
　瞬またたく間まに十人近く。のたうち回る者を見下ろして、彼女は笑った。
「ハハ──ハハハハハハハハ！」
　笑いたくて笑っているのか。それとも、既に壊こわれきった体が、悲鳴を上げているのか。彼女は分からなかった。それでも、永遠に続くかと思うほど、笑い続けて──、
「……そこまでです」
　硬こう直ちよくする。背後に気配。一いつ瞬しゆん、硬い感触が押おし付けられ、すぐに離れる。まるで気付けなかった。信じ難がたい。
「あ……え？」
「随ずい分ぶんとやってくれましたね。まあ、大人しく従うとは思っていませんでしたが」
　生き残った者たちが、彼女に銃を向けた。その人物は、携けい帯たい電話を取り出したのか、微かな電子音をさせる。そして、静かに、こう言った。
「──」
　それは、彼女の母国語で、こう告げていた。
　──撃て、と。
「…………ッ！」
　その瞬しゆ間んかん、無数の銃声が鳴り響いた。
　ぐらりと体がよろめき、力を失っていく。彼女は無様に膝をついた。意識が明めい滅めつする。少しずつ、闇やみが──視界を、闇が侵しん食しよくしていく。ああ、死ぬのだと。どこか他人事のように、彼女はそう思った。自分は、己の生き様に相応ふさわしく、ここで、野の良ら犬いぬのようにくたばるのだと。
　死を前に、人間には様々な過去のビジョンが浮うかぶという。だがしかし、今、彼女の脳のう裏りを過よぎったのは、まったく別のことだった。
（……キョウコ）
　彼女は、心の中で、友人に向けて呟いた。自分と良く似た、けれど、全く違う人生を歩んでいた、桐崎恭きよ子うこという名の異国の友人に。
（キョウコ──君は、シアワセになって）
　彼女は、口を開いた。
「たとえ絶望が、待っていても……幸せだったんだって、そう信じてね」
　強引に、顔を上げる。ゆっくりと前に回って来たのは、年とし端はもいかない少女に見えた。年ねん齢れいは定かではない。だが、ひどく幼く思える。彼女は可お笑かしくなった。まるで、かつての己を見ているようだった。自分は、過去の自分に殺されたのか。
　やがて、ぐらりとよろめくと、彼女は地に伏せた。じわじわと、血ち溜だまりが広がって行く。彼女にとっては見慣れた色。彼女にとっては親しんだモノ。彼女にとっては──敵、そのもの。
（……リン、クギト、キョウコ。……バイバイ）
　そう心の中で呟き、彼女は、ゆっくりと、口元を緩ゆるめる。
　そこで、意識は、途と絶だえた。


「……私です」
『ああ、【ハルちゃん】』
「【後始末】は完かん了りようしました。止とどめはオルリアの特とく殊しゆ部隊へ一任したので、これであちらのメンツも立つことでしょう」
『それでいい。犯罪者が改心して自首してきました、ではこちらの面めん目ぼくが立たないだろうからな。これでオルリアへの貸しも作れた。お偉えら方がたも満足するだろう』
「……しかし、問題があります」
『なにかね？』
「乃の出で狗くぎ斗とと桐崎恭子が──いえ、恐らくは乃出狗斗が、独断で、こちらへ虚きよ偽ぎの報告をした件です」
『ああ……それか』
「以前より問題は見られましたが、これは見過ごすことは出来ません。指示をお願いします」
『……。いや、いい』
「……いい、ですか？」
『オーケーという意味の『いい』ではないよ。何もしなくていい、ということだ』
「しかし──」
『結果的に任務は無事に終わった。なら、それでもう構わないのではないのかね』
「乃出狗斗は明らかに桐崎恭子を駒こまとして使う上で、障害となっています。何か、早さつ急きゆうに手を打つ必要があるかと思いますが」
『いずれ彼は潰れる。近い内にね。──それまでせいぜい、正義のヒーロー気取りで居させてやろうではないかね』
「……なにかお考えがある、と？」
『まぁ、楽しみにしていたまえ。来るべき時は近い。そして、今のところこちらの思おも惑わく通りだ。……フフ、では、私も忙しい。これにて失礼するよ』
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　そう言って、その男は、通話を切った。
「…………」
　少女──ハルは、携帯電話をしばらく見つめていたが、やがてはそれを懐へと仕し舞まった。
　そして、左手に持っていた銃を見つめ、やがて、呟く。
「……いずれ【組織】の者が回収に来ます」
　顔を向けると、自分の背後にある【モノ】へ向けて──彼女は言った。
「──それでは、さようなら」
　静かに、歩き始める。
　街は今日も静かだった。
　清も濁も飲み込んで、あらゆる生と死を包つつみ込み。
　ただ、ただ、昨日と変わらずに。
　そして、彼女は──アンネ＝ルドシィークは、静かに、微笑み続けていた。
あとがき




　親御さんによろしく！　空埜です。お久しぶりで御座います。
「死なない男に恋した少女　５．斗いのサダメ」をお贈り致しました。
　ついに五巻ですよ！　とても信じられません。誰かに騙されている気がする。例えばこう……日本の裏で動いている闇の組織的な何かが……動いたり……それでぼくを改造人間とかに……期待しよう。
　前回は怒涛のあとがきラッシュで「もうこうなったらぼくの性癖を披露するしかない」というところまで追い詰められたりしたものですが、今回は六ページなのでそれを実行に移すことはなさそうです。よかった。読者さんが減ってしまいかねない。
　あとがきを先に読む人がいるとなんなので、内容に関しては触れませんが、今回は海外旅行でした。外国に関して、ぼくの方は小さい頃から結構あちこち行っているので、それを思い出しながら書かせて頂きました。作中でりんが口にしていた国は、大体、ぼく自身が行ったことのあるところばかりです。どこも良かったのですが、中でもベトナムは非常に日本と近いところがあって楽しめました。まあ、外国なのに日本と近いからよかったってのもなんか本末転倒のような気がしますが、食べ物も美味しく、雰囲気もいい感じだったのでお勧めです。ただ、向こうは交通量が半端ないので道路を渡るのも一苦労。日本みたいに車が通り過ぎるのを待っていたら、そのまま次の日になっていた、などということもあるのでお気をつけ下さい。でも逆に「うおお！」と気合を入れて突っ込むと空高く吹っ飛ばされる可能性があるので、そっちも注意が必要です。ぼくも何回かそうなりかけて、「ひええトランスフォーマーしなくても車は怖い」と慄きました。海外は、もちろん日本と違って不便なところはあるのですが、それ以上に刺激的なことが沢山あるので、またどこぞへ行ってみたいものです。アジアが多かったので、今度はヨーロッパ辺りかな？　まあ、海外どころか、現状じゃ数年後にはあの世へ逝ってしまいかねない状態なのでなんですが。いや、冗談です。冗談……じょう……はい、冗談です。
　さて……話は変わりまして、物語もいよいよ中間地点を突破しました。キャラクターたちにもそれぞれ、一巻の頃と比べて、なにがしかの心の変容が起こっているようです。彼らに関しては、特に「こうしよう」と考えていたわけではなく、話の流れに合わせて自然に描いた結果、現状のようになった、という感じです。よく「キャラが勝手に歩き出した」という言葉がありますが、ぼくの場合は初めから作者の意思を離れてどこかへ向けて進もうとしている彼らを、ちょっとだけコントロールしたらこんな結果が出た、という方が正しいのかもしれません。
　出来れば、最後まで見守ってやりたいものですが。
　そればかりはその、読んでいる方のですね、へへ……まあ、なんていうか、げへへ（揉み手しながら）。


　ところでこれを書いている現在、非常に楽しみにしているゲームがもうすぐ発売でして、もう何をしていても気がそぞろになっております。
　五巻が発売される頃には、魔女で天使を倒しているか、スーパーロボットを操って世界を救っているはずです。もう随分と長くシリーズが続いているあの某ゲーム、今回は二十代後半～三十代後半を中心に据えているそうで、ぼくの心を直撃する作品が出まくっています。リュー○イトとか、ライジン○ーとか、十代の人は知っているのかな。特に前者ははまりまくって、プラモデルだの、ゲームだのを買い漁った経験があるのですが。今って、ああいうアニメとかはあるんでしょうか？　グレン○ガンとか、エウレカセブ○とかは、少し対象年齢が上のような気がしますし。そう考えると、小学生くらいに向けた作品というのが、特にテレビでは少なくなっているのかな、と思います。ぼく自身、そういったものに大きな影響を受けて今に至っているわけで、ちょっと悲しいのですが。今は深夜の方が豊富ですものねえ。
　なににせよ、月末が待ち遠しいです。
　……いや、まあ、ゲームばかりじゃなくて、ちゃんと仕事もしていますよ？
　ありがたいことに色々な方から支持して頂いて、おかげ様でもうしばらくは続けられそうですし。うん。はは。ゲームばっかりやってるわけじゃないんですよ。ちゃんと漫画も読んでます。映画だって観てる！　もちろん、ちゃんと机に向かって、パソコンを起動したりもしています。マウスをもって、こう、ネットのアイコンをクリックしたり……。
　すみません、ちゃんと原稿書きます。


　そういえば、前回書いた歯の件ですが、どうにか治療も終わって今は普通に物を食えている状態です。長年、歯磨きを適当にやっていたツケが回ってきたのだろうと思うので、今後は定期健診等を欠かさないようにしたいです。しかしあれ、抜歯って、物凄い作業ですよね。色々と器具を使うものの、結局は力仕事というか。治療の際、歯医者さんがすごい顔をしてらしたので、ちょっと心配になりました。
　結果的に麻酔が効いたのか全く痛くありませんでしたし、術後も良好なのですが。人によっては抜いた後に血が止まらなくなったり、えらく頬が腫れてしまったりするそうなので、やはり大変なことなのだなあと思います。まあ、体の一部を剥がすわけですから、当たり前なのですが……。
　月並みとなるものの、皆様も、歯は大切に。


　閑話休題。「死なない男に恋した少女」のシリーズを書き続けて一年と少し。小説というものを書いてそろそろ十年に近くなりますが、これだけ同じ話を続けたのは初めてで、なんだか変な感じです。
　それでも嬉しいことではあるので、このまま出来る限り頑張っていきたいです。よろしければ、応援お願い致します。


　さて、そろそろ恒例の謝辞を。
　まずは担当のＳ様、毎度、至らぬ原稿を送りつけてしまって申し訳ありません。一発オーケーになるまで精進の日々でございます。打ち合わせの時に食べたカレー美味かったです。
　挿絵担当のぷよ様。いつもいつも、額縁に入れて飾りたいほど素晴らしいイラストの数々をありがとうございます。ぷよ様のおかげでキャラに命が宿っております。漫画の方も大変でしょうが、もうしばらくお付き合い頂ければ幸いです。
　友人Ｕ、Ａ、毎度のごとく馬鹿話、お付き合いありがとう。しかしまあ、毎日、毎日、よくも話すことがあるもんだと思います。最近じゃ、一日会ってないだけで「あいつどうしたの？」とか言う始末。バカップルか！
　いつも、ホームページから感想のメールを送って下さる方々、ありがとうございます。魂の救済となっております。この言葉はおろそかに受けんぞ！
　最後になにより、この本を手にとってくれた読者の方々へ。最大限の感謝を。
　それではまた、次でお会いしましょう。




ＢＧＭ 『風の憧憬』　十月　空埜一樹


　ＨＰ　『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
空埜一樹 先生／ぷよ 先生
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